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★性格は意識的方法ては改造せられぬ 


Itt の中には"自分又は m 分の身避のもの、性格をもてあましてゐる人々は隨分多い0 
だが•性格改逝の方法に就いては何の見解5:も持つてゐないやうである。さうしてた^ 
叱つたり矯めたつまり意識的工作を加へるととしか知らな S 。 併し性格の极姬はも 
つと深いと ころに fe るのだから，改造し得るにしても.さう云ふ外 M 的な方法で何とも 
なるものではない。 れば 作 

これ-は粗^^^^ . 

う。-勿論^-!^^ f 呼ぶと^5來$ラなも ^- r 
浸ゐ，る‘我々の立場ではその無意識的要素を處逍するのを任務と 
するのである。少くとも"分析的方法に怯つての み 改造せられ n る性袼 I これ以外の方 
法では何とも手の出しようのない性格と云ふものは相當に多い。その限りに於いて我々 
の方法は煮我と存在 EK 由とを 主張し 得る。 . 
























たる國王に對ずる彼の敵意を毫も緩めな加つた。當時彼の書 S たものを讀む と、至る i ころでバオ y その他の n ルタ 
力の愛_者を絕讃 し， 彼等を ギリシャ、口！ マの英雄に比肩せしめてゐる。彼は一時懷郷病が昂じて自殺に心を 惹か 
れたが•コルシカの運命に思を潜めてそれを思ひ止まり、ブルータスの崇商 な 行励を以て自らを激勵 してゐる。革命 
の起つた一七八九年から九 一 一一年に至る間，ナポレオンの心を占めてゐた唯一の こと は*フランスの靱絆からコルシカ 
を脫せしめるといふことに盡きてゐる。士官の身 T ? ある彼は"そのためには杯進も•自由も/生命も敢て 顧慮しなか 
つた。 

一七八九年に招集された三圾#議に、靑年を以て編成する K ' 兵部除を制吏すろ議案が提出された。こ s 議案は政府 
の峻拒するところとなつたが"この凌拒を機#にナボレオンは n ルジカの符都アジミシオで叛亂. V: 企てたのである。 
同月九 J ' i から休暇でアジミシォにあつたナポレオンは，同市の愛國クラブに赴き，反 MI 的な政府を顚锐し、國民兵團 
を組織し、その力を以てアジ5シォの銜域?:奪取し、フランス人を驅逐する計詖を開陳した0彼はどうやらかうやら 
國民兵阒の組織には成功したが•しかしそ0時には旣に守備兵は增强され' 國民兵® I と愛^クラブ{±解散され、遝動 
け樹葉の中に溃滅の運命に晃舞はれてゐたのである" ■ : 

しかしこの央敗も彼 0 意氣を沮喪せ しめる には足りなかつた〇彼は フランスの 51 ? 除 (CB 務を賴けながら'頻々と長 
期の休暇 S : と〇、アジ3シォ弈取と フランス 人驅逐の寮策に餘念なかつた。彼は上官の心說などには頓着しなかつ 
た。一七九二平，他のフランス各地と同じくアジ？シオで義輿兵が募られるや、彼はその指扼官を志し、投票質收. 
僞說.個人的自由の制限などあらゆる策謀を試みて*ついにその目的を達した 0 である。一七九 二 年の踰越節(三月) 
の折•彼はこの手兵を別ひて豫ての目的を速成しやうとしたが、フランス人指柯宫の監視にょつて又も失敗した。彼 
の祖國熱が昂進する 1 C 逆れ、それに比例してフランス僧惡熱が高まつたことはいふまでもない。ナポ1/オンは1コル 
シカにあるブランス人の盛殺を考ヘてゐたのである0 

バオ—に對する彼の愛情は說明するまでもない〇ナボレオンにとつては•バオリは美と偉大と惩知と萵貴の權化で 
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あつた"彼は子供の時から、遊び仲 nil や召 ftco 口からバオ y の名が愛と尊敬を以て語られ石のを聞いてゐたのであ 
る。彼はパォリの名を聞く^に"全身に熱を嫌ぇ、頭がカツと&る CD - であつた。バオ9はナポレオンの神であり"彼 
はた L # ひらすらパオリに似る ことを 念順としてゐたのである。彼〇バオ0熱は^じて、バオ 9 IC 好意を持つ人に對し 
ては■誰にでも無條件の信賴を寄せるまでになつた。 

一七八九年七月十二日、ナボレォンは脫稿したばかりの自作の論文「コルシカに關する^翰」を献ずる心算で’ 口 
ンドンの X オリ宛に手紙を畫いてゐるが、その中で彼は機會を uTn ンドンに赴き阈事を談じた S といひ•又「私の 
母、レチシア夫人は、コルテ時代の思出を間下に IU 心ひ起させる樑私に命じました」と述べてゐる。一七九〇年、パオ 
リが大赦にょつて歸國した時、これを熱狂して迎へたものにボナバルト I 家があつた。ナポレオンは休暇を得てコル 
シカへ歸る铞に V しげ-^ i パオ W を訪れ，バオリから君はブルタ！ク英雄 (# 中の人物であるなど1いふ斑詞を贳つ 
て感泣してゐたのである。 

ナポレォンの n ルシカに對する祖國愛ノ及その國民的指 tf 者バォリに對する献身に就ては以上にその槪略を記し 
た◦次に今日に至るまでナポレォンの傳記者■史衆を惱ましてゐる！ r 彼の生涯の一轉機を簡單に述べて見やぅ0 

X 

一七九 三年の初め ， M フン スはサルヂニァに征討； f V 送つたが、2:の征討は完冷： な 失敗に終つた。その年の三月 三 
日，この征討に從取 した ナポ1/ォンはコルシカに歸つたが* 祖國の 政治情勢は前年に比して一大 變化 を來してねた。 
■一月二 十一日：ハリに於てルイ十六世の斷 tf が行はれる や、 豫てフランスの植拢地をねらつてゐた英 ㈣ ，は、これを 口實 
にフランスに對して宣戰を布吿した。コルシカに於ては•義勇兵圆は解散されて正規兵を以て 代へ られ、パオリの 行 
政的軍事的橄力は、少からぬ制限を蒙〇こと、なつた。このバオリの權力削減は、一而彼の反對漭の策謀にょるもめ 
であつたが*他而ィギリスに長く亡命泶活を送親英的倾叼のあるバオ y に對する政府の不佾が原 KI でもあつた。 
バオ yR # も 又その親英的倾向を 決して かくさなかつた。 この コ ル シカ 政府とフランス政府の對立 tT フラン Kli ^ 

ナボレオンの粘神分祈 • , 





が四 n 二日*コルシカ駐在の政府代衣にパォリ逮捕を命ずると共に、俄然險惡化せざるを将なかつた。コルシヵ國民 
は.齊にバオリ擁護に蹶起したのである。 

ナポレオンもその例に洩れなかつた。彼はフランス議你宛0一種の訴狀を自ら起草し、バォ y が7ランス?:裏切 
り、英國にコルシカを寶り渡すが如きことの決してあり得べからざることを熱心に說いた。しかしこ、に異とすべき 
は、 昨日まであれ程强い僧.惡をフランスに向つて懷いて? b たナボレオンが、この時突如としてフランス政府代表と通 
謀して、コルシカ07ランス復歸の奔走を開始したことである。彼はこの目的のために•今度はバォり派の國 M 兵團 
の手中にあるァジ4シオの衞域の襲撃を幾度か企て、ゐる。更に同年六月一日、ナポレォンは國比讅會へ提出した軍 
狀報吿の中で、パォ y を親英的な野心家となし"彼を以てフランスの不幸につけ入る位險人物と看做し，サルヂ-ーア軍 
事行動の失敗5:以て彼の貴任と彈劾し"コルシカ人がフランス人となろこと々欲せぬ陰險&人物だと攻擊してゐる。 

この 報吿の內容がコルシカに知れると共に、ボナバルトー家に對する國 M の激昂はその極に達し*家は燒かれ•財 
產は破^された。もし母のレチシア夫人の力がなかつたら"ポナバルトー家は塞殺の® H を見たであらぅ。六月十一 
日、 ナポレオンは一家#族を 91 連れ"フランス•ッ！ ロンに向つて逃亡した。 

パォリと ナ•ホ V オンのこの絕交は、 7 ランスとナボレオンの歷史に決定的な影鄹を及ぼしたと、あらゆるナ，ホレオ 
ン史家は一致していつてゐる。しかしこの評似は過小の嫌いがある。この絕交は、人類全砬'全世界の運命に決定的 
影羝を及ぼしたといはなければならない。そして又パオ9とのこの絕交は、我々が歷史上知つてゐるナホレオン^ 

二十年問世界に緊張を强ひ"破壤と不安と恐怖を至るところにもたらし' 新しい進化-の道を人類の前に開いたナポ1/ 
が生れ•完成された心理的瞬 fin なのである。 ♦ » 

そこで次の問題が生ずる。ナポレオンの感情に生じたこの旋回の動機は一體何んであるか？ ； バ 

奮的硏究が不完全な說明し‘か與へられないのは•止にこの一點である。 

■史家や傳記者は、この時期のナボレォンとその周固について，詳細®な' 間然するところのない硏究を發 表し 



てゐる。 パ T の親 英的 傾向、 パ オ y とそ S 爭者 サ“との^棟、 サリ V チの 我佛 主,ナ•ホレオンと T 
セヴチとの關係、 n ルシカ國民の助搖、ナポレオン 兄弟に 對する■八オリの g 度、ナボレオンの双股资樂 的 策謀、バオ 
y 派のボナバル.卜索迫寄、等々馊に至れり盡せりの硏究がある。だがか*ろ事-姓$:後から後から列琛した上で•歷史 
家や傳記漭の到達した結論と S ふのは、ナポ V オンがこの大旋回を演じたのは-パオリょりもサリセ"チの方がナポ 
レオンに親切であつたとか、ナボレオンが n ルシカ獨立の不可能を悟つたとか，畏ず るに 連れ理想ょ〇 も 物質的利益 
を m く R るやうに なつたからだと いふ類 e ことに 過ぎない〇ナ •ホ 1/ オンが コ ル シカ 主義を捨て V 7 I フンス 主我に歸し 
たのがサリセッチの彤驟だとすれば、彼はいかなる方法でナ.ホレォ>の心の琴線を搖ぶつたのであるか？.何故サリ 
セッチの感化が、もつと早くでも遲くでもなく ■何故その瞬! ill にナボレオンの上に生じたのであらうか？又ナポ1/ 
ォンは他人の感化を受け易い人であつたといふ說明があるが.然0とすれば何故ナポレオンはもつと早く、例へばパ 
リの士官學校時代に、又士官時代にフランス主義激に轉向しなかつたのであらうか？これらの問瞪に關しては•歷 
史的方法は何んの解答をも與へないのである。 

ナボレオン自筆の文斑 2 その他を基礎とする歷史家•傳記者などの硏究は、彼がこの大旋回を演ずるーヶ月前に は， 
朱だ頑强なコルシカ戴、執抛 fe バオ y 派であつたこと5:示してゐる。何がナボレオンそして*この國民的信念を一朝 
にして涩へさせたのであるか？ある歷史家は■この變節をナポレオンの利己的 動機、 過度な野心•專制的性格など 
に歸してゐる。だがナボレォンの性質にとれらの特徵を認めるにしても"この彼の特質は二十年間"彼をして熱烈な 
n ルシカ獨立主義であることを妨げなかつたのである。從つてこれらの性格的特質は，ナポレォンがその二十年來の 
確信を捨てたばか$でなく.その確信そのものを敵として突如立ち上つた琪象を說明するには何んの役にも立たない。 
これを要するに苛通の勝史的方法は•人類の歷史に大關係のあるナボレオンの生涯の一大轉回點を說明するのに全く 
無力な0である。歷史寂でこの點を妥當に解釋し得たも0は一人もない。 + '丨 > 
H - n ンラッドは、その編骚した「セント•ヘレナ回想記」(ナポレォンの自叙傳一の序文で、この疑點にある光 
ナポレオ V の精神分析 







明を與へてゐる。それは次 (?> 如く綴られてゐる。 

「皇帝はその幼华時代又はその一家に何んらの歷史的 JK 要性をも興へてゐない。彼は自分の诈涯の歷史を"その榮 
#の凇礎となつた最初の武勦から始めることを欲した。ナボレオ>がナ-ホレォンたみに至るのを肋けたすベてのもの 
は株消されねばならなかつたが、この si で彼は倣然とそ©發生の：〇を共和肿笫一年と定めた大共和國の例に倣つたの 
である0 J 

しかしナポレオンがその少壯時代の膊史を述べるのを嫌つたのには、コンラ^ドの擧げた理由の他に別 Q 趣由がな 
ければ & ちない。ナポレオンが初めて商ら 7 ランス人であると感じたのは、ッ！ロンの砲兵隊を指柯した時である0 
そしてフランス人として.彼がッ ー &ンに至るまでの自分の過去全體を歷史的 m 要性を^せぬとしただけでは71く， 
ailc それ?:不快にさへ感じたといふことは無现からぬことである。けだし彼はそれまでは n ルシカ人であつたから 
だ。この故にこそ彼の靑年時代の歷史は、如何にして彼がコルシカ人からフランス人になつたかといふことを我々に 
說明しなければならない0である。 ' 

, ナポレオンは何故に、又如何にしてコルシカ人から 7 ランス人になつたか？ 

一 r 何故にナポ V ォンはパオリと絕交したか？ 

我々が精神分析的方法にょつて、こ、に明かにしやぅと試みるのは、正にこの二つ〇屯要な史的問駔なのであな。 

0 一。：の「ナ•ホレオンの猜神分析」の [« 迸は、「ィマゴオ J 笊九卷热四號(一九一四尔〕に诹9たィょーケルズ博士1ぎブ. 
きざ18の論文「ナボレオンの也涯に於ける蝕回點」であ0。：の論文はアンナニフチボンヌ夫人にょつて柯譯され*「7ラ 
'ノス梢神分析雜誌」筋三卷二魷 a 九二九年〕に褐賊の上、取秄本となつて發行されわ。ィムケルズ协士がこ s 佛評木を m 
夼犄神分 rru 硏 i 九 ryrfc 帘附3れたので、大视氏の syj め 1 :從ひ " 淺镦の私が敢てその紹介をお引受し t : わけベある。原文で (I 
こ、までの部分が分：體の一一：分の一以上か A めてゐる0そこで私はこの部分を約四分の1に切詰めて湓譯し*精柳分析|:茛る 
部分2みを逐中譯すること卩し?:0,卽5以下に諏出したものが、その完課の邡分に常るわけである" —— 謬杏 
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二 

この分析文に蒞手するに當つて、我々0手にナボレオンの成年時代の#寄と幻想•並びにその幼年時代の®# 
の材料が多くあればなるほど-それだけ我々には都合がい、わけであ，る。我々はそれを I 七八六ハキから九三年•卽ち 
ナボレオンの十七歲から二十！：歲に至る IIH のボナパルト自筆の文也 rall ち一度リプリに盜まれ、喪拂はれた記錄の屮 
に^ ifl すのである。 

この彼の W 年岬代の罴作には"すべての傅記背が一致して認めてゐる樣に、二人〇著作家、ルーソオとレィナルの 
否定し難い影■の痕跡がある。この時代 2 七八五1九二年) には、 ナ•ホ V オンは謂は V "ルーソ—信者であつた。彼 
にょれば、ル t ソオは最も深刻&■又 M : も透徹した赞學者であつた。ル ly オの著作で"ナポレオンの敬服しなかつ 
たものは殆ん■どない。このル—ソオに對する彼の愛は.極めて容易に說明が出來る。けだしル丨ソオは一じ六二年" 
その著「社會契約」の中で次の如く書いてゐるからである。 

「ヨ III ツバには立法 0 能力ある國が他に未だ j つあるが"それは n ルシカである。この m 敢 & 國民が以てその 自 
由を恢復し I 撫護し杩た勇氣と忍耐は、ある賢人がこの國民に自山を保てと敎へたのにまことに想應しいものであ 
る〇私はこの小岛一 : が • 今にヨーロッバを務嘆させるに違ひないといふ豫感を禁ずることが m 來 & い。」 

餘生を n ルシカで送りたいといふ熱烈な希望を浊らしたのは•このル—ゾオではなかつたか？ 更に又ルーソオ 
は， バオリと常に音信を怠らなかつた人である。 

ナポ V オンの文梁上の第二のモデルは、これ叉ル—ソオに劣らぬ n ル シカ人の味方であつた。 1/ ィナル法師は「竹 
學的兩印度史」の著^であるが、彼は同鹆に於て コルシカ 人の服制漭ジ* ノア 人を痛烈に铞劾 し‘ n ルシカ■人がやが 
て國 K 政府々恢興すること*並びに7ランスの支配の沒落することを豫言した人である。 

我々が今日葙してゐるナボレオンの览®は■旣忆彼の執政背時代及帝制時代から•その主人公の幼年時代の追惊を 
ナボレオンの精神分析 
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あらゆる方 [ il から览集することに腐心して來たナ.ホレオン傳記衆たちの：4撿の熱情の賜である。私はこの論文で參照 
した證據が、すべて確寶極るものであるこ i をいつて還く"その確實性が疑惑を許さぬものである ことは、 シュケエ 
及マソンの如き•傳說上の他の多くの物語に疑惑を挿み、歷史的眞實の前には架空譚や小說を犧牲にすることを敢て 
隨躇しなかつた良心的な硏究者が、それを絕對的な眞實として引用してゐることでも明かに看取される。 

我々は今この材料の肋けを藉^^その當時のナ.ホ1/オンの自筆記錄を參酌して、パオリとナボレオンの軋櫟を硏究 
して見たいと思ふ。 

この記錄の第一のもの，前に述べたパオリ辯護の訴狀の中で•私はナボレオンが「彼(パオリ〕は，今外國の侵略 
に對して祖园を防衛せんとしてゐる」といつてゐる一句^ r 特に注意を促がしたい。けだし常時のナポ1/オンの記錄 
に頻繁に出て來るこの「外國 j is ふ言葉には"®:國といふことの反對の自然的な意味を遙かに超える敵對的な調子 
が，何時も常に伴つてゐるからである。 

場所にょ〇.ては、彼はその僧惡するジ I ノア 人と 7ランス人 ©二國 民を、 「外國人」とい ふ # 葉で形容してゐる〇又 
「外 國 人」 i 「 敵 人」 といふ二つの言葉を、同義語に使つてゐる C とさへある。例へば彼は十三世紀のコル シカ •ジ- 
ノア戰带の際凌辱された I ジ，ノア婦人に" n ルシカ人の首領シヌセロ •デラ•ロッカの面前で、「私は外闕人であ 
&、お HIT の敵だ」と S はしめてゐる o ( 「コルシカに關する篑翰」〇マソン及ビアジ編、四〇八頁)その上この寄を譏ん 
だ 渚は、 例へ ば 同迸四一六貝で-彼が 「外 國の拨 助」を論じて「輕率な奔走」 となし- 「祖_に大害を興へるもの」 
といつ てゐるの や、 或ひは「外 M の氣候 j e 强ひられてゐるコルシカ人の運命を•彼が强い語調で 憤槪 してゐる表現 
に接する時-この表現が彼に於て强い否定的感情を伴つてゐるといふ印象を受けざるを得ない〇 ■ 

そして外國人に關するナボレオンのこの精神的態度•卽ち外國人とは常に 對 立して決して胸襟を開く£ となく、何 
時 も それを遠ざけて■決して友人や同盟若と看做さず、唯だ敵の役割に於てのみ見るこの態度は.又 その反對 作用と 
して內亂——彼がその r ボ！ケ—ルの晩餐 j の中で斷平■判を下した内亂•「ナポレオンの同情を決して 惹くことの 出 
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來なかつた J (4 -ルハィザン)內亂に對する彼〇深刻な § 厭の中によく表はれてゐる <> この態度は、いろ<な硏究容 
がよくいふ槌に 、唯 だ n ルシカ人の特微である民族的心理の作用といふだけではなく、その他に個人的な根據がある 
と私は見る ので ある。こ0外國人に對する憎惡が、ナボレオンに■とにか •く 頗る早く表はれてゐたことは.私が次に n 
ストンから引用する極めて確贤な報道によつて明かとせねばならぬ。コストンによれば、彼は旣に第一執政官の時代 
マルメ ー ゾンで屢々その訪問を受け、鄭茁に 待遇した H ギ"ユ氏 (一七八四 年 •パリ士官 學校在學 時代の 史學敎 授> 

に對し、數次の會談〇中で次の如く語つたといふことである。 

「先生から敎へられたことの中で-私に一番深5印象を线したのは、ブルボン元帥の叛亂です。しかし先汴が彼の 
鍛大の罪惡は國王を攻擊したことにあると敎へたのは誤りだと思ひます〇ブルボン7£帥の眞の罪は、外國人と通謀し 
て祖阈を攻鞭したことにある私は考へます。」 

第二〇 記錄、 卽ちパオリ彈劾の文窣〇 中には、 頗る我々〇注意を惹かざる節があるが"その眞骨^ 

(バオ y ) は、 祖國をフランスとの結合から引離した」といふ批難の中に發輝されてゐる。 

我々は既に序1一の中で、パオリとの軋礫が爆發した當時、彼のフランスに對す6悄惡が尙ほどれほど强かつたかと 
いふことを ft た。これについてシュケ H が次 Q 如く述べてゐるのは極めて正しい。 

「ボナパルト中尉は、相變らず n ル シカ 人であつた。心の底から、全身一點の费りもないコルシカ人であつた。そ 
の當時"このフランスの將.來の主權漭"後にフランスを大國民の名を以て M 歌し，7ランス ？:. 第一に置くことを以て 
主義とし檩語としたこの男は、未だ7ランス人ではなかつた。彼は後にあらゆる阔民以上に尊重し、地; K 第一の國民 
と呼ばねば&らなかつたフランス人を、未だ輕蔑してゐた。彼は後に世界最善の稱號と呼んだフランス人といふ稱號 
を"未だ自分に冠することを拒んでゐたのであるご. . 

シ1ケ H のこの言は確かに JE しい。しかしそれは更に判然と述べるを要するのである。ナポレオン CD フランス人に 
對する佾：猫は" t の時期に初めて生じたものではない。それは馊に早く生じたも S であつて•殆んどナボレォ 〆 その 

ナボレオン Q 精神分析 
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人と同じ位に I '; いものである。パ 9 の士背學校でナポレオンがフランスに叫逆の態度を示し vm あるごと 1 C パオリに 
對する熱惝をひけらかし"彼と共にコルシヵ獨立のために戰ふ意を明かにしたことを語つてゐる0)は，このシ"ヶヱ 
その八ではなかつたか？ナポレオンはパリに於ても以前のブ y アンヌ時代の態度4變へず、7ランスに對ずる抵抗 
にょつてョーロ V •ハ〇稱諧を贾つたコルシ*人を誇稱し I 又ブ y アンヌ在學の時と同じく大國民が小國扰に迫つ.た戰 
爭を批難して止ます、それにょつて上宫0みならず、同僚とも蜇犬な衝突をする種5:^いた仍であつた0彼は九歲に 
なつたばかりでブリ了ンヌ幼%-學校へ入學した時、 n ルシヵをジノアから yl 離してフランスへ引渡した政治家气ヮ 
スゥル公 S 肖像がそこにあるのを兒た。するとこの子供は、見も知らぬ№1削 I 1 C 奄も脅へることなく、それに何んらの 
注意も拂はずに.いきなりシ"ヮ KT ルに猛烈な B 臂を浴せたの t ;' ある D この種の表現は、彼の幼年時代に決して少 
しとしない。私は特にコスいン及その他の傳記容の語つてゐる一場の場面々 VI に述べて®きたいと思ふ。けだしそ 
れはナボレオン0感情的傾向 {: 得易からぬ光を投じ•彼〇個性の心理的硏究に基礎を供し-我々の今當 rfll してゐる ！ ill 
婭の解決を容易&らしむるものだからである。その問祖0文窣は.九歲か或はやつとそれを過ぎたばかりのナボレォ 
ンが•校畏宅の食取に呼ばれた際、例の如く彼をからかつた一人の先生に次の如く答へたといつてゐる。 

「バオリは惊人です。彼は祖固を愛してゐました。彼は彼の副 IV であつ'/<:私の父が_コルシヵとフランスの結合に 
協力したことを赦さないと思ひます。父は パオリと ㈣ じ评命を M つて、彼と枕を並べて戰死するのが至當であつ たと 
考へます。」 广 

このナボレオンの言が表明してゐるもの、卽ち彼の心では父の影像とバオ y の影像とが、 fe る觀點 1 C 於て對立的役 
割か演じてゐるといふことを一時考察の外に®くと*我々はた r 父に對する■「結合に協力した」といふ批難と，十五 
年後のパオリ tt 對する「結合から 3 f 離した」といふ批雖を#)照させて見て/この一見反對〇如く見免る二つの批難 
が‘锼 ft 同一事實ノニつの異る相貌旮呈した同一 IR 象に過ぎぬと認め■る仙に什方けなかのである。. 

そしてこの對照の光りに照して見る時-今日まで極めて茫漠，極めて曖昧であつたナボレオンの姿の外貌は、突如 



として理解され、明確になる Q で t 。 我々は n rA * 人と訣別する前 SS レォ A と、訣別後のナ t オンの涅 
非常な對照を見る〇排怫親英家が棑英親佛衆と&りノアレキサンダ—大王の强劾游がその最も熱烈な嵚拜对に變じ> 
ル—ソォに對すろ尊敬が輕蔑に席を■り"ル I ソオをぅる 1 U い懸物と見るに至つてゐる o ' ジャ n バン派、平等主義 
容、阈王打倒家が、イタリィ511總帥とな諸侯の豪雏を以て身邊を飾 p ' mi 執政 IV となり、遂には皇帝となり、 
自ら殆んど神 i 信ずるに至つた。 ’ . * 
.この同じ對照は " 「ルスクン反蚊」の屮で宗敎を以て阈家に大害ありとなし*ティヤナのアポ n ニウスをキリスト 
の遙か卜：席に据へ、附侶か哺钯してフ y — メ I スン it : 改宗したナポレォンと"ヴ" I ランドろ會誤の際•「キリスト， 
钕は人 r ; s ] に安心6汴活を與へ-國岽の秧序と：个和を*個人の幸；剛と希望と同程度に同時に保障する比類を絕した锊舉 
做系である」 と 主張し-法王の祝福なしには帝冠を 戴く 5:欲せず*法王 m ら をして 7 オンテ—ブ a 才に來 らしめた 
ナポレォン、その遺^を「朕は股がそ0胎内に宿りたる使徒的 rl 1マ敎の中に死す」といふ言葉で®き初めた ナボレ 
オンとの間にも儼然として見られるのである。ハつ^く：} 
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芭蕉の性格 2 その幼少年時代 

齋藤多喜男 


はしがき 

露に洗はれて身 0 ひする竹の葉 0 如き爽やかな心姿を引提げて天地 [3 然の邵に直入し、物我一如の三昧境 ( cif り了 
し、自己 S をして宗钕に 近いものに 迄高め# た，暴に 對して二=3 時二 千の 旗！：は勿論.現在墨る迄多くの俳人が 
信仰的尊敬を捧げて*る事は怪しむに足 yfe い。凡そ俳句に志ず人で芭蕉5:硏究せぬ若は&く ■肢近の俳傅 ( C は「色 
蕪に還れ」 〇 叫 f ): を聽く d 斯様な次第で i > るから芭蕉 1C 就いての^作け夥しい数 tc 上り， 從つて彼の胳■術の解釋上に 
は勿，その傅 IIR に就いても救多の m 說を华んで居る。その内前^は致し方ない としても、 後袭に は 今少し硏究の餘 
地があろと M ふ。. SD ち • 

1、傅記の荖漭は多く俳人であつて"俳樂として尊^する m 蕪の生傾をして玉の如きものたらしめんとする自己の 
願望に囚はれるので，人則芭蕉の分析 Icm 袈なる辦項は抑脈 L て了ふ。卽ち著敦が自己分祈されてゐ&い0 

二、 菩者は鸾複決定 、相反 併存等の無意識心 m 過辟の取扱 ひ、 卽ち分析法を知らぬ爲"意識的には互に矛取せ る 如 
く思はれる二つ以上の史實に遭遇ずると二者選 I を行つて他のものを興說として除外し、或は兩漭共に株殺し、不明 
の儘にして骰く。これは份も夢が凝縮蜱位等の ft 事 IT 依つてその a 味を歪めて全く輝■解 m 寐ぬものに變へるのと同じ 
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で貧が‘析に它ては髪として抑管れたも？陰穿れ笫明點こそ•一一せら Nr « rl ? t 。^ 

この不明點に他の同じく抑 m されたものが澤山逃げ込んで尻る事は見落すには餘〇に is 要で ある。フ〇 ィドは分析治 
癒 中、 患苕に唯 一 つ秘密を許した 爲にその 治療が公：く失敗に終つた：神例を報 吿して伉る。市内に ーヶ所丈け# 察櫬の 
及ばぬ地域を設ければ-,企市の犯罪教が盡く其所に集つて了ふ迄にさして長い時即を型せぬであらう。 

三.熟 術への 粘 進を意識的なものと解し-货際にはそれが 极本 的な原動力であり#華されて藝術活動となる所の 
意識心理に 於け K ? 本能 的なものを寧ろ蕤術に對する障害の如くに人々け il て思る。而してその障寄を克服し仁祺に就 
いて彼の 保 大さを譜へんとする代りに、始めから金くさうしたもの、なかつた聖人の如き芭蔟を描かんとする爲.リ 
ビド—的葛藤の肮相は前述の如く著对の檢閱に觸れて抑壓されて了ふので ある0 

以上三點は同じ梯な事の反镋であつて、要約すれば^來の芭蕪傳の多くは分析學的でないと云ふ#である〇作句に 
際しては奔放な想像力や飛龅的な詩魂を自由に驅使する^能&俳人も傅記著述の ff : 事に 向 ふ i その神通力を失つて 
了ふらしく•分析學的には餘り面白くないものが出来上る。その點•記錄的なものょり少しは抑鹏が•按へ nnic なつ 
て居るモデル小說的なもの V 方に興味が深5。かう したものを 私は精神分析と云ふ一科學の對 象として扱 ふ 事を成る 
可く避けたいのであるが、過去の作漭に依つて抑厕され乍らも.創作の上に復活して居る異說を m 要な ものと認め， 

一^選一を m 褪访定と蓝換へて.合现的に餘合せしめて袈から坫た人 fMI 芭蕉の姿を描いて a たい。非力な私©この試 
みは、住宅を建築せんとする粜人の5[いた圖 m の樣&もので、辛うじて各部屋の面 m 、 配傲^を 7 K すに止まり，建築 
象に設計を依帜しなければ着: l ; m 來ぬ。辟門拔術〇见地から [1 不合洲、• >[' 可能な骷もあ6であらう事は豫部心して居 
る。然し時には素人 a > 思ひ付きから案外 [ SI 的いものが出來る事もあらう〇或る機械を分解して：(^び Ml 立てた後 {: 一つ 
でも部分品が殘されたとすれば.それは 5¢: 金に Ml 立てられては居ないのである 0 .何かの間速ひで他の餘計な部分品が 
紛れ込んで來る事もあらうが、それは何等かの利益を伴ふ史跹，記念物*策跤等の僞作であつて•分析松的に興味あ 
る方面に於ては假令傅記作^の檢閱に觸れて抹殺せられる事はあつても-新に無限の史實が僞造される祺は稀である 
芭莉の性格 i その幼少年時代 
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と思はれる〇.;:、 フ：， V . V - 

"一、芭蕉傅中の不明點に就いて 

.改造社潑行の綜合俳誌『俳句硏究 J は一流一派に偏して居ない し、 その「苗蕉特輯號』〈三/一)は執纸者に現俳填 
の^燕斟济を網羅して居るから、同誌揭戰の ti 燕平諮(商木蒼悟 It 稿)は現今^も廣く認められて®る代表的定說と 
R て菸支へないであらぅ。數多い芭蕪論の内極めて俺なものにしか H を通して屈ない私は、主に此の年譜を參考忙し 
て彼の傳記に就いて少しく分析的考祭を加へて ii たい。 

人性の自然と 矯飾的道徳と0矛质に激發された芭蕉が綺飾や武士的規範から脫却し"自然と自由の漂泊生活に人 
り"寂びを歡び佗びを娛しむ淋しい m 樂を生涯の計として迸ぶ迄には激しい苦惱があつたに迆ひない。餅賀藤觉藩の 
1 :帝與左衛門の一子與作から，後 lif : 花ノ本大明神の稱號を諡られて神と HB られる芭蕉翁に至る迄の幾變轉の内で も、 
砬も m 要であり且つ興味深い のは、 寬文六年二十 H - a にして主君禪吟の早世に逯ひ"心なき人々にあらぬ ^?: 立てら 
れ剩へ肉親の兄にさへも嫂との仲を疑は n 遂に故郷を捨てるの餘愤なき 1 C 至 m ける心と前途の不安とを抱き乍ら 
も， ■術の道に志して苦難の生活を續けた京都に於ける七年 fin の修業時代であらねばならぬ。而も尔譜に依れば「宽 
文七半京都に fli で.季吟に阀巧坦版に漢毕を修めたるは s ^ なる如し。」然し「伊贺 t 潘後數年111]消息不明」とあ 
り、 竹人の B 殖傅に至つ ては 「卿吟子の早 iil : 後、 寬文十二子の^ fir 宵を辭して名を®七と改め來武に赴く」とあ义 
此の年迄伊^にあつたものとして"上京說をすら否定して居る。京都時代は*今で U 翦門舉背の研究で#定されて居 
る所で ある。 

0贺に於て噃の相手であつた侍女お雪は彼の後を追つて上京"同樓し貧しい生活を切り廻して彼の研究を内助し. 
共の間一男一女蟲けた。元祿七^-塞 SS は子佻錳交れて初め£戶 Qlf 訪れた。然し色蒸は共に 
在る事三 W にして旅 iwMJ き、最後の旅とも知らず妻子と別れて出立した。彼^を助けて弟- T - 桃鱗と留守を預<>て居た 
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猪兵衛宛六月三日付〇書簡(『芭1羽炕跋£、「1葉集」)には 

r 珂丘：術釧エ無之時分せめて煩ひ不中燄氣を nr 被付候-右の通 il:H にも御巾きかせ可被下候。おふう夏か tt . て 
無事 1 C 候哉。様子具に御巾越可被成候。 ， V 「 

と父性愛，の濃かな所を見せて居る。同じく八壽貞病死の報に接した時、猪丘(術に宛てた辑簡には 
「壽貞無仕合もの、またおふう同じく不仕合*とかく難申盡候——中 M ——珂兵衛もうろたへ可申候 fal •とくと氣 
をしづめさせ•取亂し：小申様御しめし可被成候以上」 

‘とありへ又『一槃^」中の芭蕉逍忤典ノ_の留頭には 

r 伊兵術(3授せるものなれば猪兵術の踝0なるぺし〕に申候。當年は壽迓事に付いろく御骨折一^中略 I 殘り 
候二人 b ものども十方を失ひうろたへ可巾候。 

とある。毒貞，珂兵術1おふうをそれぞれ壽岚(元の腰元お雪」と男子’女子と解さねば-以上の書簡の說明は付か 
ない。または原文にまさとあるが私はまたとした。後に說明する。 

一般に此の帘都時代のみを不明として镫けば、江戶へ下つて 後、 は全く別れ—になつて居たから「一生娶ら十自 
然、子などはない」事になり、又禾だ高名にならぬ修業時代の m とて史赏も 乏しく、 此の點殊に多くの 人 0抑踮が働 
いたのではないであらうか。#貞に宛てた齊簡等が餘り淺つて居ないのもその爲と思はれる。 

芭蕉自身も殊に此の時代の事は人に語る事を欲しなかつた樣であるが、芭蕪3『行脚控 J と稱するもの X 中に 
「女性の俳友にしたしむべからず•師にも弟子にもいらぬこと」と：！ c ひ乍ら r 總て男女の道は嗣を立つるのみ J.i 
附加へて居るのは意味深 v > と思ふ。然し r 娶らなかつた芭淞」を信じて K る人々には始め大膽な假說として置いて ■ 
II 次說明を m ねて行く都にする。 

* * • 4 , 

一一、'墓の幼少年期に就ぃて ； 

H 逝の性格とその幼少牢時代 
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人類の運命はその H デ1ホス • コムブレクスであると.は m 々云はれる首葉であつて.生れた計りの幼兒は^己保存 
の本能に依つて笫 -: に求めるのが母の乳房であるが、未だ自他判別の能力はない。其後漸次種々な n ムブレクスが構 
成されて行くが，幼兒性感の策一回の開 ft 期たろ四 E 歲迄は殆んど母の擁護の内に あるのであるから I 母から受ける 
感化は M も大きく殆んどその一注を支配するものである。 

故にある人物を分析するにはどぅしてもその幼年期及び母の性格を知る必要がある。偉人の母に就いての逸話は可 
成りあろが’修身の題村にはい i としても分析的なものは少い樑である。胎敎の m 要さを説いて居乍ら、幼兒期に於 
ける母親の愛撫が實は性的な要素を持つて ffi てそれが幼兒の n ムブレクスとして如何なる影響を與へるかを問組にし 
て K ないのは、不思議でもあるが、致方のない取であらぅ。 

芭蕉は胎2:空想が非常 1 C 强かつたが、一牛涯リビドーを定浩させて居た彼の母に對する威傷愛の根 M は*母の m 力 
ステ • n ムブレクスにあると思ふ。 

木稿は別に織つた芭蕪傅の形態を取るものでないが，今述べた如き幼苹期の重^性に鑑み、先づ芭蕉の幼少年期 1 C 
就いて筆を m める。 ♦ 

/ I :や譜に依れば、寬永二十年伊 MN 上^に生る(柘桢に生るとの說もあり)とあ o 、 Ht 生の非代は確^とされてゐる 
が出生地に就いては旣に異說を生じて居る。母の說衮が柘植であれば取に歸つてお商をするのはょくある琪で別に問 
隨になるまいし"「臍〇紐に泣く故郷」は當然上野でなければならない。 

父は藤党家城代象若良精の凌 m で極く軻輩(戤碗鍛冶三十石)松 M 輿; n 術 P 1 (又儀/ r : 衛門)母はおょし(又はいょ) 
で忍術家百地滾の出と云ふ說もある。 

同胞に就いては何等雄譜にないが、或は二人兄があつたと云ひ(上野松雖)或は二與四女(范燕翁金傅)とも云は 
れるが、彼が唯一通自ら認めた遺寶の宛名松尾半左衞門は彼の兄である。他に二人の兄®男〕があつたが—病身の 
爲渤必に ft 上らす、 , Drr 外れに寺小屋の樣為もの tr 糊いて居て、芭蕉が伊资を m 奔する前め年に死んだと云ふ說を私は 
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執りたい 0 

Is 「福二年 ( i ) 病 SS 金作と菜し」1が、_二年六赁して若 S 御伽(小姓)に召 
される 迄何等 S 錄もな. S 。 故に彼 S 幼年期に就いては之丈け S 史寶と後に彼 2- H 行券術に現れたも S から分析綜合 
して想像する仙ないと思ふ。 

常時は一般に男尊女卑の M 向があつたが—彼の母は赀通以上の劣等感を持つて居たらしい。 CU 1 ち夫の身分の低い 
琳'自分の生れが人の-嫌ふ忍術家で—事、畏男は病身であり次 S 餘り才能 s ない焉である。强い劣等感は茂而 
に强い優靈蟲 tt 。 ，は息子に依つてそれを滿音 S とする。簾 SS 慾，卽ち昇華され5術となつ 
た所のも S 、 こ QS 導繁爲^培"はれたかも知れな5。 ® 親 Q 愛情は末子へ第され易いが、彼が生來の素質 
の保秀さから母に大きな期待を與へ-^事と病身で'®つた取とが一肢これ^^易ならしめた。彼は兄0听へ遊•ひに行く 
ので S より早く1に接する事が出來たし頭もよかつた？、近所 QS もよく、母は內心益々希望に滿ちて彼を 
愛し信賴し*無意識に於ては夫との同一視が起つて居た0であらう。此の母〇ョカステ•コムブ t クスに依つて彼の 
ヱデ1ネス • n ムプレクスは根深く形成されて行つた。次〇兄はこれに對してカィン•コムブレクスを抱いたであら 
うが齡の距 D が大き v >0 とお人よしの爲母と同じく m 蒸を愛し、自慢の弟として居たが抑 M された憎惡は遂に 
妄想性嫉妬となつて後に自分 S 妻と弟との仲を疑ひ妻を離綠するに至つた。 ぁ U 
.六歲 S 時、御殿 S 靈の御伽§出される事にな？•母は愈袅んだ。嘗見得®朝裘總角の髮を綺麗に結 S 
けて、襞のきつばりした袴に薄紫の紋服を漭て兄 tc 手を引かれて赤阪町の自宅を出て行く H 蒸を•後姿の見ぇなく& 
る迄兒送つた事であらう。 

幼年時代はこの位にして又年譜に炭る0彼の出仕年代に關する異說も多く、支-^は承應屮(九进^十一歲 ) 蝶夢 
は明腠中 .( 士一歲——十 gs と5て居る。竹二坊及び冠山侯3谐潘傳 S 十九歲 G 年どあ^^此 S 正に十ーニ年 

の距りが — i 舄歲マ畏しまは抑 f 受ける管筋で5から.之は各作素如何 t 史寬培たか逢 

芭范 e 性格とそ€幼少年畤代 
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ふ事 sf へ付けば解決出 f と思念ニハ歲 i 5 郞 ii 〗 は一說には後 S 作で—とも 云は 
れるが•それにしても次郞总衛 と全く 關係のない人の创作ではないと思はれる し、 江戶に下つ て 後の事は 知らぬとし 
ても慕 Q 兄？下男であつ - U 次裝衛が彼 Q 幼少年期 Q ? 詳しい S 當然 であらう。 然 らば 他は異說 とな 
るがニハ歲の時は唯單なる御目見得であつて•そんな子供に何も役目があるのではない〇然し御主人が未だ八歲の穿 
殿であつたから御伽の者として引續き御殿に上つて居たので あらう 0 IE 式に御小姓と して fR 命され た〇 は、支考 © 云 
ふ承應中か と 思はれる。蝶夢が明勝中と云ふのはこの頃良忠が季吟に俳諧を舉び始めたので， f 云 ふ方®に彼が 始 
めて知られたのでは あるまい か。 

彼の元服は S 元年十五歲 Q 時で.名を半七郎と改め御挟持方三人抉持.衣拙料として銀七枚を賜つ て居た.と『次 
郞兵衛物語』に見ぇて思る。尙萬治三年藤七郞>-改名*寬文三年忠右衛 n 宗房と改めた。 

苋文二年叫月良忠は脇堂：兀作の女小鍋を^つたが*彼の出仕を此の郎として居る說はこの時何か彼が新しい職名に 
なつた事 G 記錄に依る S 小鍋夫人附 S 素始めて宗 f 紹介えた t マそれを彼 Q 始めて Q 出仕と思つたの 
ではな S かと^へられる。尙叉，庭^が?1:んで良忠が跡を繼いだの t 此の^と推定？れるから•彼が， M 忠に從つて始 
めて城内 tc 行つた- S も此頃であつたらう。 

Ht ! 锊 W & ものはこの位にして" かう した 彼の 幼少 年期が如何なる 彩 ^を- RL へた かを 少し考へ て ii たい〇 初の御 目 ii 
沿に上る迄は以前から出仕して思た兄から色々話を聞いて居たが「殿 栊」七か 「若様」 などいふと丸で人 M でも異ふ 
探な畏怖を抱いて居たであらうが•直接會つて見て矢張り變りのない•優しい良忠に安易 さと 親し 5とを 感じた のは 
事 tt らしい。 爾來 まるで 兄弟(〇綠 に 幕す事の出來た彼は 家族 ロマ—ンの感 情を 滿足させ、母の 劣等感の塊合せを し 
た。水際立つた風采の良忠の若い殿樣振と臟搨閑雅な性格とは何時とはなしに宗房の風骨までを菹化して，彼 自身白 
馬銀鞍、長安の街上に細い珊瑚の鞭をあげる貴公子の揉な心持に膜けられたのであつて，母の旎榮„ムブ)クスは彼 
のナルチ K ムスとなつて 永く 彼の理想の向上に a いたものと思は / L る。 
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又、良忠が只型 y 嵌った「喊代家老 J といふだけの人物ではなぐて風流を解して居た瑪彼§出慾が忘手段を 
早 i 發見し 得た事は非常な 幸運友つてもょいで f う。加今鈴鹿布引— S 脈とする山！^四邊を圍1れた 
山境の如き伊焚の風色はこの主從の詩悦を唆るに十分で，彼等は巖舍の峽，赤^ヶ澗•名服 W の畔服钼 W の河原等 
を1し、 fs 物管取人れて—を作つた。含を良忠 Q 師事す—都在'^北村季^*の S 届けて添作してもら 
つて來る Q は宗房 Q 役 ㈡ であつた。さうした關係から彼も句作を始めたのであつたが•彼®句では f 本に®つた开有 
のものは寬文四年二十一歲の時の作 

姥拠暌くや老後の思ひ出に ... ノ 
：：：ぞしるベこなたへ S らせ旅の宿 
0二つで、 at 賴編『佐夜中山 J に人集して居る。 

尙 . 1文五年貞準三回 f 5、 f 吟？ I ん露 Qil 中に彼 s 附句 fts れてゐる。 

• .ノ>: V ,*. »* ，二‘ ，/, 

三、 芭蕉と•馬 . ' 

叢は 少年時代落馬して甚い不具であったと云ふ說が着が* S こ齧から彼2デニス Q 片鱗を探り得たの 
で少しく說明を加へて見たい。 

藤觉藩では藩 Q 馬場で馬を貸して小姓達に馬 G 稽古をさせて摇たから'彼が落赐した事はあり辟るとしてもその 
爲不具になつたことは確かでない'醜い不具であり乍ら尙傍近く勤めさせられ，又不自由な跛であれ丈けの大旅行を 
なし遂げたとすれば、色蒸の惊大さは一麻光彩.を加へること L なるのだが*事赏は不典ではなかつた。披の彼に態々 
京都への使者を命ずる程良忠はサド的な人 la ] であつたらうか。彼の句に • 
土屋四友を送りて鎌食に生がる ■:_ 
澉を踏で脱跛ひく迄送 U けり 

芭热の性格とその幼少叫时代 
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此花哳»宿の截败塊の細道ャさし玢|1州ゐれ蕪紂锥でぁ6。 
浩夫の馬を贷 L て那須野を狨15ところで、洱に桊れるは笆 
葙"それ卩附添ふ徒舟 (I 件 A であ£0 :の S し繪につぃズは 
筆者蕪料の鮮しぃ带翰が残 C て*>る e 


と云ふのがあ60元々「跛」ならこんな句を 
作る筈がない。自ら馬を禦すのと"馬士が手綱 
持つ馬の背に播られるのとは自ら別であるが， 
馬の上に跨がる事が m 來れば習練に依つて馬術 
を修杩する事は可能である。彼は諸阔行脚の途 
次•親不知の難を驅け拔 け、 木#棧道の嶮路 を 
抓服して居るし•度々馬の背を借りて居る。馬 
上の作 i して 

道の邊の木槿は馬に喰はれけり 
馬ほく/ \ 我^输 Ifc ii る1:#かな 
馬に寢て璲夢月遠し茶の煙 
野^横に馬ひきむけょほと、ぎす 
等の名句が ある" 然し 彼は 屢々ずり落ちさぅ 
にたつた實際に落馬したりして居る。铵〇 
h で無我の境になつて了ふのであらぅか。そん 
な簡單打班由で f ± ないと思ふ。 

步行&ら杖突坂を落馬かな . 

この句 1 C は後しく#句に大切な季がない「季 
語を用ふるも物费し」と云つて居る。彼 K : とつ 
て馬は確に苦手であつ^一芭葱と篇 J が避に於 
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て問趙となるのだ。 

フロィドの論文に「少年ハンスの動物乳怖症」(本誌第！一 i 笫一號〕の分折がある。それと金く似て居る。芭蕉〇エ 
デ1ホスは無意11に父の死を願望し、その結果起る撒 M 願望は去勢恐怖となる。此 C ;) 恐怖は幼兒期に再生する卜 I テ 
ミスムスに依つて稀々な觔物に轉嫁せられて励物恐怖 J ; となるのであろが、彼の場合は tr に轉嫁された。•故に H 藤に 
馬術の心将がなかつたのは少‘年時代落馬した爲その後の糌十13を止めたからでもあらぅが，落 m する前から A !4 に對する 
恐怖があつたと^る可きであらぅ。 

彼が N 門に：：小した『行脚锭.！に [1 

一、馬鹪に乘事&かれ。•一枝の枯枝を B が瘦脚と思ふべし 
とあるのに、彼はよく馬に乘つた。然し「野を横に」の句を前■遊には 
是よ〇殺生石に行。館氏馬にて送らる 

とあつて人から勸められた fi して f けれど•物を無心するに/ t ; 遠慮—は乂弟子達0厚意も自分 1 C 不用な 
時にはすげなく斷つて居る。然る 1 C 向已の检にも反する事であ0乍ら馬0場合のみは斷れな力った^にュテ1ホス的 
な何物か辟んで居るのではないかと私は思ふ。馬の象徵的意敦に就いては大概氏寒『精神分析雜稿を參照せられ 

* い。この m の理解の助けとなる r あらう。£〕 


芭 W : の姓格>その幼少年時代 


也 
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夏目漱石の性格 

——分析的傅記 I 

北山 隆 

文豪^1:1漱石が歿してから旣に二十年を經過した。その問に人々絕ぇ fn] なく彼の文^及び人について種々の m を語 
つて來た。それは確である。しかしそれらによつて好々はどの积度に漱石に近づき•洞察し.现解したであらぅか0 
策若は秘かに疑はざるを得ない。極言すれは‘何人も彼$:正視した者は無かつた 0) で U あるまいか。特に晚年の唯品 
の如きは•悉く未だ批判の遙か彼方に®かれてゐるで Id:' ないか。 

その现由は色々あ〇。例へば彼0文植的地位がそれを許さなかつた雄も一つであらぅ〇だが幾多の现山0屮-最も 
mCI : 大 i 目さるべき物は、 rill ち彼0不可解な性格に^ずる yi ?: 笨龙は强調すろも5である。 

事實、世は彼を狂人と呼び*彼自らも之5:#定し，與魄十：：：；之を追跡狂と診斷した。この狂的分十は直ちに文璆に 
於ける異常な； t 成となり、不讨解な文字となつた。彼の文學を刑解する迎 / cm 要なる道の一つは、分析0力によつて 
^の異常5^格を知悉するにあ / ^。こ\に簡單乍ら漱^の(#記を描げるの«*右021!的に對す^^1步としての試みに 
外ならない0 ' _ ■ • , ■. • 

.-、. ..-••-* - . . .* 

一、 生立ちと養家 ■ : 

. _ ' : 二 

漱石•夏目金之助は慶應：一;年一月五日牛込馬場下に生れた。家は代々の名主で財商もあり羽振りもよかつたが，彼 




£5 
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の物心つく豐旣 sgs つて忘。父は蓍小兵衛 sv_ 、 ss 、 七人 ss. 末？父罢十 s にもなつて 
居り、 出—いと言ふので生れた時から歡迎されず、直ぐ四谷の—再 S 屋へ里子に出された。そこには餘り 
甚く居なかつたらしい。一一 a の時*冗、父の^^であつた應职晶之助なる容の^1へ^^すに^^された。签家は^ダぎ 
宿•ついで淺取撕訪町へ移つた。職痘から®^ f て*後は自分で非常に氣にした麻の頭 M の薄いあばたを域し 
たのも淺苹の家でゝある。當時菸父は淺草扱所(诞役所の如き物)¢7)戶设をしてゐた。その頃のおぼろけな『記慌」 

は M 草の中 1 C 姬幼時記憶として描かれてゐる。 

養父及莽母「やす」は漱石を^§土-^^^た。それは務父母が 
恩惠にょつて彼を手許に引きつける爲の手段であつた' か、 下品で强慾で杏浩寮の夫婦は旣に 、十^^^^^ 
幸 t 蔑 在れ 愛想^^^れてゐた。やがて彼は小學校へ通ひ出した。その 頃、 養父が近所の後凌と 關 係を生じた事 
から夫婦の不和を生じ"遂にれて後家が乘込んで來る事となつた。漱石は一時「やす」について 
何起かに <[; んだらしいが t やがて經衆に引取られ*鹽原索と事 , K 上の關係は全然切わてしまつた〇 ( 陳述原はそれまで 
にノ漱石名義の家作を橫領丄てゐた) 

雙母を憎んでゐた彼は非常な期待を以て i へ歸つて來た。それが七歲の頃であつた t い。歸つては來たが籍 
は元のま、であつたから「拾てた厄介者が歸つて來た」「何時養衆に引戾されるかもわからない」といふ考へが實父 
始め一宗の彼に對する態度を冷たくしたのは當然である。父は「食ふ•たけの^しかしてやらない」と云つた。今まで 
4々養家へ來ては太つ腹さぅに笑つてゐたし^^^鍵 ttic に非常た失望を與へたふ物 
を知らなかつた彼は•こ、に初めて^酷 fe 世と人のある事を悟つて、强い驚きと憤怒と憂辟とを感じた。 

しかし朱ドを知らない彼は、腹^^して益々，强^^し^^^^疑ひ深くなり"益々父に嫌は 
し，こ。「おやぢは何もせぬ男で，人の額さへ a れば ft 樣は駄目だ駄問だと n 癖の樣に云つた」と「坊つちやん」には 
ある。彼は茜家にゐた時から贲父を祖父•葫父を赏父だと信じさせられてゐた〇引取られて問もなく.夜腔てゐる時 

の性格 








一人の女中が枕下にそ0と來て m ; ^ を敎へてくれた。その取を彼はいつまでも想に舒てゐた。^家^^ 
及び- t ま务シ^4^,の#^^ Mfc 贿 $fe:s-^^Mi& か ^XCJao 

一 r 父母及び兄達 - . 

ハ义ボ如何にも江戶啼代の^主にあ〇さぅな、應极で太つ股に a えて*しかも内•貫は極めて現金な•能のない人であ 
つたらしい。一時府廳や羿視廳 r 勤めてゐたことがあつたが•下らない事業に手を出して財賄の大半を失ひ*息子達 
の道樂も手傳つて明治十四 H 年頃には竅も人手に渡る^様であつた。明治三十年•八七四歲で歿した。漱石は當時 • 
熊本から^つて來たが、郛式だといふの ( C 友連の所等步き廻つてゐて友人に變な顏をされたといふ。漱石の父 1 C 對す 
る感情|±初めに trt 怒と僧 M * 後には無視と冷淡 —— 表而卜：はに終つ か 様に思は れる。 

，之に 反して、 gu 彼 [: 淡い、しかし絕える事のたい5 ^cr 聖母としての lie 愤を殘してゐる"自分を木當に愛し T く 
れたのは母/ C けだといふ觀念から•その名「千枝といふ言葉$:懷しいものゝ一つに數へてゐる。だから私にはそれが 
た V 私の母丈の名前で決して外 s 女の名であつてはならない樣な氣がする，|と自，し述懷してゐる。 

母は四芥の質屋の娘で • 長い間御殿奉公をしてから、父〇所へ後麥に來た。采和で m し 5 紂人であつたといふが、 
漱石肉身は母を*老脱鏡をかけて縫物をすろお婆さんとしてしか dHtg したかつた。明治十 pq 年，五十一一;歲で歿してゐ 
る 0 

七人兄姉の中，上の二人は先妻の娘で，二人とも漱石の知らぬ中に他家へ嫁してゐた〇上の「おさわ J は新^の麩 
背 Mr 伊豆橋」へ嫁して H 十三歲で死に、下の「お房」は無華の口達者な女で從兄の高田庄吉.に嫁し、明治の末年. 
貧の中に死んだ。この髙田は一かどの通人で.神樂坂の藝漭屈の向ひに仕んでゐた所から始終藝荠共が遊びに來て、 
榮之助■漱石等とふざけ廻つた物だ？ぅである。 

長兄大一 ( 划名大助 ) は漱石にとつて m 要な存在であつた。色の白何虑か皎しい相のある美しい扔で•大學の 
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sfr 分開成校杧化學を硏究してむたが病氣で退學し I 陸軍 01 譯郅に勤めた春もあ 0 た。附治二十年，陬を患^二 i 
歲1死んだといふから、漱石には十年の^畏であり、兄としての親しみよりも.取に「成入對子供一或ひは父代现と 
しての關係にあつた。大 一 は漱石を監督し' 英詻を敎へ，後にけ講談•落語•個豳•藤八 vf さへも敎へ•時々は遊山 
のお供を仰せつけもした。 . . 

賓父の鹽原が漱石を引戾して給 fl : に出すと云ひ m した時•それを救ふ爲に漱ゼを自分の養子にしよう(病身で結婚 
出来ないからと)云ひ出したのも大一であヴた。ともかく漱石の少年時代は •こ 〇大一兄に引迥は され，感化され. 
た。怒られもしたが愛されもした ◦ . 

尙ほ大 一の所へ 樋口一葉を嫁に賞はうとして*こちらから斷つたといふ^もある。 

次兄榮之助は漱石より七•八歲〇苹長で，大變な道樂荠であり，大一と同じく明治二十年に死んでゐる。この兄と 
も隨分遊び a 喧嘩をしたらしい。『坊つちゃん J に 

「兄は色が白くて芝居の眞似をして女形に&るのが好きだつた。元來女の樣な性分で t > るいから、仲がよく&かつ 
た。十 R に一遍位の制で咭嘩をした。ある時®をさしたら卑怯な待駒をして，人が困るとうれしさう ( C 冷やかし 
た C あんまり腹が立つたから、手 K : 在つた飛単を眉間へ挪きつけてやつた。眉間が割れて少々血が出た〇兄がおやぢ 
に言附けた。おやぢはおれを勘當すると云ひ出した LJ : 

とあるのは提兄か次兄かわからぬが、恐らく兩若を袍合した叙述であらう。 

榮之肋の次に女0子が 一人 あつたが，先粜の娘に氣_ねして早く養女に やつたと 一 R ふ。 

三兄は - II 妬と云つて餃近まで在世した。通稱「矢米の叔父さん」と云はれたが、餘り特徴のある人では&かつたら 

しい〇 ■ ヴ，： .：■ ■ ■: 

以上け漱石の少苹時代に於ける^族關係の大敝であるが"^^^亂雜 

を^現代からは想像も出來 ぬ， 大家族的た濃い愛と m 

SB 漱石の性格 
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の世#であつた。なほ、 r 坊つちやん j に出て來る「淸」(遛際ではおます)と5ふ女中に，可愛がられ*のもこの 
頃である6 

/ r: . \ :: て ：，/ ‘ .. C ♦ :: 

三、學 生 ■時 代 

味车 彼わ f は‘4:^でも長いま fLt 立 f 

十二三歲で小 ^ 校? r 出る と^ ぐ、神田ーッ橋の策一屮學校へ 人つた。 此處は つまらぬと 云 ふ0 で 二 三年で 止め、二 
松學赍なる漢坳熟に移つた。しかし「今更文明開化の世の中に漢珙若になつた處が仆方なし j と知り•「兎 1 C 角大學 
へ入つて何か M 强しょぅと決心したのである。所が當時の漱石は英語が嫌ひで大の不得意と來てゐる。で、彼は成立 
斟贫に轉じ大璆豫備門を0指して專心英訝5:勉强した〇明治十七牢の夏-豫備門に入つた。中學と二葉嵴命へは凌か 
ら迎つたが、成立珙舍ベは rf 本左五郞と二人で小石川の極樂水の架寺に E 炊し乍ら M つた。家では八签し v て勉强出 
來&いからである。 

S 備門へ入つたは良いが、この寺の前へ i 母晚來る M 茶0外粉を規則的に食つたのが氓つて、入ると直ぐ盲腸炎にか 
、つた。豫備門へは屮村是公と二人で神⑴嘗町の下宿から1たが、■羅 Q 畤备科三年•本科二年—る)， 
傾いた^計から県货を贳ふポを嫌ひ"是公と二人で本所の fnmSA 左る ru い M へ月給/1;回で住54みの敎師となつた〇一 
年餘り絞けてゐる中*塾の不潔と漁氣の爲に急性 卜 _フホ—ムにか X り、後々まで一再ならず微进へ通は なけ Jfllf なら 
なかつた。(之は彼が强く持つた失明への恐怖に何等かの關係を持つのではないかと思はれる〕で-其虛の敎師は止 
め，て再び名から通ひ邪したが ' m の駿才通ひが後に妙な結梁を斗むのである。 

深備門でも始めは一向勉他しなかつたらしい。锻初は芳賀矢一の次にゐたのが、漸次所謂「席次下算 便」と f ノ遂 
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に豫科二年 s 年末に落繫 fs ? た。之妄語繁？壤 s で装く、麗$$試驗美けられな 

かつたからであ P •追試驗を受ける機#もあつたに拘ら卡漱石は祕かに悟る所があり.自ら進んで落第してしまつ 
た。之が後年「名譽の负傷」と自ら稱した所以であつて、其後は非常に勉强したものであつた。 

豫科三年の時•いよ <琢門を決める必要が起つた。始め彼は「變人の肉分が世問に頭を下げないで充分ヤつて行 
けろ糨な，そして幾分藝術的な職業を」といふ鸾へから逑築科 S : 志願したの/<:から M 白い。所へ同級の^名な狂才、 
來山天然思士が「君 、 y 本で悪•ホ I ルの雖築が出來るつも&なのか、それより文學をやつて大いに天下を鹕倒しろ J 
と S つて嫌な忠齿を與へたので、素 H に英文學へ I 國文學や漢文^は今更やる必要もないからとて1志し*將來 
は英文で小說を得いて世界を驚かせるつも0であつたと云ふ。 • 

漱石一生の親友' 正岡子規との究友は涣二年の一月頃から始まつてゐる。子規の勸めで俳句を作り出したのもその 
頃であり"當峙の文章を見ると二人が滑路なくら*)_愛#^ メ I トルを取げてゐた事が明白に知られる。同性愛的 
傾向は干規に限らず、旣に擗本左五郞や中村是公に對する態度にも感ぜられる所である。 

附言するが、漱石は幼時三四歳の頃"非常に^^^つた取と、靑%-期に想ぬ®^©^つたらしい^とは注自 
に値する0 

明治二十一年 一 月、 丧兄の死を機#にいよく夏目岽へ復籍する事とし • いざこざの 後、 幼時の養育料.浓馮料と 
して二百四十圆を鹽原へ拂ひ"尙ほ R 筆の一札を入れて今後も「不拽不人情に相成らざる城致し度存候也云々」とい 
ふ物を波した"この一札が後に惡い結果を生んでゐる。ともかく漱石は，二十年の間、鹽原金之助になつてゐたのであ 
る0 

犬學へ行く頃は凌の窮乏が遊しかつたのであらぅ■贷戏生となり•共上、 m 京の珥門繆校へ英賠を敎へに行つた。 
住ひも小石川俾通院製の法藏院といふ尼寺に下宿してゐた。當時は『心』の K にも似た生活を送つたのであ b ぅと想 
像される。 

•p S 羝石の? t ; 格 


# 
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明洽二十六年 t 英文科卒業と共に大學院に龉を id */ 一年 [{ ij 取京商邮に敎鞭を執つた。下荷は以前〇尼寺であつ rc 
が、彼はこ i で！£?4-&目6^^^|經驗した。それはかぅであつた。 

. 四、初戀と神經症發作 

或彼は突然實衆に歸つて來て、兄に，「自分の所へ0談の中込があつた C らぅごと目の色を變へて訊 S た。兄 
は M いて?; ; 定すると re 分に默つて斷るとは甚だ怪しからん」と非常な m 槪で.手がつけられない。段々訊いて見る 
と•最近义.服を患つて、ある^#へ通つてゐる中に、そこへ來る細面の背のすらつとした^い4人に心をひかれ 
て、妻にと思ひ込んだ。所が共の女 s 母親といふのが藝荠上りの M い奴で(そんな事が彼にわかる茜もないのに)娘 
を IT ひたいなら如を下げて來いといふ樣&事を言ひ、寺の尼さんを pro 容に使つて自分0行動を探 rio せてゐるとか" 
更に M さん達の中にその初戀の女そつくりのが®て-その尼が風邪で熱を出した時自分が费をやつたら，他の尼逹が 
いょ-^ c 分の事をとやかく批評するとか „ ^と云ふ有梂であつた？ 

この失戀取件の爲か•やがて彼は自槳的■な氣抟で松山屮璆へ都落ちした。松山でも估の内儀が探侦に R えたら しい 
が r 坊つちゃん_】程の騷動は起さ tM 肖と.同 K して? J た子規に俳句を敎へて贳ふ事に| : |を送つた。 

明治二十八 年、 熊本高等學校へ轉住•九月に贵族院軎記饵中根茁一畏女鏡子々5^^した。その時「俺は蜞背 
で勉强をしなければなら&いから，お前なんかにかまつて屈られない」 i 宵言したのは有名な話である。しかし當分 
の1 T 夫婦の仲は可もなく不可もない狀態であつたらしい。 

&はロンドン留珙中に起つてゐる。明治三十三非九パから三十六年 一 H までのロン F ン留學 
は、彼の一生に拭ひ雖 S 不愉決な印象を與へた。一つには留斟处砘少の爲*極端に貧卯な衣食を守らねばならなかつ 
た事、一つにけ英國人が彼を相手にせぬ事. I つには彼の容貌 SS 格が茜しく英國人に劣る^又一つ re は勉蛳上0思 
はしい收瘦がなく.英文學への興味が旣に減退しつ、あつた事，姐に一つには n ンドンの陰將な天候 I さぅした事 


» 
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と紳士道とを見せびらかして彼を威嚇し、彼を輕侮し探偵し追跡した。そ ofw 謀％は下荷*/; > 内儀であ0た。彼は下宿 
で泣いてゐたと云はれる。：：：木では彼が發狂したと#した。それに對しても•彼はあの文學論のすさ i じい/^文に於 
て暗 1 C 背定してゐる。 

食を節してまで H 集めたおびた f しい軒籍と共に歸朝した彼は，借金练して漸く木鄕駒込千駄木町0借象に入つ 
た。勒務の方も熊木はもぅ閉口だと云ふので、ラフヵデ"ォ.ハ|ンの後任として文科大蝌謅師.一萵講師に_仟、 

後 1 C は明治大擧 1 C も跳じた。 

講茈は大嫌ひで、 n 癖の枝に r いやだく」と云ひ乍らも殆ど休！！もなく，「文學論 J f 文繆評論』等の名講敢を淺 
したのであるから.彼の 勤 雙 几帳 m わ 强 g が伺1.1れる。 

この頃から#^^ ^ c fc J 、 何かにつけて當〇散らす"物を投げる*子供を打つ、逛君を追 出さぅ として酷い 
ml : する u 時別 K - した J 、 女中を追ひ出す、近所の沌屋の内儀，向ひの下宿 M の辑生、謀の中斟生等は全て彼の惡. 
口を云ひ，行動を探偵してゐると考へる—これらの症候は消奴こそあれ、般後まで紹いたのである。 

子供は三十二年生れの長女架子始め • m 子•榮子，愛子、茲扔純！、次男伸六■雛子と殆ど隔年に生れてゐる。子 
供への態度は「恐怖と不可解と無關心」の如き物であつて、^^1:^^^つたらじい。 

過去の幻影である遜父母が別々に彼の前へ惡夢の如く立现れたのも此の前後であつた。養母は熊木へ長い手紙をや 
つて老後の猨贲料を求めたが，之はそれ程の惡餓でもなく.修菩寺の大患以後』時々來て小逍ひを贳つて行く位であ 
つた。養父は一時に文名の上つた彼 1 C •一 T ひ赉子として M る^を 7 R め、彼の所へしば <押上り•不遜な態度で金を 
せびり、 M ては代言を使つて.漱石が嘗て入れた r 不视不人 m 云々」の一札を扼に取つて Jt : の一札を W へとゆすつ 
た。親類が中に入つて百圓でけりをつけたが、この事件は餘程彼を励描させた 1 C 逋ひなく、『道承』には其のいきさ 
つが深刻に帯綴られてゐる。養父母ともやがて死んた。 . 

SH 漱石の性格 
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五、文學及び其後の傾向 

『ロンドン m 息」に始まつた創作の熱意は遂に明治三十八年『再衆は猫である j となつて現れ「坊つちゃん j 『氓 
枕 j 『野分 j と e いてから■、多大の希望を以て朝 H 新聞に入り、『處美人草」『三四郞』『それから』「門」『彼痒過迄』 
『行人 j r 心』『道草 j 『明暗』と發表して S ) る。 ■ 

明治四十三年八月、修善寺で K 消痕にょる大吐血があり•危篤に陷つたが奇踎的に恢復した 
は靑年時代からの持痫であつて"三十七’八年頃から酖く&つたのであろが*蹬游にもか i らサ菝虫もせず、却つて 
自ら故意に肉體を芮しめて此處に至つた物の如くである〇死に H 而した彼は、以後、人格上に又文掛上に大きな變化 
を來たし、一時に老い込んでしまつた觀があつた。博士號を辭迎して世を騷•かせたのもこの病臥中の事であつた。 

共後も再三 si 病 tc 惝まされ.遂に大正五年十一月二十二日に大内出血と共に m 態に陷り、十二月九日/昝て求めて 
得ざりし眞の 1 t 嵌に入つた。 時に 五十歲•雜 PJ ヶ谷慕に葬られた。死抑は勿論胃馈拽であつたが，明治三十 七 . 八年 
頃から輕少ながら認められ^^^意外に大きな役 H を持つてゐた物の様に笨者は思ふ。 

f の彼-は禪的た Mf 愛 「則，天去 私，一^^少^!^^ 

tem を M ^ し i めたはへであつ处。 

小說にもこの傾 tr <] を盛らんとする意志があつたが ( f 明暗 J ) 遂に成し終らずして逝いた。但し创作の熱度が明泊の末 • 
年ょ D 遙かに低下してゐた事と、心理學の新說をしきりと陵ん/ C 事と.二一一一の禪份及び藝盎に對して興常な程多くの 
霜簡を送つてゐる事が注 H される。 • 

X 

漱石の性格分析は一卷の迸にても盡し役な S 。 唐突の筆に成つた右小論が，! M 名にそはぬ m を莊だ不安に思ふ。漱 
石の神經症，その腓尿病、文举等との關係忆就いてはまた稿を新にして詳論させて頂きたい。 C ® 












女性感の發達過程(ヒ，チ z : へてクラ丨_) 

* * 

高水力太郞一譯 

毁. r 小疼——本誌^號1:抑似し7:『女性の對扔性心理』の鯓榀でんるが"内綷上本論は獨立してゐる。 

r]H 进に關し t は ^ 號を參 si あり n し。 * 

硗近の硏究な包含して、以下" M 神分析學から絶た女性感の發達を略叙して E ょう。 

フロィドの性感發達說は，人間の性感が忍相期1:於 VV て、宛も無から祝を生ずるやうに1忽然として出現し來るも 
のではないとするところから出發してゐる。 

從來はた \ r 漠然と常識的に(非心理學的に ) 「性感」又は「性慾」3|己§‘)と呼んでゐたものは.精#分析學的 
に精細に稱呼する&らば"忡器的性感({>£1£0 8窃11己1§〕である。この性器的性感はそれ以前の畏き一聯の前陪稆 
の發展の結 L である。これ等の前階段と云ふのは，口#•肛門* M ■迫*男极の諸段階から成立つてゐて.これ等は何 
れも性的なものであるが、これが性的なることを现解し将るためには，まづ性感と性交とが同義語であるかの如き誤 
てる 考へ方から解放せられることが必装である。如何にしてこのやうな誤てる考へ方が生中るかと 云 ふに*それは成 
人の考へ方を、それとは全然性質の違つてゐる幼兒心现の中に投出ザるからである。 

嬰兒の砬初の性的顯現は、初めて乳房に吸付く時からである。食物撾取はこのやうに1この段階に於いて tr 性的 
な □# 快感と結び〇いてゐる。乳房は力&リーを供するのみならず"快感をも供するやうになる J するとやがて*嬰 

女性惑の發雄過松 
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兒は滿服してゐるに拘らず _ 指しやぶ〇项しやぶりをするやうになる。すると次に i -± その指しやぶ o 雄しやぶ o から 
鞞じて、身！ g のあちこちを撫でた byl 版つた，：するやうに手を動かす。遂に (tM 々 fi : 器を引張るやうになつて^る〇 
そのやうにして自秋 r 乳兒自慰と云ふ現象が起きざるを#なくなつて來る。 , 

n 辰：快感と f[I 感との N5] に關係があると云ふやうなことは迎だ突飛な主張のやうに人々は忍ふかも知れないが r w し 
これ等刚^の問の懸橋は"成人の性感に於いても ？X ほ接吻，吸 m 1クニ y ングスその他とたつて殘#してゐることを 
考へればへ敢て不思議ではなくなるのである。それのみならず、神1 Jnl ; 症^に兄られる M 々な扼候を分析硏究して灶る 
と、例へばヒステリ— fk 攝食陴番などは " M 々唯物擗取と S ふことを性的な As 味に無意！！的に解してゐることにその 
原 W があることが分る。それと云ふのもつまりは"攝 i - E 木能と IJ 唇性感とが本來一つのものであつたことの結來であ 
る J 

アブラハムが主服して 7 ロィドが飱認した意 E に依る と - リビド—發 M - の ili : 初の口#■段階は二つの部分 1C 分れる。 
第一の部分には吸#きとしやぶりとが虫にな u '^ 二の部分には嚙付きが虫になつてゐる〇始めの程はたで吸付いて 
のみ^ r る乳 511 もやがて極めて平く漸次に蝤付くやうになつて行くものであるが"この第二の役階は ？ L 齒が生ぇて艰る 
こと、肖然に平行して始まるわけである。この時代に於いては、子供の愛 f . i / の現れ方は、愛の對象を n «: 持つて行き" 
それみ#込むと云ふ形?:とるのがそ© i 秫である。喰つて了ひたいほど»/愛いと云ふ言葉があるが-これけ咬人木 
能がこの段階に战留してゐることである。)勿論、人々は性感のこのやうにょもやと思ふほど0¥期前階0あるこ 
とに就いても、純粹に擗神分析に於いて、證明を與へるこ i が出來る〇が，この段階に定蒗し、 K つ£の段附に退行 
してゐる M 蔣は夢の中でそ0愛する荠を M 々喰物として表現すると云ふ事®取げても"粘神分析を知らない人々は 
それを確嫂な證明とは認めない。また常に忘れな S やうにしてゐたければならな scitl ' etlcfJgt ^ loc ^ Ht ) 
段階に於いては I 一切の人! fn 的關係は「相反並 # 」的であつて"「同じもの 1C 對して故板阶及び^:亂卽な感情を以て 
対し T ゐる」(ブロィラー：> のである。 
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乳兒 t 代の誌 S としては、吸し sif 付—だけだ為へる f ば、そ-^ s?t。 旣にこ 
C 時代に於いて-难1I的な励描(搖艇、ぶらんこペ乳兒的自磁痣1。殊に大瞄から快感が生 
ずる S で" n 雲階から漸次 bi 肛〔儘 H 篇して行く2だと云貪とが出來る。が、そ？ぅな考へに赛してまつ 
5に S 会 ¥s '「思-^」成人である。この場合にもやはり， i は成人の考へ方と子供®考へ方とを取違 
へてゐる Q だ。後年に於ける抑眼の鉛营抑璺前^もの、如くに S て t 吳。約言すれぱ、子供時代の&力 
如何であつたかを「忘れ」て ts だ“'^は‘ S たちが幼児の排泄體に對して如何に大きた關心を利つて 
Iかと If 3と袅を琴ればょ S。 美 +ssif 對して興味美つてゐ忘|ても不思議适はない 
がょい二、便ハ保 f 黠铠刺 f 5、か4保留せられ怎髓が t 罟を麗する時岳痛と決樂との混利 
した塁1ずる。姑人 e 性蠢 S 就いて云へば、これが婦人の後 S1 と結びついてゐる。卽ち‘腦内の保留 

貌便はペニス0如く、直 IK は腔の如く感ぜられるのである。 

肛門段階 も 亦、これを 二つの 部分に 分つ ことが 出来る。5のは體が肛門から出る時の快感がその特徴であつ 
て、 その際本人はそ S 棑：られるも2 1 C 對して劣少2攻锻的.排斥的な心持を抱く。子供はその愛するものを糞使 
に擬す る奇解を特 つて ゐる 。そこに 相^!並存的傾向 G 菩しいことが淵取せられる。一力に於いては^'便^'‘保留して 
おきたいと云ふ 傾 P ] があり， 他方に於いて |±これを 棑 ^ したいと云ふ傾向が n ル M せない〇一づ仆 - v-Ji 人の 多くの 命 ^ 症 
勺下綱は如何 ii : すべ家矣含、それ a 、 何4失望したことが t と直ぐ^下綱— 1 S の症候に就 
いて見て明かである。それは心^的にはつまり對象を排雕すると云ふこと""同じ&〇である。 

肛門 段階の站二期に於いて’—の保守的傾叫が Isf なつて來る。この保留の I のため S 便を愈 
々詰まら' ISH 器 S いも S だ皇ひ込む•。なほそ®上に子供— f る人ふ、 

に非常に大 ft ，- Ki にこれ I ふから、愈'これが Ml いも©だと子—ふや？ S り、*くて段々 
と貌便は S - 供等にとつて、向分を世話してくれる人々への贈物であると云ふ感じが虹きるやぅになつてョる 
*: 性感 S 發速過程 
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第三の件器前期的段階-—尿 M 性感 - に就いてはあま b 多くの事が分つてはゐない。この段階は女兒に於いて 

tr そ s 群 S (これに就いては後 ys する)といろ くに 結び付いて ゐる。 酵の分析」 た或るヒステ？婦 
人患諸はまづこれに屬する方である。彼女は旣に成人であ 〇 ながら、まだ「男の やうに」(つまり立つて)小便をす 
るのであつた0 

奶器 w 段階と 1 M ふ Q は、所 li 「9 ビド - QES 极中心組織化時代」を以て始まる？ある。さうして與女兩性ともに 
この_は共通してゐる Q である。女に篇性！ I はないから幼兒期の農に於いても溫阶な旗は經驗する替はな 
いと云ふ反對說が起きるかも知れないが、併し女兒はその陰核をベニスとして知锻し、それにょつて「男性的に」自 
1るも？ — -そ Q — 右 Q 反對說は打破せられる。證心理的に it れて I 。 * かくて少女は心繩 
的には還であつて•つまり彼 t 等 E 身としてはベニ K 鼻つてゐる Q である。成人になると娶兩性別裳の事實 
は殆ど益にならが*馨成人 M 於5ては艺厲別は始めから存在してゐた q だらうと JMQ 形で•右©下 
靡が付び籠して來これ H 就いては今； sf ¥ しく云ふ専もないことで f が. 多く 0婦人たち が 女 0 性的 役利 
に甘んじてゐないと SS からして冷感症 S 素 W 的&要奮一つが繁して fQ で—。 

往* 【 H 際赖；®分析學雜誌』 I 九三三年餌三册•ヵーレソ.ホルナィ搞『勝の否定』を參照。 

男性器 11度 iT 冕と fl 靈 つて— 重が 11 部を始めて尝時には.そ —度は 
暖味である。始め Q 內 sfM 味を持たな5。彼にとつて見れども兄え w いか、或はそ Q 見たるところを否定す 
るその知 SL したところを^め窃分の豫期したところと一致するやうな見解に到達しょうと努める〇やがて自慰を 
やつてその部に去勢をすると脅か V 」れ"その8が起きるやうになつて•始めて前の 觀 察が彼に とつて笛大な窓裁を 
伽21ひるやうになろ。嘗て見たものを想起する事に依り、或は新たに見ることに依り、彼の内に本能 感愤の 嵐が 起こ 
り從訢はた ir 威嚇に過ぎないと思はれてゐ たこと がどうやら本當にやられるかも知れない i 云 ふ信念となつて來 
る" か‘— からして 二つの反應が生じ' かくて女性に對する彼 S 度が 持趟的に 決定せられスう大—ところを 
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失つ て ゐる人間に對する賴悪の感情と' それに比較して自分の優越に就いて M 歌を奏する感情セ 

女兒の方はこれとは全く違つてゐる〇女兒たちは一昆して自分の事は腹ぐ分る。女兒は男兒に於いてべニスの#在 
を a . 自分にはそれの缺けてゐることを知り、莊だ失键し V 自分もそれを欲しいと思ふ。この心31からして所謂(女 
性 0 ン贝性= 1 ムブレクス c ^ fe - 一 Ghkesrkompbx ) が生ずる。この^性コムブレクスがあるとさうしてこのコム 
ブレクスが^;4よく^服されな S と*前に略叙しておいたやうな，女らしさに發展することが非常に闲雖になつて來 
る。少女のペニス願 EK の背後には•やはゎ屢々口唇的な羨望感が级付けてゐる。自分にも一つべ-ースが得られるかも 
知れない、さうして觅性と M じやう 1 C なれるかも知れないとの希望は■女兒に於いてはまさかと思はれる程の後年に 
至るま t ? 保祁せられてゐる。或は現宵狀勢が端的に否定せられ"彼女等 1 C 於いて坍性器の缺如せる都實を認めること 
を拒み"自分等になほべ-〖スが存拕してゐると妄信し"その結艰"自八刀が宛も男兒であるかの如くに振舞ふの外&き 
に立至る Q である。男性！！襲が奶性 n ム.フレタ K として反動構成せられな S 限り tT こ〇男性雲望 S 心理的歸# 
は極めて複雜"且つ廣汎なものとなるのである。女兒等がナルチスムスの拫傷(自己感惝の病みつき)を自認すると 
北ハに"それは云は"：3痕の如くなつて"成人後の彼女等の劣等感となるのである。彼女等がその W 性器の缺如を始め 
には侗人的懲罰として自分に說明して聞かせるやうに試みるが"その後に至つてその試みを^:服し自分以外の女 E 儿 
等も等しくその男性器を缺如せるものなることを發見すると共に‘決定的な一點に於いて缺けてゐるところある性に 
對しては见性等とその輕蔑感に於いて同ずるやうになるのである。 

なほこれ以上に■解を進めるためには、二つの事 ¥f に注意5:挪ふことが必要である。 GP ち‘兩性具^と，所謂ヱディ 
ポス•コムブレクスと〇二つの部實であ〇。兩性具柯とは 1 M 女を問はす i 個人に於いて男性的な^索と女性的な^ 
素とが典在してゐるとおふことである。エディボス•コムプレクスとは女兒(假 Dr 女兒だけに就いて云へば)が母 
親と同樣に父親 tc 依つて愛せられんと欲し、從つて母親の代りにならラと欲し"かくて母親に對して相反招並的な， 
el ] ち愛 It 二元の矛厨した態度をとるやうになると云ふことである。併しながらエディポス•コム■フレクスが#反破存 
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的であると云ふことは‘各惝人が兩性其 w 的であると一 K ふことに依つて m 大な關係を及ぼされてゐるので & つて"か 
くて例へば女兒は父親に愛せられと欲し、母紈 P 僧むのみなら -r * 他面に於いてその母親5:愛して父親をその赖爭者 
として排斥せんとするのである。這般の事怙は h ディポス.コム.7レスの r 前史」を撿ベて兒ることに依つて始め 
て明かになろのであつて、この M 史とは所 m 「ヱディ•ホス前期に於ける母親への愛着」(て 3 g : ip:aB MSQrb デ^^ 
である。 

H デ1ホス前期に於ける女兒の母親への愛^は如何 fe る wi ■に存してゐるのであるかと S ふに"それは父親への正常 
的愛着の前驅として•極幼兕はそのその心观的關係はた^一つしかないのであつて•その心琊的關係とはつまり母親 
に對するもの、みである。この時代に於いては、父親はた^厄介な競雄者に過ぎない。多くの場合に於いて tr 女児 
の母親への定着は四歳 kn まで#紹し，後年になつて父親に科する關係に於いて發 R せらるべき殆ど總て5ものは當咔 
母親への關係に於 s て旣#し、後にそれ等が父親への關係に於いて委誤せられるのである。 

母親に対する少女のリビドー關係は實に多樣な形態を具へてゐる。彼女等の他親に對するリビ K —糾係も幼兒性感 
の三段階の總てを通過するのであるから’その關係にも■々段 m の諸性格が / K され•從つて n 捋的舶 守， SIn 虑持的 
願望•並びに男根的願望に依つてそれ等©諸關谋が袈 IM せられる。これ等諸願望 I ' t 能働則亢沉のものもあるし、そ働 
的興菹〇ものもめる。それのみならず•それ等の願 M は全然相反並#的であつて*1方感傷愛的であつて、而も他方 
に敵對的' 攻维的性質を帶びてゐる。般も判然と表れるのは母を子供にしたいとの願望、又はこの願ずと關储のあ〇 
(母に子を ^^ せたいとの)願堅である"或は®親に依つて殺される、諶殺される"誘惑され る， と云ふ：小安が接頭 
する。こ0)被誘惑空想に於 s て誘惑者となるのは常に必ず母銳である。この點に於いてこ s 签想は说衩的根抵に觸 n 
てゐる。何となれば、極幼兒時代から^體の货話をして性器に決感か與へたものは"恐らく K 始めてその經驗をなさ 
しめたものけ、事 W 上低祝であつたからだ。 

女兒が極平期に母親に對してこのやぅに力强い愛猗を持ち"それが時と共に根抵的なも0となつて行く。母親から 
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の離反は母親への敵視となつて現れる。母親への愛箱はそれへの m 惡となつて消失する。そのや- 5 な t & 挺は多少とも 
得體の知れないやうな一面を示し、全生涯を通じて保持せられ*後年には超過補做的に ml 亡ほし0親孝行になる。大 
抵の場八 14 ,それ等悄惡01部分に克服せられてしまふが、他の一部分はそのまゝ躁つてゐる。构親からの離反の1)機 
としてはさまざまに不平不快が持 ma れる。母親がおつぱいをあまり十分に吳れなかつたと云ふ不滿、後から來て母 
親の愛’奪つて行つた弟妹に對する羨望_自分のォナニーを禁斷せられたに對する反抗など。より深き源因は子供の 
愛慾〇牺制限 S とその性的願锗の充足せられざること、に存するであらう。女兒たちのこの最初の愛惜關係は • 设初 
のものでめるが故に恐らくはやがて： S 馈すべき遝命にあるのである。何故に设初のものなるが故に崩壤するのかと云 
ふに、それはこの平期の對象_,一が常に必ず高度に ffl 反诹#的/ C からである。强度な愛 1 W の制 Iclt 常に强度な攻擊的 
傾向が^ ■/!: し*子供がその對象をいよ"一熱的に愛すれば愛するほど"その對象から^寸でも素 Mfe い様子や鲍消 
しな梓遇を受けるとそれを非常な冷遇^^であると思ひ込むからである。遂に愛情の城^も1^惡1/>寄せ手0前に屈代 
しなければならなくなる。 M にもつと細かく ic ふならば"主要敎育容たる母親から大部分の拒*が出て來てゐると云 
ふわけ 1 C なる0である"何となれ 1 T 设も褪しい敎育と雖も强制を用ゐた b 制限を加へ/<:〇するものに外ならぬから 
である。併し、以上の總てを以てしても，女兒をして平期の母親への愛着を打棄てしめるには.なほ力及ばないので 
ある。现に男兒と雖も同様なことル r / 驗してゐるに枸らず、その母親への愛翁を放棄しようとはしないからである。 
女兒の場合には•そこになほ特別な契機が加はる。それは% W コムブレクスである。解剖上の TnK 別はやはり心现上に 
もその結を及ほさないわけはない。少女はそのペニス缺如に就いて母親をその資任^と兄傚し、か、る^害を與へ 
たことに就いて母親を容赦しようとしな S のである。 

分祈杓に調べて fi ると"女：：几にもやはりべ 一一 X 切斷〈去勢)コムブレクスなるもの i 存することが m め h れざるを 
3な S 。 よしんばそのコムブレクスの內容は男兒の場合と餘程興つてはゐるにもせよ……0女兒の去势コムプレクス 
もやは り異性の性器を 一^することに依つて始められろ。その時、女兒等は非常にいやな氣持に fey " . M 分等も「あ 
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んなのが欲しい」と思ひ.かくてべ- i ス薇^のコムグレクスが劣ずる。さうしてこれは彼女答の發達及び性格構成上 
に彿拭すべからざる痕跡を殘す。最も！ 一 い場合に於いてさへも相當に ft 大な心輝•上の打雖4被る£3)である。 

酉分に扔性器缺如せること S 發兒は、彼女难の發達史上に於ける轉廻點をなすのである)この事實€發見からして 
彼女等の發達上に H つの方向が生ずる。その一つは神經症に缂き、 m 二は切性コムブレク K の窓味に於ける性格 M 化 
に^き 、 m V : は j ] i 常の女らしさに猙く。第一の方向の本質的內霧をなすものは_これまで「男性的 j に柒きて來•自 
分等の陰楱に依つて快感を得ることを知つてを0、さうしてこの陰核的活動と M 々能働的な(仰親を相手とする}性 
的願望とを關係づけてゐた女兒等が、ペニス莢望の影藝 1 C 依つて自分等の男根的性感の享受を毀拫せられるやうにな 
ると云ふことである。男兒等の方は向分等よりは遙に具合よく m 来てゐることを知つて自尊心?:;§けられ■陰構によ 
る自慰的滿足を一1多少とも弧い程度に——斷念し母親への愛惝を放棄し、その際(:彼女等の件的活動一般0よい部 
分か抑 M してしまふことが稀ではない。母親からの離 M と云ふことは•女兒等が一銀にして成し遂げるものではな 
い。何となれば■女兒等は内分等の扔性器缺如を始めには自分の個人的な不遇であると考へ、漸次 m これが他の女性 
たちにも擴充せられてあ^ものであると考へ、卽ちまづ母親がそれであることを認めるやうになる。彼女がさきに母 
親?: y したのは母親にベニスの存莅を豫想しての£とであつたが、母親にそれが缺如してゐることが發兒せられる 
と"母親は E 分の愛情 Q 對象としての贾格を喪失することになる。このやうにして永い問か、つて築き上げられて來 
てゐた母親悄惡の奔流(/1擧にして堠を切つて落されることになる。 

クリトリスに依る自慰を部分的に廢止 すると 共に I 女兒の性態度は そ 〇能働 , rH をも 部分的に放棄することになる 0 
受働性が今や主調となり■父親への轉向が * 愛鋤的本能亢偾の肋勢を栉て E 立って來る。以上の如き發 M 嫌扪に依つ 
て男极的活動は一掃せられて"女性的活動が今やそれに代つて起きることになる"もしそ0際に抑腿に依つてあま P 
に多くが失はれさへしなければ、この女性的活動は常態的なものとなつて發展する0である。 

女兒が父親へと轉 向す る時に抱いてゐる無意識的願望は元來ベニスへの願斑である。それを母親は彼女に與へなか 
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つた0で*今や父親からそれを期待する0である。併しながら女として0立褐は"ぺ-(スへ〇賴^が子供へ〇頓望に 
依つて锻換 へられる時になつて、 始めて確立す る 0 である。 子供はこのやぅに して" ペニスの代りに&るその象徴的 
等 M 物である。 

併しながら女兒が、その願望に於いて^ —象徴的類似に誘はれて II ベニスから子供へと移行する前に-そ£:に ] JI 
門的段階が介在する。子供への m 望の屮 1 C は肛門性感的な亢派と性器的宂诞(べニス羨望)とが^一してゐる。併し 
べ-1スにはやはり、子佻への興味からは獨立した肛門性感的惹_がある。べニスとそれに依つて充塡せられた亢衔せ 
しめられてゐる粘膜孔との j の關係は、旣に性器前期の、虑待虹 n 的の段階に於いて出來てゐる。费便地は备 mh に 
於いて"云はじ艰初のベニスである。それに依つて/ L ? g を與へられる粘膜は大陽粘脱である。 lit 人の内には^#前^ 
に至るまでその肛門性參がそのま、强く殘つてゐる人が ある。” てれ等の人々を分析的 1 C 調べて见ると"彼等 (1 この性 
器前期の段階に於いて空想並びに變態的 M れの中に於いて性器 ic 類似した組織を卜 0 上げてゐるのである。例へば. 
ペニスと ワギナ(膣〕とが 糞便と大陽とに依つて代表せしめられてゐる如きである。神經症患者(强迫神經症患者) 

の 110には、 生器 M 織を M 行的 1 C 低下せしめてゐるために或る結 - m を生じてゐる者のあることが分るのである。卽ち • 
總て性器として考へられた辟想 i± 肛 i' N ] に轉向せられ、かくてペニスは^便にょり•ワギナは ffim に依つて^愤せしめ 
ら a るのである。ペニスと■便と子供の三つは總て岡形體としてその•出入に當り粘趿孔に亢锯を與へるものである。 

-T- 供 ep ベニス願 M が父親に向けられると共に、女兒はユデ"■ホス•コムブ 1/ クスの立場 r 入ることになる0であ 
る。母親への敵對感情は必ずしもその時捺頭するわけではないが*少くとも非常に强化せられる。何となれば"母親 
は女兒が父親から期待し愤微してゐる一切を先取してゐるものとして競^^となるからである。女兒にとつては"工 
ディポス•コムブレク X 的立場はその後の畏き闲難な發 M への出發である。一種の準備的遂行の如きものである。 

去勢(ベニス缺如關係)コムプレクスに對するユディ•ホス.コムプレクスの關係にけ、贝女兩性にとつてそれぞれ 
その結姐及ほすところ m 大なる M 別がある〇扔兒はその H デ1ホス • n ムプレクスに雜きその母を占有しその父を競 
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爭者として除^ ■ にせんと欲する〇-であるが、この hA ブレダ K は彼等の 93 根期的性感没陴から發 M して^る。併しな 
がら父から韶として去勢されるかも知れぬと一 H ふ脅威0ために‘彼は N 4 親に對すろ右の如き態度を放棄するやうにな 
る〇べ 一一 X を喪失することの危險を感ずる時代に、ヱディポス • n ムブレクスは放棄せられ、抑 m せられ，極めて2£ 
常の場合には极本的に粉碎せられてそ Q 遺產として强力なる超自我(良心の無意識的&部分)が蹒築せられる。別の 
云ひ炭はし方をすれ！！： T 對象總綿は放羝せられて昀一化がそ0代りに生下るのである。自我内に搦取せられたる父親 
(又は兩親〕の槻咸はその內で超自我©中核を撾成し、その超自我は父親から峻跟？を借り來り‘その近親姦犊斷を 
永 M 的にし、かくて自我はリビド—的對象縄綿の復活を確保するのである。 H デ1ホス•コムブレクスに祕してゐる 
リビドーの動きは一部分は性的性質を失ひ"昇華せられ、一部分はその H 的を禁制せられ、感傷愛的なも S に利 fn せ 
られる〇以上0如き金過程に依つて> i 方に於いて•性器 rt その喪失の危機から救はれるが"他方に於 S ては、そ2 
機^は多少とも不_由に&ろのである。か、る過程と^に*ヱ_1アィボス，コムフレクスの第一3¢卽花(三歲力ら五 a 
まで)は終りを吿げて、次に潜在期が始まり、それが思#期の始めまで續く。この思卷期になると以前の H デ"•ホス 
顋错が新たに蘇衆して來て、かくて人 1111 の運命たる健康か神經症かの別れ道が足まるのである J 

ところで 男兒に とつて 右の如く發展すると ころのものは •女兒に とつて は如何なるで あらう か。女：：几に於いて起る 
ところのものは Jl £ に その：止反對である。去勢コムブレ クスは Hr ィポス•コム ブレ クスを 粉碎しないで t 却つ てこれ 
を 準備する。ペニス羨望のた fo に 女兒は谛親への定着から追放せられ て Hr " ボス 的立場 S 港へ と遝込む。ベニス 喪 
失の不安が なくなると共に、 男兒 をして Hrl ホ K . コ ムブレ クス?: 克服すべくせしめた ところの 主要励機は去つて 
行く。女兒の 方は、 これに 反し" H デ てホス • n ムプレ クスに定めなく永く執 ^ してを これを構築す る ことも遲 
S が. これを 離脫する こと も不完全で ある。 超 自我の 構築はか、る耶情のために M 雞とな り.男 W ' の超 [ II 我の やうに 
强烈 なところがない。 

さきに吾人は、女兒が自分にベニスの缺如せろことを發見してその發達上に轉廻點が與へられ"その轉廻點から H 
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钹の方 rsls 常的女らしさ、男性 13 ムブレクスの意味 1C 於ける性格1'化•叉は _ 經症、それに關する件赛 
性が生ずると云ふこと5:述べてお s た。ところで、男性コムブレクスに關しては"女 z 儿はべ〖 I ス缺如ハ不快なる事^ 
を澉認することを云は J 心理的に拒否し、 ® 分の從前の W 性的傾向を：21抗的に追及し•陰核的活動 1 C 固執し • W 根を 
所梅せるものと想像せ0れた時代の母親に、又 a 父親に自分を同一化してそこへ逃込むやうになる。このやうな逃道 
に出る [ C は彼女等の體筑的な:^素がやはり多少の寄與をなす。この^質的要素が能働性のより大なる部分をなすこと 
は，扔 I .-. I 儿の場合に於いてそれが特質的な0と同じである。この渦程ハ本質は，女らしさへ C ;) 轉向の M を開くべき受働 
性がこ Q 發逑點に於いては避けられると云ふことにある。この男性 n ムブレクスの最外面的な所行として tT その樹 
象遝撐が顯在的な同性愛の; S 味に於いて m れると； K ふことである。よしんば、この變態は幼兒的な男性傾向を腹：^1 
に持續するものではなく、た V 父親への短期 lln 的愛濟が迂曲して現れたものに過ぎないにもせよ：：：〇 , 

女兒が女らし 2への 發達 と. 男兒が男らしさへの發達 とを 比較して ri ると‘女性の發逵は男性の發達よゎ も 木質的 
に一屉鉛雜してをり、且つ一莳菇藤的であることが分る。跺にそれには二つの茁犬な原 S がある。卽ち、女兒は■佔初 
の愛怙對象たる母親を父親(後には夫)と取〇かへなければならない m と、 ま/:性的帶域 $: クリトリスから'/ギナに 
轉換しなければならないこと、であろ。これに汉し，见性は第一期性的開花の時代^.杜施したところのものを性的成 
熱期 1 C まで持續することが出來るのである。 

女兒に於いて性帶域が轉換すると云ふことは決定的な m 要性を帶びてゐることである/幼兒性感の早期開花時代 ic 
於いて クリト9ス が殆ど常に亢邂の中心となつてをり、さうして 7 ギナは心砰的には- M :: に發兇せられてゐないのに 
ク y 卜 y スはその感受性とその重要性とを後に至つて 1 7 ギナに娄課しなければならない a もし この委讓がうまく行か 
& いと*女性はその性行爲に於いて不感となり、せいぐ FI 1 ■快感的行爲に滿足しなければならない ことになる0 
正常0离潮感はワギナに於ける感受を第一の且つ決记的な像想として持つてゐるのである。 

性 X に際して女 XX が枸攝的\保持的、吸收的器關としての活動をなすものであるが、その事は(フュレンチ ー 及 
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びへレ—ネ•ドィザに從つて)攻擊的性罗素が n # 段階から肛門段階に持ち越され•それが更に V ギナにまで持辩せ 
られると云ふことを認諏すれば、自ら现解せられる。ワギナはベ-〖スの刺戰を受けて、且つ r 上から下へ」 Q 轉 ， N 機 
制に某き.吸收する口#の役割を、「べユス=乳房」の方程式に從 0 て 51 き辍くこの口#的基礎.丄作が冷感症婦人の 
場合には、種々な口#的症候に依つてぐらついてゐるのである。 

註*『女性の性的機能の粮神分析 r^l 際 M 神分析氓脅贤行(一九二五年版〕游叫 ' 

以上は、女性感發達に關するフ n 4ドの见解を紹介したものであるが.さうしてなほその詳細な諸點に關しては後 
章に精叙するととろあるであらうが、節取なものではなく-また精神分析には緣遠き多くの難問 M を含んでゐるであ 
らう。简 m ではあるが-以上は精神分析發祥以來叫十苹問の硏究業織の諸部分を、その尨然たろ文献 1 C 就いて包含せ 
しめておいたのである。このやうな {5 難を多少とも克服すろために"フロイドのいろ—の a 解は彼自身の言葉を 引 
用しておいたのである。こ、に女性の戀愛生活の發展上の個々の事裡を分析學的な術語を以て我 iii しておいた が、こ 
れ等は兒宽及び患者の觀察に依つて得たところであつて、分析の經驗なき人々には0ちに rf 込めると云ふわけには行 
かな s であらう。要するにそれ等は無^誠的に"或は意識せられな s で、起つてゐる心现過程を問®にするものであ 
る"か、る結- m を確證することは勿論た V 极本的分析に於いてのみ可能である。で，これ等は分析の門外漢から Kt 
極端であるとかこぢつけであるとか云つて拒否せられることのあるべきは柽しむに足らぬ。0 :s 
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\ 


千姬の精神分析 


近頃 r 大阪苁〇陣』や r 吉 III 御殿』の映猫製作にっれ 
て•千姬に對する興味が人々の [in に廣く流布してゐるの 
で"この際千姬の性格に就いて分析的艿察を下して見た 
s と思ふが、併し確實な科學的結論に到達し得るにはあ 
まりに歷史蜜さへもが文献の不足を噢じないわけに行か 
ない。云は r •吉田御殿事件に關する限0千姬は今や殆 
ど傳說中の人物であつて、必ずしも现實の人物とは云ひ 
難い。で、我々は^ろ傅說中の妖姬としてIそれに對す 
る人々 0 空想や願望や揑造を分析的に硏究して見る方が 
或は却つて JH 確な斷定を下すことが出來"また分析的興 
味もょり深いのではなからぅかと思はれる〇 

傳說中の人物としての千姫は完企なサディストとして 
の妖婦である。吸血鬼である。それに對すろ所謂新解釋 
が映遨「吉 Hi 御殿」であって•脚本製作袞职健一郞氏の 
千姫の粘神分析 


大 槻憲二 


意躅は•曲中主人公千姬が自分 m 身の邪を云つてゐると 
ころにある通り「愛するものを^はれたもの V 姿」5:描 
かんとするにあつたらしい。「この世にたじ！人#する失 
0炒臣秀賴をもこの世から奪ひ去つて平然たる祖父凌康 
と父た』る二代將眾秀忠〇無道を激して僧惡し"咒咀し 
て白西合の如く優しかりし千姬の性格®一の花の如く美 
しく刺しいものと1#つてしまつたのだつたご ( 映班館の 
筋班にょる。)つまり、千姬を m むべきものとせず、却つ 
て同愤すべきものとし.そのかくの如き境地に至らし め 
たものはむし6祖父家康である•つまり憎むべきは凌康 
だとする#へ方である。併し•かう云ふ新解釋は圾して 
正確な根摅を持つてゐるだらうか' 解牌^自身の願^が 
這入つてるるのではなからうかと云ふのが"我々の分析 
の研究の眼目である。 
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このやぅに千姬を同惝すべきものとし"凌版を僧むベ 
きものとしてゐる點に於いて、『，吉 [- H 御殿 j はた^『大阪 
K の陣』(脚本作衰並びに監恃衣蘇 VM 之助氏〕の，解_を 
踏襲して lil にこれを敷衍したものに？ T ぎない。ところで 
『大阪：及の陣』に於ける千姬覜(象康 m 惡 }_ に就いて、 

は私旣に他の所 C 近刊『现代日本の社分分析』の内〕で論じ 
ておいた通り-作荠衣笠貞之助氏のマルクシズム的 H デ" 
ポス • n ムプレクス 1 C 歸せらるべきものであると思はれ 
るからして、「吉田御殿 J の千 MM も-マルクシズム的で 
はないまで も、 少くとも H デ1ホス*コムブレクス的で 

あることは斷定し得るやぅに思はれる4吉 m 御殿 J の滾 
康 m 惡(悪父コムブレクスの轉嫁 ) lr 『 大阪 31 0障」の 
場八：：ほど ( C は莊だしくはないのである。 

けれども、千姫を同情すべきものとし S 5 e 康を mt ; べき 
ものとし1秋に千姬の亂行の原因が凌版にあるとしてゐ 
る見解は、必ずしも衣笠氏や、原氏に始まるものではな 
く、少くとも私の知ってゐる限りでも-福木 n 南氏が明 
かにこれと同じ態度を示してゐる。福木氏は大 jB 十年十 
月 一 n 發行 r 中央史墒 j 秋季特別號「柄史に现はれたる 
問 M の女性」中に『千姬 j を擔任し、彼女の好色が祖父 
宗康から遣傳するものであると斷じてゐる。 QP ち，福本 
氏 f ± 千姫の亂行を遺傅學的に豫想せんとしてゐるもので 


あつて、その點に於いて衣笠.原氏等が社#缺的又は心 
现學に豫想せんとしてゐるのと興つてゐる。 

福木氏は凌版の好色を論ずるに、まづこれを豐昆秀吉 
の奸色と比較することから始めてゐる。卽ち■刚雄共に 
好色凌たる點に於いては兄たり難く^たり難いのである 
が、だ V その「テーストに M 雄人物の高下 fft ; に、夫々 
迫ふ」 a * i があると XC つてゐる。この引 i ! j 句に就 S て E て 
も旣に明かに分る通 P -' 幅本氏は発吉の力が家颭ょりも 
「人物 J が上で あると 思つて? J る。 その上で あると 斷ず 
る根據なるも5がまた頗る分祈^的に而 a so である) 

H く- r 

「太間の好みは婦人の地位から氣 ni から容貌にかけ、 
1流の女性を選んだ。御览な5い。彼の糟撾の妻たる北 
政所を除くの外、淀鮮はと問へば、巾 T 迄もなく、父は 
淺井備前守長政で、母は有名な織田信提の令妹市姬であ 
る。松の丸殿といへば、鎌总 { f : 町に瓦り’世に聞えたる^ 
族京極左京，佐々木家である。111殿の生家は蒲生氏で、 
世々江州の一城主。三の丸殿は織田右府^姬君であ 
成1:11氏はと卯へば■關東に！！れもない武州忍の城主であ 

「之に反して.家康に至りては、ぼろつ質ひの箸まめ 
やで ある。 彼が前後の媛室た る 築 lil 殿と朝卩の方とを餘 
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く外： r 西郡の局と呼ばせたのは、 m 下®嗅 f 助が娘。 
次にお萬の方*後に小縣の简など1品好く吧へさした女 
は•三州池鯉鮒の永丼站の娘，避れは築山殿の小問使ひ 
にあがつて15たものを手をつけたのである。次に下 III 殿 
とお妻の方七は孰れも^州の秋 rll 某の娘と聞ぇたが、銅 
筇齋でない m 松の城中に二ぬ I を納れて二人とも赏珑し 
た。これからお茶の：：！と呼ばせたのは v 連州金(介の名も 
な VV 淠の娘で、お八と云つて土地の鍛冶屋^女扱とな 
り、女の子 - i § 儲けてゐたのを.地方の代 1 Y が、非の潞皮 
の剝けた ft に惚れ込み I 無饳の罪を呼虫に被せてこれを 
殺させた上"锁取りをしょぅとした。お八口惜しさ股立 
しさに堪ぇず、娘を抱いて m 松の城に綱け E み訴へに及 
んだ. Q が始まりで•お慈悲な殿 P 、 不惘な涔ょと其ま i 
止め K き、代宫 - o 罪科は JH された、お八は乃公がと來た 
のである。」 

その他、お勝 〇局、 お舰の 方、 お沉の 方、 ぉ茶の局 • 
お愛 S 方 1 など十人ほどの女出入りがあつたらしいが、 
何れも下賤の出である、と云ふのが祕本氏强調の要點;° 
「試みに、今 B 殘つてゐる彼凌趿 S 埒像の限を御^な5 
い。 彼の陰險性と助兵衞さと tr 名殘 b なく銳はれる。 
木問龃の千姬卽ち後の所謂天樹院は、典血統を繼承した 
孫女であるから•彼の女の品性又想ひ見る可#である"」 
千姫の粘 神 分 祈 


とて、千姫の妖婦性を衆康〇遺腺 LM してある〇併し、 
このやう1 C 、凌康は多く下 ! If の身分 m の女に興妹を持 
ち.禿 T ? f {: i 上流出身の女に興味を持つたので、(一)衆康 
の人物が秀吉のょりも下等であると か、 家趿が「助兵衞 J 
であるとか—ハー〇千姬の亂行は^版から避他した……と 
云ふやうな琪が輕々しく云へるであらうか。まづ笫一の 
flilM から片付けるとしょう0 

2 ) 下賤出身の女を好む傾向は、これを心现學的に 
解釋すると"或は本人の幼時に於ける女中コムブレクス 
から解釋せねばならぬ码合もあるし"木人が母定着を持 
つてゐてその®:イマゴーに對しては性的禁制を持つてゐ 
る場合には，母イマゴ—に綠遠いものに於いて始めて性 
禁制を感ぜず、性的願望はかくて下賤 Q 女に向つて注が 
れろと云ふこともあり fl るし-また生物^的に米ノ祭する 
と，家康のやうに扪當の家柄の子はその血が旣に多少疲 
勞してゐるので、それを新たなヮィ V 卜な血を- W て補强 
する必要がら下肢の女に偏奸を持つと云ふ倾问も確であ 
る。また上流の女に興味を持つと云ふことはへ木人の出 
身が(秀吉の場合の如く)下賤であるならば、これは多 
くの磁 分-木 A の劣等感の補愤として解せねばならぬこ 
とが多 S 。 これでなくとも下賤出身の^は卜：流の者に興 
眯を持ち、上流の^は下賤の漭に興味を持つのが^ら X 


_ 





43 


は绝物蜞的^則に拖くも CD てあるらしく思はれる。 5 う 
云ふ感钹に於いて極めて銳い北歐の詩人スト y ンドべリ 
I の有名な戯曲「令娘ユ9 H 』 の中の令姚と下男ジュア 
ンとの問に性的關係の生する： IIL 前の二人の會詁は"この 
冏一一に銳い示唆を與へるものであらう◦令娘は日う T … 
…私は時々一つの夢を繰返して E るが•それを今思ひ出 
したの。私は一木の柳の上に攀登つて阽て降りやぅがな 
くなつてゐるの。下を見ると眼が眩むし*降りなくては 
ならないけれど、飛降る勇氣はない。私はしつかりと摑 
まつて Jb ることが出來なこので、落ちてくれ i ばい i と 
思ふのに落ちもしない。さぅしてその娜■降りるまでは 
落 if いた心持ちにもなれず"下の"下の地 m の上に來る 
までは安心しないんだね。さうして若し地面へ降りて來 
たら地 [ ff ] の下へ降りて行きたくなるだらうと…あんたは 
さう云ふこと?:感じたことはない？」これに對して下^ 
のジ 'アンは答へる。「い X え、私は暗い森の中のある 
岛 s 樹の下に寢てる夢をょく見ます。私は上へ登り登つ 
て把の中まで行づて、太陽の郧いてゐる明るい赍&を眺广 
め M したり、黃金の卵の撗つてゐるあ0上の mom を掠 
寐しようと思ふのです。それで攀登り_登りするのです 
が、 幹は方 v > ■し、 滑いし-第一の枝まで1.1:非常に遠いの 
です。でも、第 一 の枝 tc 屆けば顶上までは-梯子を#る 


やうに行けることは分つてゐます。私はまだそこへ賴き 
ませんが、よし夢の中だけの事にしても"私はあそこへ 
屈なくてはなりません。」 

これ等の夢の內{谷が、卽ち二人の戀愛性慾心！ t + の舰源 
を#白するも灯であることは.夢の分析法を心得て焐る 
人々 a ) 何人も 虹ちに了解し得るところであつて"分析學 
を 知らず してこれだげの深い分祈的洞察を彼等二人の心 
理の上に加へてゐる スト 0ンドべリーは流石に一流 S 文 
豪で あると 云は ねばならな SU (布の夢の引 川は翁嵇久雄代 
の報带 1: 依 0 。たほ詳しくは本 2£笛.四從眾三號八〇：貝な參照あ 
りたし〇〕 

この令漉ユ9 H と下犯ジュァンと〇心理的關係を家康 
と秀吉との戀愛性慾心现に適相して^へるならば、家康 
は心现的に貴族であり秀吉は心 if ) R 的に下男であつたと云 
ふだけの S であつて、人物の商下だの"テ—ストの良^ 
だのと云ふやうな [ HJM とは關係がないと云ふことを悟ら 
ざるを份ないであらう。身分の賤しいものはみな人物が 
小くて品性が T 劣であり-上流の人々はみな人物が優秀 
で品性は高尚であるとでも福本氏は公式的に若へてゐる 
のであ■らうか。それならば下賤の m である秀向は階級的 
に人物が劣惡で品性は下等であると云ふ m になり、從つ 
てさう云ふ人問の愛を受溶れた上流の女たちはみな人物 
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劣惡、品性下等と SIM な\驁、福本 Be の始め 
の考へ力は矛盾することになる0これはつまり、た\:福 
本氏は心现的に，秀吉に同一化してゐると云ふこと、、氏 
が女に對しては母 rl ムブレクスを持ら、上流の女に對し 
て^なければその n ムブ V クスが滿足しないと云ふこと 
を、無意識的に背白してゐるに過ぎないのであつて、家 
康-秀吉の愤飢批判としての溶觀的意義は殆んど金然認 
められないと云ふことを主張せねばならない9 

(二〕次に m 二の淫亂性逍傅説であるが、それに聯關 
して IPM 本氏は千姫の血統を次のやぅに論じてゐる。 r 千姫 
〇父は徳川二代將軍秀忠で I #は淀对の姝遝姬 、卽ち 後 
0所謂^源院である。此達■の祟源院は世人の知れる迎 
り"浚井長政の三女で、姉妹弗に太腿の許に筵はれ、一 
番上の姉、茶々姫，卽ち淀牯は早く太開の側室となり、 
中の初姬卽ち常高院は京極若狹守萵次の夫人となられ" 
共次の谇姬は積初參 SJfs 秀勝に嫁されたが、征韓の役 
に秀勝は出征中彼の地に錄ぜられたので、太閤は夫人を 
引取り-更に德川秀忠に嫁せしめて、千姫は秀忠と達姬 
との ( In に擧げられた畏女であろ。」と。 

このやうに血統調べをして見ると、千姬の妖婦性が單 
に^版からばかり來てゐると斷定することの如何に早計 
であるか r 分る。少く とも そこには、幅本氏の锊敬する 
千姫の粘神分析 


らしい淺井 M 政や淀君$血も半分は m れてゐるし、宛忠 
の母(お愛の方)の血 , ^流れてゐる〇殊に淀君はヒステ 
リー性の女で、その性生活も CE > まり：止常虑潔であつたと 
は一般に歷史家たちから鸾へられてゐない。 

個りに企部が a 康の血統的逍傅であつたとしてもょ 
い◦忽數の女に關係したからとてそれで「助兵衞」であ 
つたと結論す〇ととは如何であらうか。我々は福本氏の 
やうに*「助典銜」であることそれ_身を.恐であるとは 
海へてゐない。助典衞大いに結構であるとさへ蔣へてゐ 
る。た r 、 それが他人 ■© 迷惑になるやうな結果を生みさ 
へしなければノ性慾力は强大な方が、弱劣なのょりは褒 
むべきことでなければならない。凌康は他人へ迷惑にな 
るやうな結姐を生んだと！一木氏(今は故人だが、もし今 
H 生きてゐたら)は S ふかも知れぬが"併し常時の英雄 
としてこれぐらゐの亂行は寧ろ常然であつて、他の諸々 
の英雄/ C とて或はとれに優6とも劣らぬ而々ばかりであ 
らうと恐ふ。た r 今 H の我々とても•もし出來るなら 
ば、 秀吉や竅趿のやうに「袋まめ」になつて絶たいと见 
ふが、經濟注活 S 緊迫はさう云ふ我儘を我々に許さない 
ので1什方なしに謹愼してゐる^けであつて、もし經濟 
事惝が違つたら世の大部分の自稱諫愼衆どもゝ何をやり 
川すか知れたものでないと私 ti 考ヘてゐる。只 W し"さ 
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う云ふ自稱謹愼家ども tr m 分の謙 1 か外的事惝に强 ia 
せられたものであることを愆識するのが不愉快であるか 
ら、これを自分の「人格」の高尙の故に歸し、このやう 
な外的事情に强迫せられざる人々(英雄)の自出奔放を 
「下劣」「諮まめ」「助典衞」など、引下げることに依つ 
て、自分の優越感を保つて偕かに肚いせにしてゐると云 
ふやうな場八：：とて時にないことはたい。福本氏がそれで 
あるとは云はぬが、希くはそれでないことを私は望むも 
のであフヵ殊に私にまで?:かしいのは*福木氏がか，，る 
答®的&歷史論文に於いて、衆康や秀吉に對しては絕對- 
に K ゐぬ敬語を^ i 4 iir 4 li たち0ことを叙す〇に^つて， 
(右^ I 用句中に E えてゐる如く)速りに「夫人となられ」 
とか「嫁され」とか敬語を川ゐてゐ&ことである。これ 
に例つて見ても•福本氏の母定着の相常なものであるこ 
とが察知出來る。これ$:マルクシストたちに云はせる 
と，プチブル的と云ふことになるので あらう〇さ うして 
この母定濟に於いて秀吉と共通的なるが故に、秀吉の漁 
色的態度に好意的批評そ與へてゐるのであろと考へるこ 
とが m 來ると M ふ。分祈せられざる人々は、このやうに 
常に自分の n ムプレ クスに 依つて物祺を評 ：； 嚴するのであ 
る。それ故に•また分析せられた人にして始めて氓物を 
客觀的に批評するこ i が出來る Q である。 

4 


次に农笠、原刚氏の千姬亂行觀——その rrri 因が環境 1C 
あ OI 境環を作つたものは衆康であるとする考へ方—— 
は艰して妥當であらうか，と云ふ問組に移らなければな 
らない。この E 解に於いてまづ豫 tr せられであるのは* 
千姬が秀賴に対して贞潔の心的態度を終始持つてゐたと 
云ふことであ0。笫二に、彼女の坂崎出羽.及び本多忠 
剡に對する木心はどうであつたらうかと云ふこと。笫三 
!•: はその吉 hH 御殿に於ける^行 <?) 眞枏である。これ等の 
三問 JM が明内 ic ならない以上卜右の 3 :<势> 原式千姬齪は 
成立不可^となるわけで£>る。 

第一の問! SIC 就いては、福本氏は次のやうに述べてゐ 
る。 r 彼 CO 異說质々に f ; 大樹院人興ありけれども關朿を 
きづか s がりて'秀賴一度も奥へ入らず j といふもの* 
や、 此消息を饨してゐる。それ丈あつて、秀賴の m 幸 ic 
は別に其人ありて、千姬は御薇といふ^の I 冴は名のみ 
であつたかも知れぬ。 a : 機想はれる事は、'秀賴自没の 
ir 世餘洛殉死した人々の I 准頭に.前の#輝阈刦北 M 氏 
の姬蔣に、わごの方と呼ばれる女性のあるのでも知られ 
る。恐にく是が内^の御竅であつたらう。從つて千姫は 
如何にぢれたく心凝き日を送つ たこと であらう。」 と。 
少くとも 千姬は秀賴に殉死 社し.&かつたのである。 彼女 
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が夫に f 死人窝—れ5康 S 陣中に歸つて 
-了つ仁の 1 T 勿論*表向きは秀賴母子の命乞ひをすろた 
めと云ふことになつて$:り、 fi 發的で r ± なく、^康侧の 
示唆に莊き大阪方の人々の蝶 M にょるも0)ではあるが 
果して彼女が何處までその使命を誠實に艰す意志があつ 
たかどうかは、今口の我々には確^に分らないところで 
ある〇それは一つ M は秀賴と千姬との叫の感愤雛係の y 
合にょつて決定せられねばならぬが‘その感愤關係は • 
さきに 引 J 0 して おいた福木氏說に依ると•あまり包は し 
いものではなく、二人の] In には^際上の央齡齡係はな力 
つたやうに云はれてゐる。どうせ許婚關係など X 55 ふも 
のは、そこに近親姦维制が働いて多くの場合終りを完う 
せぬものであるが、千姬秀賴 c ;> 場 < ir も或はさう云ふ事情 
になつてゐたのではないかと想像せられる。もし5うだ 
とすると，•千姬の脫城心理は•自分一人助かりたかつた 
OV が、そんなことを^骨に^明するわけにも行かず 
幸にして秀賴母子命乞ひの货忏を押しつけられたので、 
それをい、口^にして M れ ni たのだと解釋する山が姑も 

事赏の厲枏に近いのではなからうか。 I 

一;是より光き" ^趿は何とか干姬を城から引 ML た 
いので、棄近親 S 將 H 對し T 姬を義に城中から連 
れ來る 者へは-相常の^赏を加へるが V 共若の望みとあ 

千姬0精神分析 


らば姫をも造はさう j といふ盘を漏らした。日頃好 a に 

して^;う?:ん S 醬蠢 、鼻 此疊に與からん と， 

さてこそ亂 :^. Q 中を位して械鞭に强孩り、梁して姬に邂 
遐して迚れ歸つたのであるから"彼の甚びは家 康以上 で 
あつたであら ラ〇此 !|5] の事惝 (±"^ 府の記錄や關儿 -^の 
史料には、極めて瞬昧に亭过を糊%したから分り 兼ねれ 
ど*直^は1£ちに之を家1#に報^して 姬 を^ ひ ^ける許 
可を得たものと見える。それで其夜の守謹も彼は 直盛に 
t せられたのであらう。 此税が 夜である。 千姬にして 
節操などを解する女であつたなら、 所天と W く^;賴生死 
の境であるから"食も喉には通らず"寢ても寢 つかれぬ 
妈合であるが、 其 邊には 何の頓着 もなく. 流石に M 父の 
]111を受けた姫 rc けに I 贝珍しく¥くも直盛に心を移した 
のであらう。共庇の內に1¢!盛は嬉しい手付位は脱はつた 
かも知れぬ。左樣想像される现 til は後に詳述するであら 
う。」と福本氏は語つてゐるが、後2「詳述一は遂に與へ 
られてはゐないのである。福本氏はなほ M いて述べる。 

「斯くして千姬は 坂 崎 直盛の ^室と 内定し"伏見から 
二策へと送られ" 此女に目の&い衆康に久し振りに ^II 
し *111 に江戶へと送り返される。 典遂中勢州桑名の渡し 
、と返し懸つた。此地は本多美濃守忠政が領地であつた 
から> 其黹弟の所謂中務大輔刻をして渡船の發衞に常 
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らせた。時に千姬は十九、忠刻は廿歲-共忠刻は却々の 
美扔で•それが千歲の御座船に乘还み、時代の簡堪さは腿 
に金の來配は挾むが、谙物の裳裾を端折つて操船の指抓 
をする。兩股の fm から紅絹の下帶がちら^^見える。共 
男振りなり、 As 氣さなり、千姬の眼にはえも云はれぬ殿 
御に見える。前の坂崎出羽守が色0眞黑い醜い^振りに 
較べれば雪と墨との別があるので•平くも亦叉此方に心 
を移した。爾後關取に歸つた後、祖父の衆康に泣付いて 
忠刻へ嫁したいと訴へたのである。すると節操や約琅を 
變改する事は朝飯前で、何とも思はぬお祖父极の帮であ 
るから I 可愛い娅が麒ひと©れば何でも諸し^^で、坂 
崎 K 盛には何の澌りもなく.翌元和二年九乃に本多象に 

洱錄させることになつた。 . 彼直盛は此專を傅へ聞 

き， それでは M の一分が立たぬ と m 激し、 頭髮を斷つて 
坊主姿とな〇.家の子郞 m もこれ に 做は せ"邸内に 立て 
籠りへ姫を美事入輿の途中に奪ひ取つて ii せると#めい 
た〇此故 if て蘇府の知る所となり"直盛が衆老坂崎勘兵 
銜を呼び出して或る內命を傅へ たので、 勘兵衞は j ns 
逝酒に沈醉する主人直盛を庫2中に連れ込み其戶を締め 
切って縣府に報告したから- B 府は直ちに取手の一隊を 
盖向けて北ハ邸を取0固ませた。直盛之を M て 今は是れ迄 
なりと觀念し*腹植き切って MC 屮に 果てた 〇是れで千 M 


は秀賴も振ひ落し.直盛も亦嚙み倒した0 

「斯くして好きな^^本多大輔忠刻の令夫人となられ 
たが"^れ ft 又餘りの愛情に、娇後また a 年を JH でざる 
に血 M 盛りの忠别も神經衰弱に稲り-卅一歲を I 期とし 
て敢無く病歿した。是で男 H 人が三人とも皆倒れた L -° 

このやうな事情であつて見ると、千姬が秀賴令思菇す 
るのあまり自栾的に亂行をしたと云ふ解釋は如何にして 
も無理であつて，結局我儘な_サデ4スティックな"云は 
ば阿部定型0女の衝励的行動であつたと a るのが砬も妥 
c 岛である。 

「それから後の千姬は X 樹院と稱し、或時は竹橋御殿 
にも居られたが•これでは辎府の大奥に餘り接近す るの 
で me 性な m もあつたらう。傳へる所に依れば"軀て舊 
吉 H 大膳亮某の邱趾に新御殿を營ませ * 此處に引き移つ 
て淫邋三味に其一生を送つたといふ事である4吉田迎れ 
■は二階から招く1然も鹿子の振り袖で』と云 ふ 常時の流 
行歌は卽ち之を Hfa つた ものであると いふことである。并 
し吉田御殿を捉へて直ちに吉田 ilfi ればと云 ひ3 うにも & 
い"如何なものか。而 して 傅說+ /t 種々の說を掠り出 
し"邸前通行の好扔子と ii れば片端ょり引きづり込み、 

其男を#んで说後には醜聲の漏れん祺を恐れて 悉く之 i : 
慘殺させてお跡を蔽ふたと S ふ。兆してそれも如何か ^ H 
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知らぬ。 J と幅本氏は疑つて I 。併し蛋然大 (?> な 
ころに煙は立ちさう t ' c もないし、また千媲の前半生の サ 
ディズ ムと 自己中心主義とを思ふ時、 さう 云ふ蒸 ® の片 
鰣くらゐはない t ? もなかつたので あらう と tl 像せざるを 
捣ぬ〇 

して a れば、彼女の亂行が環境の故であつたとして 
も.その fs 境を作つたのは家康とするよりは忠刻を吸血 
し盡くして(福本說に依れば)且死せしめた-そのため 
に後半也$:後寂で通さねばならなくなつた彼女自身の作 
り出した啜境のためではなかつたか。併しこの論文の始 
めに斷つておいた通り、我々の興味は千姬の行動それ自 
身よりも I これに種々な解釋を加へる歷史蒙や、文藝 
家， 映 ® 脚本家の心理の方に主として注がれ 6 のであ 
る。映迸 ！ rfrl 田御殿』では千姬は秀賴思慕のあまりなほ 
若い内に怫前で51双したやうになつてゐろが"實際は七 
十歲にたるまで界鉍に注き延びてゐたのである。このや 
うに事嫂は種々な方面に歪曲せられてゐるが、それは映 
迸^たちのコムブレクスのためと云ふよりは、一般民衆 
の普遍的コムブレクスに迎合してこれに想へることが作 
品の商品 m 値を高める所以$:知つて0仕業に過ぎないの 
であらう。 

卽 ち 彼女は美しく淫亂、 i つ 無貞操で あるが、それは 
千姬の粘神分析 


彼女自身の資任ではなく•本來「白 PI 合 j のゃうに淸ら 
かであつた彼女をこのやうな女にしてしまつたのは憎む 
べき父親型の53家康にあるとせられてゐるのである〇か 
うすれば、觀衆の憎惡は千姬に向はずして^康に，：一:ひ" 
同情と雄敬とは千姬に專ら注がれ、而も他方そ〇稃膙性 
と亂行埸而とを犬つびらに(良心の苛赀なしに)享受す 
ることが m 來るわけである。このやうな大衆的 コム ブレ 
クスの要求に應ぜんとするのが映遨銳たちの脚色の主匕 L 1 
でぁるから、事^への右の如き 31 曲の源動力は民衆；般 
の幼兒性と母コムブレクスとにあると云ふことが出來る 
のである。映盛屮の千姬こそは聖母と娼婦母との兩シム 
ボルの一體となつて出現したものに外ならない。幼1 几よ 
り昆た る 母が聖女と娼婦との相互に矛厨する二 面となつ 
て分裂し' その n.ll の調和と妥協とのため (C 彼等幼兕が無 
意識的に如何に努力するかはフロイドがその『戀愛論』 
の中に詳しく說 s てゐるところである O C ,: 兀〕 


大概憲二著 

精神分析讀本 

上製本〗 一¥哿及版，一__遂十錢 
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ナルチスムス yj 涅槃原則 

. 奥 本島 田 


一、 小 序 

人1111は生れながらにしてナルチス的であるといはれて 
ゐる。ナルチ K 的は、人問が外界に對するリビド—を m 
rjiit ;! 上げる M 向であつて、俗にいふ自惚又は、獨雄觀 
念とも言はれて? J るものである。人 lilj の心 I'll がナルチス 
的であるといふことは、现我を如赏に觀察するためには 
不都八 u である。だが、尘物としての人問を如姓に齦察す 
るものは生物瑕者である。彼等は、人 pri ] 神造說を迆化論 
と磴換へてしまつた。迓に迆化論は人 I !1 J がナルチ* X テミ 
シュな傾向の M 察を自身にしてゐたことを倍らしむるも 
のであったのだが、人問がナル ff ス的心现^客觀化して 
ゐない限りさうは悟り難いであら6。ナルチス的な心理 
は吾人を一般の動物とは全然別の沿高なものにしたとも 


云へょうが"その反對に非常に陰慘にし、又 CI 己自身を 
殺してしまふものでもあ〇とも云へる。吾人は^高 fe 人 
間として生くる现想のもと m 先づ生物人 nil として生くる 
ことから出發せなければならない。本論に於いては、そ 
の盘味に於 5 てナルチス的心现を涔究してみやう。 

二、 ナルチスムスと饨(繁破 ) 

愛といふ名で呼ばれて社倚4:活〇全11を钮ふて s > ると 
ころのものは性生活の邛華した姿である"我みはそ Q 性 
生活の根本について述べて a たい。人 HI 1 を氓尚なものと 
して認めやうとするためには、钜物的〇-ことは意識の表 
而に硌 m させてはならない。別 K すれ if 、 さう一 K ふこと 
は無意識下に抑！ 一 せられてあらねばならない。 

M 生物•例 ru 、 アメーパの如き動物の個體繁殖は、 


1 
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分裂的になされろ%ので"一僩體が殆んど同大 1 C なつて 
から分裂して親子の區別のない一 • ii の新しい侗11を造る 
ものである。これを人間の如き所謂商^動物に比較すれ 
ば極めて簡單た形式を取つてゐるのであろ。人! UJ がその 
m 親から^全に分離獨立するやぅになる0は、その刚親 
の牛活と网形態、卽ち結婚张活に入るに茧りてであるも 
の I やぅである。こ、まで發生的經過をたどらしむる兩 
親の作川と、原绝動物が親と同形態にまでその生殖細胞 
を形成する作出とは—生物的見地からすれば對比するこ 
との出來る部分である。唯：原免動物と高等動物との生 
態が異つてゐるので，全く別な半：萌法として分類的 1 C 示 
されて無 tt ^ 殖及び有性生殖となつてゐるのである。^ 
性牛破 C 商等動物の盤 M 法)と無性虫殖(原^勐物の繁 
殖法)とがその機構的意.我は M じ/ C としても，吾々は怪 
しまな so である◊如何となれば•性生活に就いて、生 
物學の進化論的見地から，並びに粘神分析舉的兑地から 
觐察す6と■离等動物は原也動物時代 S 繁殖法の反涩を 
强迫的になしてゐるのだと云ふことが分るからである。 

有性繁殖は性器と他の肉體の部分とを對立せしむるも 
のである。性交も亦然りである。性交は性的衝動の緊張 
を解放弛緩せしむることによつてこの對立を無くしてし 
まふりで，性交は兩性の結 f と分裂(この分裂と (1 性器 

f <チスムス >涅盤^則 


と他 Q 部分と Qm 立のみ/ X らず綴 9 分_,: P も意味 
する)とを象微的になしてゐるものである。高等 iE/J 物の 
遠い過去-— KI 生動物時代に^いては細胞分裂によ 
る拊殖をなしてゐたのである。性交 Q 意義と等しいこと 
は細胞分裂であり，原生動物の繁殖は細胞分裂によるも 
ので ある。 性交は ^ 性生殖 I/J 物が；純に 充足5 れないや 
ぅになつた過去の |];1 生励物時代の分裂榊殖法を複雜な形 
式で充足してゐるので ある。 

报物の繁殖作 m の Kt 形は細胞分裂である"それ 1 C よ〇 
と、親子同形態に成長して分裂するのを原則としてゐ 
る。このことから二つ0有意義なことが發腿す/3。卽ち 
親がその子を一人前になるまで養育することは大きな努 
力を必要とするが1その努力を中途で放蓝すろことを欲 
しない。その反 m に於いてば、，蓮命付られた， Md の逍捋 
をたどる以外の途$:撰ぶことは fli 來ないのである。述命 
付けられた途以外をたどらないといふことは、肉己保# 
と1 K ふ形態を必然的に取ることゝなる。 

性交は性的衝動 s 緊張を解放、弛緩せしむるものであ 
る。かく尨：！的に制禦しがたい性衝動が自動的 IC 1 張を 
解放すべき働きを生ぜしむるといふことは、生物(耵機 
11)が無機物としての安泰感(死)を M 望してゐること 
を説するものである。性交は生物の鱗殖作用の原形の象 
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徴である"繁殖は親子同形態に至つて分裂する ことを M 
則とする。緊張の弛緩は安泰感(死〕である〇故に自己 
保存とは生物が自己流に死んで行きたいといふ M 望であ 
る0 

生物ょり生物が發注するためには■胎内に於いて生物 
發生の敁初から今日までの生物發 M 史 5 : ある形で反復せ 
しめなければならない。これは^機體を搔亂さんとす3 
外界から0力に抗してなされるものである。 

吾人は外界を完全 1 C 征服して絕對安泰の世界に生きる 
ことは IH 來ない。ところが無意識では安泰感を顋望して 
ゐる。この願望5:充足せんとするための人問の布機的作 
用は次の如くで あるら しい。 en ち外琛の囤雖を全く征服 
せんと ir 6ために-自己自身に於いて假想的に外#を生 
ぜしめて"この假裝 s 然を征服する部分"これは假裝自 
然に對して自由自花に活動し^〇部分で、絕對の内巾& 
在といふことは安泰を も 意味する ものであるから •無意 
識が この 部分になる如き機樋が出來上ればょいわけであ 
る。3ぅして、假裝外雄を造る機制は自己保存以上には 
出ないことに制禦されてをらねばならないので ある。 假 
裝外界は•夢•生！ r 象徴、幻想等 ( C よってもなされる 
し、其他人 fill の 行爲凡ては假裝咏に外界をそれ自身に造 
0得るものである。以上の消息を精神分析的に一! a ふなら 


ば、エスの願 m するところは自我によつて充足され 
我 f ± 超自我によつて牽制されるのだとも言へやう。要す 
るに 外界に 對 して H スと 自我と JIE 自我 LJ の 調和がとれて 
® れば挞いのである。生理掛的に云ふならば.！ g 溫と脈 
柿と呼吸とが、常に平衡々失はなければ•健康で ある如 

< CO 

三"免疫 n 象と反復强迫作用 

再人は精神分析學によつて次の ことを 認める0611ち* 
吾人の^驗した過去の現.^は-苦人がその後類似の现诜 
に會した場合に"過去に於い T ® 驗した般初の やうな態 
度を示さないで V 現實を内的に im 理してしまふことを得 
しめる も〇 である。換言して，次の やう K 說明するこ i 
も出來やう。^^過去に於いて現實的であつたことは其 
後同樣 な 機轉がある^に心的に過去の现 K を反復する こ 
とによつて新たな現餿の嫩迪から逃避し傅らる I 。その 
機#とは、現，就的の意我が嘗て過去に於いて終.驗して環 
堞に相常するものである。で•過去に於いては現神的に 
大きな衝璐を党けた體驗を持つてはゐるが.典後に於け 
る該體驗と同種類の體驗の中に生存してゐながら最初に 
咬，けた衝擊よりは•餘程その印象がやはらげられてゐる 
か、或は、袈 MI 上何らの印象をも受けないで經過する 
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か、 S 反對にそ§驗を征服したるが如 i 度に出る 
かであるが i S づれにしても環境になれてゐるものであ 
る。このことは^?: ■ 分析することによつてよくわかる。 
吾々が蕺間に於 S て過去に船驗したことを W 現する如き 
環境にある場合に、.そ S # 現性は抑鹏されて" EIIM 中意 
識の弛んだ時まで持越されて、過去に體驗したことを心 
的にある一定の形と經過とによつて押现して H ネルギ— 
を消耗せしめてゐるものである0抑夕とはてのやぅなも 0 
である。で"現實的にまぬがれてゐると考へられてゐる 
不快なる行爲 I 或は I 心的行爲は、姓は決してまぬがれ 
てはゐるわけではないのである。 

人 HSJ の现實的 ftsfe はそれが锻初のものに類似してゐる 
ものである場合に於いては. R 的に處理されるといふ 
精神作用と、生理上の免疫現滾とは同じやぅな機制であ 
るらしい。 ap ち"一度罹病せるもの或は免疫沌射などに 
より 其梭該疾病の俾染の瓚境にある 1 罹胡を免れる生理 
作用は、抗ま素が生じてゐるために病原留をして病的 JJI 
象を起さしめないのだと^へられてゐる。併し、精神分 
析的な蔣へ方によつて說： i すれば，反復强迫の生现作用 
のためだと5へる0 

免疫说象と反汉强迎作用とが PJ じ機■によるものでは 
ないとしても、有機體としての生物をして现實<>)诩難な 

チルチスムス i 涅槃船则 


る雲に存核せしむるには現嫂阜和に感ぜしめねばな 
らない點に於いてはその軌を一にしてゐると云へる。一 
而から吾人の^機的活動を U ると•そのために働いて わ 
S のである。それが心 H 1 的であるにせょ、生理的である 
にせょ。こ k で•吾々0内的! Ift 後亂さんとする衝動があ 
るが、それは外部的には没槃賴紫を充足せしむるも0な 
ることを認むることが m 來さうであるが"尙もう 少し 論 
を進めて E やう。 

人 RIS の行爲で h も秘密な0は性的のととである。性的 
のことは凡て内與 1 C 秘む件質をもつてゐるらしい。これ 
は性が一丽に於いては屯物の la ^ t 逃避行であるからだ。 
で"性本能は生物が發生して經過した外界的のことを反 
沒するものであつて"その結 iii として生物から生物が發 
生する。さうして子は親の形質^過傅されること、なつ 
て現はれて來る〇 

反復强迫作 JH は.生物の進化を涞さしむるためには援 
助するところあるもの、やうである。典 is 的の例を示せ 
ば、或るヒステリー班者が何らかの外的の衝擊を受け 
て•それがために水を飲むことが出來なく&つたと假定 
しやう。 併しながら、 H 常の中活には差支がない 。 fM 
の人は水を飲む必逝があ 6 時でさへも•そのヒステリ— 
患渚の內部に於 S ては水を飲まなくとも莲支ないやうに 
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生理作用ははたらいて"水を飲まゥとするとかへつて苦 
痛を踨ぇしめる"かういふ避化は、反復强 S ! 作用のため 
に，^初の外傷は共後内的に虛理せら〇ゝ結见によるも 
のであると考へられるのである。生物舉晋の說によれ 
人 lilj に水褪 ® J 物時代から睦上励物時代を經て來たの 
だといふ。このこと、ヒステリー患密2餸化とはいづれ 
も何等の開係がないことではないのである。それは"生 
物が反復强3/1作用 [ C よつてその環境に生存が可能なる範 
圍に於いて、生物はその環境の變化によつてたへ中迆化 
するからであらう。 

反很强迫は過去の现键を内的に媞 S してしまふこと fc 
よつて•過去に於いて外坭に酎した態度をとることは免 
ぜられる。このことは胎兒が外界(胎视 j に對して安泰 
に經過してゐた如くになさうとする M { Eic 就いても云へ 
ァ i で•現遛を安泰に(極樂淨土の如くに)すごさうと 
することの KC 形は仙胎内時代にあるのである。外界を自 
山にせん上するナルチステ4シュな f ?/ i 絜は反復强边を無 
礙になさうとする心の役出である。外#の現象は反復强 
逍によつて內的にある形で移されるものだから。 

吾力は地上に天國生活を願望してゐるものであるとは 
いへ"吾々0修學•修業、社會银活等 (€ 依って W : 何等安 
泰の結趿は得られない。が、それ等の ことは 無意識の反 


役强 ia . にょる la ■押生活の安泰の體驗に基づくものである 
と考へれば何等不思議たことでもない。人! n ] が外界を _z 
rfl lc せんとする Mffl は茜だ强い。それが科學的であらう 
と _ 宗敎的であらうと.如何なる形を取つてあらはれや 
うと。それは結： s 、 生物以前の安泰狀態 I 靜寂 I を 
願望することにょるものである。 

四、 結 語 ( B 己分析) 

以上で木論を終つたのであるが、 C . 0 木論を終ると IMJ 
時に私に聯想されることは、次のやうなことである T 怫 
陀は天上根から下界へ下つて if 飯大王の夫人の Ivf: 胎に身 
を柄して现世に生れ m たのである。生れた時に——天上 
天下唯我獨德——と稱へたといふ。從中るに及んで修學 
習業したが ilt の m : 常なることを感じて、名#、 M 鹿を抬 
て-山林に入つて修槊し.卞：：惝した結！、生死の悟を開 
s たのである」。この聯想と木 a と tr 比較して a ると、 
結局同じ心现なのであることに氣付くのである。本論に 
於いて述べたことはなる程^死の容觀化ではあるが、私 
は人間としての悟を悟つたといふ願望を充足してゐるの 
である。糖神分祈に於いてナルチ K ムスと M 盤原/ Ili とを 
認識するのは難しいことではあるが•その報は十分にあ 
る〇 (昭和ーニ.七_二六) 





「精神分析學の一 S 學的價値」拾遺？フンッ•ァレキサンダ —w 


Fran;JAlpppg-r;AilemlulotThcMeir21va】UGOf 

Ms — 550 ,19 y - は N 济芯の 「 fed 分析权の鋩^的 mltf 」 
への迫加' e あリ、免としての第四^「器 K 的疾也に於 
ける心理 ll ' f 要索 j (本哉五 W 號姑 go を補修せる1のであ 
る of £ ほ同^の命課11雜誌「唢」の IL 月號から九 H 號に述 
載されてゐ5。 ( 課^0 

一、心身相關關係の知見に對する 
稱神分析學の寄與 

精神分析學の抑もの濫 iitr 心理的要素が身95的の症 
候を通す「變改性ヒステリ—」。 oollvo 3 ion hptorit, 
0槪念に還る。锃1 r フ U4 ド s 最初の精神分析病歷の 
60一 つなる JJ§1 の例は1無意識的の精神的影響から來 

「粮神分析^の辩以的 fnrn」 ね ia 


木 村 廉 吉 P 


た身脱的症候の說明に供されてゐるのである。 

ヒステリ—性變改に關するフロィドの木來の見解は的 
にこの書 (r 精神分析學の醫學的似値 J) の第二#に於て 
述べられた。この理論の骨子は•あら#る心的慾^が^: 
れに逾背せる身體的衮現を求めるといふ事である。かや 
ぅな表現の JE 常の逾は liec 誠我と■柄せられて恐らくは做 
剖嵴的にも生琊學的にも大脾皮贷に位せる^系を通して 
なされるのである。意識我は，苦人の^物的要求 l-ril 旅 
せる心的緊張を解除するに役立つ^筋肉 m 配を統制して 
ゐる。すべで，吾人の隨意的の紳經 WJ 配 istio ; 一は適 
赏の行動にょつてこれ^の^求を滿たすに役立つ。又递 
泣.！ K 突、或は顏而〇紅潮の如き_感情興猶をあらはす 
に役立つ、一列の_働的の精神 V 述泐性斑象もある。も 
しこれ等. 1K 岱の逍筋を M る通路がふ？がると•すなはも 

» ' - • ■ r |« 4 f - * . へ -, • • 






感愦 M 向が抑 M されると*近路にも比すべき異常な解除 
が無意識的司配の形をとつて起る。これがヒステ症 
候でぁる。その症候は抑 M された願望或は願望的幻想に 
象徴的表现を與へ、かくてその興存ぁる內容の爲に患者 
が遂行し得ぬ隨意行觔の代用として役立〇。 

意識的神經司配と無意識的神經司配との主なる相違 
は、後奔が意識我を通してゐない點にぁる。意識司配と無 
意識司配との an のこの诞別に對して解剖雖及び生珂搫的 
說明を與へる事が實際に要望されるならば"感©刺戟の 
運動纖維への傅猙はヒステリ—性過程として皮質下の rM 
樞を通して起り•隨意的司配 CQ 如く大腦皮質の運動中樞 
を M しては起らぬと假定される S が出來るだらぅ。しか 
しながらこの過程の解剖吵及び生理學的基礎に關すら知 
見も缺けて 7 J る始末だし•それを研究する方法する存在 
せぬ。他方粘神分析的手法は•少くとも精神•運動過程 
G 4 S 神的方而を W 構成しその無意諭的內郛を意識的にす 
る耶を可能ならしめる。この處涩の治療的我：義は•無意 
諏的の心的刺戟 l - t 贲識的と fc つた後には"神經症の症候 
の動力的基礎を破壞する，感情衷現の正常の途の中に解 
放を見出す可能性を#るといふことである0 

かくて或る器宵機能の、感情的に條件づけられたあら 
ゆる 障碍は本來 、涕泣、 哄笑及び顏®の紅潮の如き正常 


の心 iH ! •也理學的過程と同极である。しかしながら一 Jb ' 常 
の反膨とは次の三つの m 要な贴でちがふのである a (一) 
或る器官の心因性障碍の玛合には-裘现を求める感情は 
無意識的でありすなはち抑昵されてゐるのである。 S 例 
には笑つたり泣いたりする人は少くとも或る程度までは 
笑つたり泣いたりさせる心现的の现 [-11 を說明する事が出 
來るのである。 E 2 神經症を病んでゐる妣若の場合にはか 
ういふ®は無い。かやうな摘人はその胃症候を起させる 
感惝を述べる S は出來ぬ。彼はその症攸〇心现的起源を 
すら知つて®らぬ。彼は心珂的の起因を^ m しその病氣 
に對する何か#體的の根摅を發兑しやうとする/ C らう。 
そして大抵の堤合醫師の支持を受けつ i さうするのであ 
る。(二)、心因性の陣砑は心的緊張の異常な或は不完全 
とも云はれる裘現である。それは笑つたり泣いたりする 
ことの稅に tr 原因をなす感情的緊强を存分に解放せぬ 
のである。(三 r 症候は ili 常の精神•速■的反射と同槌 
には心的緊服を解除し#ぬから，很性。機能陴碍の原因 
たる不斷の緊張がそ CO ま、績けられる a 

二、變改性ヒスタリーの理論を器質的 
疾患の分野に及ぼす事に關する批 
判的論議 

はじめて器質的疾鹿を精神分析的に取扱つた。こ©分 
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野の先覺者の著述 S に Gooo ?' G ざ一 deJ - s . 

及び ErnSL -simmelo であるがしかし又 Fejixa el & s - 

の初期の著述も)の中には植物性器宫中に起る身體的 
現象をすら，70ィドがはじめて手足の一つに a られる 
不全肺痺やヒステリー性惑赀異常の心琊的意味を解釋し 
たと同櫧に"感情をこめた#へ幻や恕の如き決定的な叉 
岛度に特殊な心现内容の¢1接表現として解釋する强い傾 
向があった。器質的疾患の分野に近づくに際して，これ 
等の著者の多くはヒステ y — 性變改の现論を何等の修：止 
も無くそのま、適 Jlj した。彼等はヒステ y — 性變改に關 
するフロィドの E 解が"隨意的神經統制の下にある器1: 
及び感赞受領器宵に於ける- m 象の觀察に蒜づいてゐると 
いふ mTI : を>1落した。植物性器官に於ては心现的内容の 
詳細を表現する可能性が•踣意的に統制 e れる器官及び 
感资受領の器^に於けるょりもはるかに制限されて 7 J る 
といふ®嬰な區別が明かに彼等の注意を逃れた。彼等は 
言龉が、感情或は M 念が述動的發現を- M す唯一の機能で 
は無いといふ暗示的の考へ方を幾分無批判に適用した。 
顏而表惝や身振 / p が心的内容の微妙な細目5:すらあらは 
す點に於て言語にあまり劣らぬ事や-顏 M の紅潮や MiiJ 
或は下痢の如き 、 fi 々の感惝衝励によって促進される不 
隨想性器 i ' R 過程も亦あると S ふ蒂の眞饨は疑ひない。し 
「犄神分析 m の©學的似値」松遺 


かし rj : がら言葉や表情や身振りに<らベて植物 n : 器官は 
心的刺钱 y 反應する多様性を制限されてゐる事は明かで 
ある◊これ等の器官の機能は或る定まつた生观的實行に 
制限され拘束されてゐる。言語泠通して思考を象徴的に 
あらはす部に對しては最も板雜な又殊に適 < c せる器哲が 
吾人の自山になり•談話を梢成する極度に複雜な m 配を 
通して再人が^现する詳細な者へをあらはす爲には他の 
如何なる器宵も充分その代ゎをする事は出來铍ねるとい 
ふ那を者へねばならぬ。心臟は破 ®J する祺が出 31 €るだけ 
だし、 ET や E - 管は限られた種：糾の運動行動や分泌機能を 
有し、 肺臟は 一 定の箭的制限以內でその生理的 ic 定めら 
れた活動を演 f る那が出來るだけである。恐怖に對して 
も•性的興飛や X 嫩しい期持に對すると同樣、心臟は常 
に破勤を以て應十る•たらう。 

これ等の一般的考版のみが*植物性機能に於ける變化 
に或る特殊の象徴的 t 觀念的 ) 意遜を歸する理論が横度 
に承服し難い 2 K を示す。一定人に向けられた敵意ある幻 
想の如き微細な心 EH 的內容が胃の機能にょつて敏徴的に 
表現され得やうとはほとんど信じ難い。それに對して曾 
が反應するものは一定の人に對する報復の如き特殊の考 
へではなく、恐らくは、勿論非常に特殊な性質は持つて 
ゐろだらうが"取に感情的の緊張や慾求のみ rf らう。， 



69' ♦揮者謹——铖物性器 wili 姑物性機邡すなは r ノー.物に個有 
なる铵能(寂識*路览遝勧，寂識性感锯〕ならざ6牛物機能 
れ5生乜"中羝|:肫する機能例へば術環"呼吸"消化、吸 
收、排泄、分泌、内分泌.生戒等の機能か nl る器宫を苜 
ふ。從って槭物性神 M 系(或 UFT 律岬經系〕 iuM 物性器 
哲に分布する神經を璁稱す5。器 rf 神經症は形■態的の涡理 
锁化4-示さぬ.桢物性怨ぜの疾也を柑し機能的疾砒に屬す。 

* * 照著者謹 —— 植物性機能障0の; S 肉に闕するこの型の M 
粹"例へ ( r ■心臟が男の性器を象®マるとする如き U 7 エレ 
ンチの«い r : t の V 中 K : すら見られる。 FenicIS 一は心臟神 
. 經妮 S 1例5:\患我がその心臟>&分の超仃找と同一視し 
てゐる事を某礎として m 粹してゐる s i の沏〇原 W 狃徴 m 
.■.辟は，その也祈の^の生活が：一:じ性質60级 m 的關係4包含 
すろ時ですら充分否認 .34 LK - C 彼の心職祸 U 關する/ II *の 
二次的知見は象徴的の意味か持って夢 Q 中1:為ら U れ S 资 
料 C 「热の殘物 b を供す S だら.しかしながらこの布は 
か- P ラな幻想が身骹的症攸 © Klw 作; [I 中に M かの役刺をっ 
: ' i め si いふ is 定を赴認せぬ . °_ 

t : ' I *\ ^ * 4 * L • , 

.變改性ヒステリーの现論をこの様に擴げる事は> 科學 
の歷史にありふれた誤01す&はち確かな觀察から得ら 
れた槪念を本來異なれる他の分野に無批判に用ふる事の 
.定爾的の一例.である。 

變改性ヒ K テリーの现論を改修する事&しに植物性器 


官の P ?: 碍に適用する上の今一つの根本的の難點は、隨想 
的に統制された器官或は感赞器官に反して多くの植物性 
器官は心の中に•恐らくは無意識の中にすら、何等の直 
接心理的(確かに何等の觀念力的な)衮示5:持たぬ點に 
ぁる。栩物性器官の心的生活*殊に觀念力に對する關係 
は、ヒステ91性變改症候0見られる器宫す rx はち隨意 
的•並びに感拗的系統の關係に比してはるかに手薄でぁ 
る。もし吾人が解剖學にょつて肝臟の存在を學ばなか〇 
たなら個人的の經驗にょつてそれを知る事は無からぅが 
しかし吾人は自分の手足や皮腐や眼の#在は直接知6事 
が出來る。吾人が桢物性器官の大多澉の存在や機能の無 
意識的知識をすら持つてゐるといふ證掂は何も無い。 

近頃の討議でエルンスト•ジムメル K3Bt simu l は 
變改性ヒステ y — に對して器宵神經症に於ては、子供の 
發達は極早期(生殖前期 rregsiu 〗 plod) に M する 
心理的要素すなはち榮養や排泄と關聯せる心理傾向が包 
含されてゐる事を力說 した。•この 堺實は ジムメルが 以 
前の著咨の中では認めなかつた*變改性ヒステ 9 — と器 
官神經症との重要な鹿別を說明する。以前に自分が指摘 
した如く"この早期に於ては子供の心的生活は高度に特 
殊辣された觀念力的な要素を^含せずに虫として、植物 
性機能と關聯せ る 一般の感情傾向から成つてゐる。吆方 







に於て變改性ヒ舊、 S が旣に話す 

取?:斑ぇてそ〇感情を貧葉にする事が出衆、觀念や幻想 
を形成する那が m 來て、愛•憎しみ、嫉妬などの特殊な人 
那關係の中に感愤的にが\っらはされる様になる*發逵 
後期 S 祝統裁期及び中瓶期) に M してゐ る ごしの赉實 
は，症候が特殊な幻想を^摅七し特殊の歙微的苡我を^ 
する變改性ヒステリ 1 IC 對して、何故猫 IV 神經砬に於て 
は一般的の感情傾向0みが衣 I ^ I されるかを說明する Q 
* D サ X ゼルス精神分析研究^§5に於て。なほ FI , 
pto ” 一 iystenen iuul zwilngsneurir 一 nt rsa. vcrlag* 
2 U * s ^ 

frselo 及び匀 ils§, George w. ; The Trandtiou f3m 
o.gauNeursis t こ conversion Hysters*clnt.!Hp?=A 
u て刊行さるべる一例報吿〕を參照あれ。 

しかしながら、心身相關關係を解釋しや5とする以前 
の精神分析的の企.ての狡大の誤りは、器官症候は常に中 
問的穿！ g 過程の連親の最終の結果だといふ事を充分考慮 
に入れる事がほとんど朱だなされ&かつた is にある〇變 
改性ヒステリトに於ては無意識的慾求は身體的障碍の中 
1' cla 接の表現を見出すのに、植物性神經系統に統制され 
る器官過程に於ては屈々中間的生理過程の更に長い連鎖 
が心理的刺戟と器官的終結と〇問に記入されてゐる。 

「轱神分 rf 學の跤取的 m 値」拾逍 


三、心因性器質疾患の一般 s 

病因型式 

胃馈祺形成の研究に於ける臨味的•诈理舉的及び精# 
分祈學的接近の配合は、多くの器宵神經疲や心因性器質 
疾鹿の一般の雛型と見做され得べき娲因型式を與へる0 
原因的要素の提ぃ述鎖の巾に次0環が碑分し捋られる" 

1、饺性〇心的(大腦皮質的)刺戟(被抑鹏慾求) 

二、 心的刺戟による皮質下中樞 Q 興淤 

三、 M 物性機能の局部的變化を來す植物性神經系統 
(副交感及びや感神經通路)を通して、皮質下中樞 

の興脔を種々の植物性器官へ傅^すること 

四、 慢性機能障碍の影斑 1C よる形態的の in 織變化 
设後の第四の環まで it まぬ場合•を人はこれを器官神經 

症或は機能的疾患と云ふ。病理過程が最後の第四階梯ま 
でも進んだ場合，すな H : ち姐織に永續的の權造變化がぁ 
らはれてしまふ坳合には吾人はこれを器質的疾患と云 
ふ。この^因型式は一歩 一 步嵇々0陴梯を通つて引きつ 
泛旮疴现過程を迪〇，心理的に條件づけられた身體過程 
に就いての瞹眯さや神秘性を解消する。組織内の粗大な 
形態變化は心琊的の力の¢1接效來では無くて•器官の生 
现機能の役性の恐らくは#的の障碍によつて條件づけら 
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れる。かやうな機能 i ■碍が中樞的(心理的〕起源を打ず 
るだら うといふ 4£は常識で ある。 精神分析學は この 知 ^ 
に心理的要素の辟確な叙述をつけ加へる。 

この E 解に從へば器官神經症と鐽改性ヒステリ—と0 
相違は主 HJ して症候の位瓰と"それを通して根原の心理 
緊张(刺戰)が身體的表現を EfH す通^の柄違にある。 
變改性ヒステ ytlc 於ては心现緊張は隨愆に統制される 
器官や感赍領取の器宵すなはち、個人と瓚塊との相互反 
應を仕遂げ從つて心的生活一般や特殊の觀念と不 rlf に接 
觸せる器官の中に E 接表現を見出す。器 rf 神經症に於て 
は感情的 M 張は植物性神經荼統を經て、觀念に啊して何 
等の ig 接關係を持たぬ植物性器官の機能に影鞞^及ぼ 
す。この事 tr 何故器宵神經症に於て症候が、例へば變 
改性ヒステリーの場合症候があらはす幻想の如き特殊觀 
念的の内落を衷現せ中して一般の感情傾 rnj のみ表现する 
かか說明する t £ らう。しかしながら變改性ヒ K テ VI 及 
び器官神經淀の双方の疾患に對して共通のものは•その 
疾患は環境に對する患者の感情關係の陴碍された事の般 
後の結趿だといふ m 迸でめる。その疾也は無意識的に條 
件づけられた神經司配であり、その励機が S 識から排斥 
され從って抑腿される爲に患若が遂行し柯ぬ隨意行励の 
代用であ名。しかしながら器官神經症に於ては义腦脊瞇 


神^茶統及び桢物性神雛系統€機能の fill の働きの分割が 
陳碍される。旣に論ぜられた如く神經系統の構造は、一 
方には環境に封する關係他方には内的過程の調節が嘅抒 
髓神經系統及び植物性神經系統の問に分けられるとい 
ふ、 K 力力の一定の配分を表示する 0 腦#蹄神經茶統の統 
制下にある隨意的司配は環境に對する態度 S : 調節する。 
內部の植物性過程は植物性中 M の， E 靴機能によつて統制 
される。器宵神經症は神經系統の働きの配分の泥亂をあ 
らはす。すなはち^機體の内治及び外交の境界線がこん 
がらかつて -' L まつたのである。正常條件の下に於ては外 
的行動に至る精神動力贵が抑應される と、 誤つた通路を 
とつて隨意的或は生殖的 til 配の代りに抓物作■系統に於け 
る WI 配に至る。かくて例へば愛や憎しみが正常に表現 V 」 
れる代りに內的過程が影^ S : 蒙る〇かやぅ 1 C 精神励力^ 
が外的行動すなはち隨意的司配から植物性器^の司配へ 
病的に侃向する邵は*國 K 政策中に M 々起る社件 W 象に 
比較し得られる。外交方 M の野心が取除の肷北によつて 
挫折すると常に國民の内政に過熱せろ歌阐氣を注ずる0 
この琪は革命が常に敗戰の後に起るといふ辦質及び•革 
命？ R 動を制止するのに敁も府效とされた方法は外國民に 
對して 5 K 事行動を起すにありといふ m 寶によつて一番よ 
1 7K される。內部の社會的緊張は杓部事態 rc か i はつて 





tH ネルギ 1 象# & て外交1へ縷く f 4 
て 解消す る。又反對靈的外交®可糧の減少は國內 
の社#的難局の危險を增大するのである。 : 

に^的過程によつて表現されやうが或は機能的 W 質 
の身！ g 障^によつて表現されやうが，あらゆる神經瘀は 
倘人〇環境に對する身的關係すなはち外交政策に於ける 
IJf 北の洁艰であろ〇あらゆるヒステリ—性の^^障柯は 
竹略された行動に對する励力的代用である。しかしなが 
ら器慕靈に於ては、個人が社念或は誌行動とし 
て装現した〇救ひを興へたりする取0出來ぬ感^!や齡望 
が内部の桢物性過程の不明無言の言葉のうちに表現を見 
出すのである。 

四、心理學的並びに生物舉的活 

力の活徑解析 

植物 性機能 ^ 及ぼす 裳$繫影看硏究 する に當 

つて"心现的資料の特殊な觀念内辟よりはむしろ^者 to 
一般の感情態度及びその衝動の動力的方向が部一に米® 
されねばならぬ事は以前に措摘された。 

これ等の一般的態度はいはで忠者の主なる傾向の方向 
を裘现する動力學的の術語で述べる部が出來る。? V 人は 
感情慾求の特徴をなす三つの主なる動力的方向或は「活 
「粮神分折^3锊取的 MMJ 价边 


徑 j evecol , を分 0 て、取り达む朗 sfmall to 5 ' 
CGrporat 6?^^0 f 5 と放出ずる願望： tffiwlg-td 011ョ1_ 
imte と保持ずる願望 tsLostaiu とに分つ事が [-U 
來た。しかしながらこれ等は^にょく定教された感惝態 
度に相應ずる杣象である。取り么む活徑慾求は、贈りも 
のを受けた S 豐‘子供が慾しいといふ1、擊心づ 
かひが慾しいと S ふ願5 T 食を與へられたい願堅或は他 
の人から何かを取るといふ願紫の如き多種の心11熊度に 
北ハ通である。同橾に多くの態度は放 m の共通性質を持っ 
てゐろ。例へば贈りも0、愛、心づかひなどをす X んで 
與へる事"他の人の爲に顯力すること•何か似値あるも 
のを創逝する^などはそれである。 M に又破瓌的に他の 
人を明擊し、活し殊に何かを人に投げつける事もある" 
配^; t : る M 望も亦"何處までも所苟すろことを主な^活 
视忡質とする多種の心理的態度の共通特徴である a 
器宵神經症の精神分析の nil に吾人は、隨分ちがった W 
殊内容を持った種々の心 H ! ■衝動が：取り込みや放 ili 或は 
保持の同じ活徑性货を持つてさへゐれば同じ器^機能の 
陴碍を起す诽を M 察した。一見したところ：同じ器窗機 
能に影■し^い種々の心因的要素ほ決して特殊のも〇で 
は無い极に兑ぇ6。云ひ換へれば同じ隙碍が、お互ひに 
無關系と思はれる多くの種類の心理的内容にょつて起さ 
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れ 6 檝に見えるがしかしながらこれ等の外見上無關係な 
心的嬰素を Ml に分析すると，彼答は一つの m 要な相、すな 
はち吾人がその活很仲質と稱する一般〇動力傾向の方向- 
を典荷する事がわかつた。そとで例へば消化の働きをし 
てゐる行だとか或は吸氣沭動をしてゐる肺臓の如き取® 
込み機能を布する器官は、非常にちがつた種々の被抑壓 
慾求によつて障碍され姑いのである。 しかし とれ等の慾 
求は一つの動力的狀態を北ハ萌して居り"すなはちそれ等 
はすべて何かを受けたり取つたりする事(取0込み)を 
あらはしてゐる。心理的内容のこの一般的動力方向は. 
それによつて障碍される器官機能の種湖と關聯してゐる 
项が觀察された。例へばこの機能 it 次に述べる樣々な被 
抑應麒槳の何れによつても陣碍される。すなはち 助力， 

愛、金，贈りもの等を受けたい願盥や.、子佻が慾しいと 
いふ願望、或は去勢したい、盜みたい.何かを取りたい 
といふ願望等である。间じ種卸の願^が取り込みにか X 
はりのある他の器 1 fv 機能、例へば呼吸運動の吸氣〇段階 
や嚥下述動等を一:碍する。すべてこれ等の興なつた慾求 
の，共通相はその求心的方向であり-すなはちそれ等は何 
かを受ける事や採る事をあらはしてゐ6。かくて再人の 
述べる第一の部類は取1> % 込みである。 

笕二の動力的部類たる放出の慾求も亦莫大な稍類の心 


理的内祥を包含する。すなはち一方には愛5:與へ"遜力 
をし•何かる作る事を助け' 贈りも〇をし、子供を生ま 
せる取などであり、他方には他人を㈣擊する(殊に何か 
を投げつけて)陬望である。これ等の衝動の何れか\:抑 
壓されたり隨窻的表現を妨げられたりすると.放級•排 
便、射精、發汗、呼氣等の放 m 性の器宵機能が影#を蒙 
り易い。 

R 腸岬經症の分析の fnlic その怠義が明かになつた第三 
の動力的性質•すなはち保持の性質も亦遊だ多樣の心现 
的内杯を包含してゐる。これ等のすべては保持し或は所 
有するといふ一の共通の動力的性質を持つてゐる。例へ 
ばいろ<なものを聚集する事，それを配列したり分類 
したりするとと(それ等$:支配してゐるしるしとして) 

や又何かを失ふおそれ、何かを與へるといふ负襁の拒 
否、持つてゆかれるのを防いだり或は損ずるのを守る爲 
に物茫1くす锕動ゝ母が胎兒を保護する態度等、すべて 
これ等 id:M 々保持的の生理 m 配の中に表現される"そ CD 
中一柝ょく知られてゐるも0は便秘だが，又尿閉、射 M 
の遲延、呼吸運動の一定 of 等は同じ慾求をあらはす 
事が出來ろ〇 

かくて吾人は"取り a み、放出、保持の三つの活徑性 
質をあらはす、心 EB 慾求〇三大部類を分つ。 
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心理樂的§に生物 f 的糧 3 槪念 SS 人は心 f 
缪的並びに生物學的過程0共通分母を見出した樣に思は 
れる 0 耵機體は贤際/ t : の极木機能(新陳代謝)が取り 
込み、保持及び放出の三つの活徑の術語 K よつてよく了 
解し叙述する事の m 來るメカ-ーズムと考へ将られる。心 
现的態度〇-分析ば同じ^徑の術諸で述べられる要素的慾 
求にまで吾人を襟く。かくてこれ^の心 3 R ! 慾求或は活徑 
はその根本的生物過程を有機體の方から主觀的に認知し 
たものに他ならぬといふ假定は肯定され S 槪に思はれ 
る。或は云ひ換ヘれば心理的力學は生命の生物舉的力舉 
の主觀的反映に他&らぬのである。 

同樣の見地が金荷機骶の機能のみならす又多くの特殊 
器宵隙系へも適用される。例へば取り込み、放出及び吸 
收(保持〕の三 m 機能を持った腸管や或は又吸氣(取 
り込み)呼氣(放出〕機能及び酸素吸入といふ保持機能 
から成る肺臟の三 m 機能の如き r 適用されるのである。 

まだ今のところ活徑解析は主として、體表而に口を開 


いて居け S 機能織境との寶交換から成1そ S 生 
现活動は取り込み"放出及保持から成る器背系統{^腸 
资、■呼吸器系統、泌段生殖器系統、或る程度までは皮膊 
も)の硏究中にその有;1]性を示してゐる。これ等の器官 
に於ける心现的條件からの陣碍(器' K 神經症〕は V 取力 
込み•放出及び保持の慾求の問の感情平衡が亂された結 
來と解せられる〇これ等の慾求或は活徑性ほ■器官神徑 
症の場合そ Hm ょつて陣碍され6植物性器官機能の型を 
決定する。 ， ：* 

惑情の平衡狀態のかやぅな障碍は、精神葛藤0爲にこ 
れ等 CD 主要態度や慾求が-個人の社會的及び性的關係の 
中に IE 常表現をなし得ぬ場合 1 C 起るのである。* 

* 活悭解祈から見れかやうな器官神鸫從の I 般論 IIB 分の左 
の 論文 中に 更に充分論ぜられてゐる。 The Ibgia af Em ? 

1 tions ItsdyiloBac^royiuu Int J. Fa-A*xst 
193 8. 


1 

1 

1 

_ 

m 

1 

ll 

m 

2 

l 

tm B 

wm 

^«Di 

i 

l 

1 

於： 

tm, 

m 

1 

m 

1 

1 

定 

i 

送 

料 

共 

五 

丨十 

錢 

s 

k 

g 

m 

關 

多 

し 

O 

墨 

I 

本 

誌 

m 

四 

卷 

S 

號 


r 粘神分析取の辯學的 m 値」袷逍 










文藝學"、」精神分 . 析 (4fioc3) 

武 田 忠 哉譯 


し 力しながら-これで われわれは 、かやぅな試み—— 
(精神分析による文學邵■解)—— の 蕺甜に對して、 それ 
らの暗黑而0 I つ$:摘發しなければなら fc い 〇特に 、し 
ばしばシ N " クなものと 境み接する合理主義と形式主義 
がかかる ものと して 强調さ れねば ならない〇これらの 
主義によつてフ B ィド學徒は、かつて 構成された槪念裝 
f 文斟史の般大かつ毂小の現象に對して批判と 選揮な 
しに强制するので あろ。 

かなり以前から精神分析による文繆劳察は•菇も明白 
に、 J •ザ t ドガ I によつて代表されてゐるが*彼は、全 
く二流の雜文窠にすぎない。クライスト I ヘッベル•コン 
ラ I 卜•マイヤ—に關する彼の論文は、粗惡な細工 
品として記號づけられねばならない。われわれはこの運 
動の名春のために T かやうな書物はけっしてそ〇文藝學 


的關心の正しい狀勢を示さなかつた」 と 云は ねばならな 
い0である。 

* イージドール*ザ|ドガ|(一八六七- ^ 0 ^ 41 yo 0 

総醱。辂神分析。文取批評。 

それに も かかわらず*何故に アカ デミ—の文學史家は 
この方面において消極的であるが-それを部分的に說明 
しぅる 多くの特性が、本來なほザー ドガ—以外に も，精 
神分析派の出版物に充分に淺 り つづけて ゐる。すなは 
ち、 これらの 番物に おいて芻術 的 等級が 無視されると と 
は" 精神分析が §];» する 极本槪念$性質からだけでな し 
に1 それらの作品と作銳 —— (文學の北(犯者〇銳 人と し 

，て5用されるところの〕 I の選採からも生じるのであ 
る0 

例へ，ば-イ .?• セン0「グラディーブ I 」に關するあの 
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フロイド Q 論文では、ミ t ヒ广\ 〇亞流作家〇サ t クル 
から生みいだされた一つの小說が I 将みるところのない 
專心をもつて取扱はれてゐる。そして-この作品の貧 
は、エマ—ヌ H ル•ガイべルとバウル•ハイゼの名前と 
並んで、むしろ、あまり高く云ひ現されてゐるのである〇 

*ゲイルヘルム•イ H ンゼ vg 八三七——一九一一〕。抒情 
詰〇短篇小說。特1*初期 UST テーォ KI ル•シユトルム 
から影? I さ n 、 MRM 詩人として彼の KJE ミナを数抓 Lt:o 

しかしながら、この場合の判斷の不確實性は t なほ種 
々の理 E から把握を期待することがで^る"が"例へば 
シュテーケルにおいて、それは明かな沒趣味にまで强化 
される，彼の•文 m 渚の夢に關する斫究の主要部分は、 
現代作凌の戶別訪問の結架から成立してゐる。しかし、 
これらの作家の壓倒的多数にもかかはらず"少しも文學 
の專門蒙の注意 S : 强ひることができない。何故なら‘彼 
等は、殆んど一つの乏しい平均水準にも達してゐないか 
らである。 

その他の_大部分の精神分析學荠も/近代文學の領域 
へ歩み入るときには、ほとんどその鹚術 fri 値に關しては 
論じるに足りない文繆作品に彼等の nl 窓を向けるのであ 
る0 

最後に*ュングの「心现學的タイブ j もまた眞に锻も不 
文现疾>」粘神分析 


遊な 聯關 において"シてヒ "K ラ10 r ブ 〇メ t トイス 
とエビ メ，1トイ ス J0 分析に對して I つの場所と意咏— 

—(やはり同じやうな批雖を呼びおこす ' i ころの〕- 

を與へてゐる。さらに、この裸物には、ホ，ルダ—リ1 
ンの詩の解釋が含まれてゐるが"內容を TR く f « L るため 
に•この詩人の} K 才的な形式 M 輿に對する设敬の念があ 
ま0に巡しく忘れられてゐるやうに思はれる。 

さらに附加されることは、 フロイド 自身は別として、 
精神分析の文献は、ほとんど全部あの醫學ドィツ語_ 
(不評判な.しかし、それが當然である) —— にょつて 
自ら充足してゐる。しかしながら、この齋雖ドィツ語 
は，通代における文藝學研究の黎術的傾向と比べて最も 
烈しい對]!«を形づくるものである0恐らくこれら二つの 
覜點〇内的對立はまた形式的にも•一肸いちじるしく刻 
みつけられることは出來ないであらう。 

結局•歷史的に考察すれば、かやうた對立は當然でな 
ければならな5。何故なら"フロィドの初期0大著述が 
成立した のは、 荒涼とした藝術ィデオロギ I と自然から 
の^遠とが多くの反動を呼び起さねばならない時期であ 
つたから。 

これらの反動の一つとして"いままで偶像化されてゐ 
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た +2 典主遮的な藝術家のタィプが精神分析にょつて拒否 
された。そして、それを補充するために•可成高い天分 
をもつ人問も，物質の力•血と運命— (自然科學的に 
規定された)——の力に不可避的に結びつけられてゐる 
ことを汞したのであつた。 

さらに"これらの"逆の方向をもつ反動の他の10 
はいまや通常シニ K ファン*ゲォルゲといふ一つの存在 
において見いだされ彼は、すぐれた文蜞容の理想を 
一^すぐれた時代 ic 對して保管するために、それを公衆 
的•國民的な敎育事業から一つの嚴かな孤獨へ移した。 
そ0後、彼の祯神から•文學と歷史に關する一つの考察 
が スタートを 起す 1 C いたつた〇恐らくそれは.精神分析 
的な人格破壤に對して、 JHIC 極度の反對として主張され 
ねばならな S であらぅ。すなは^、それは•超時問的に 
すぐれた個人一(なほ彼の初期の評論 {: おいても，象 
微として讃美されたところの，)！に対するマつの崇拝、 
1 C 外ならないのである。 

結局、■こゎら 二種 類の觀察は、本來いはゆる： 止 統派〇 
文藝學と歷史學 0外 部に發生したが、今 CI で tr これら 
の擧の領域において-最も奇興な治安妨宵漭の役割を演 
じてゐろのである。 

♦ムッシュク4 T 文學史硏究が卽時代的であるこ i を必要と 


し、そのためにゲオルゲ iII 反對な地位を ^ ii ' c ゐる同じ 
くアカデミ！の文^史家である7リッツ•シユト y ッヒが * 
その「文级と文明 JC 一九二八〕において"自ら沒時代的な 
キヤメラ•アングルからやは y ゲオルゲか取上げてゐるこ 
t は、现代ドィツ文鉍枳界における一つの興哝深い對照と 
いは nlr ならない。 

いまやわれわれがかやうな報^の暗示によつて、 とに 
かくわれわれの觀點を高めるならば、 またこれら 0精神 
分析の文献が もつ 多くの 奇異 &-點も、——(いな•それの 
钹式 的な訓練の缺如さへ も j I :やや違つた 照明の下 
に现れるのである。 

それらの I あまり精練されてゐない態度は.ただ藝術 
品に内在する莴藤 / d けを遇め、それ(葛藤)が形式 1 C よ 
つて克服され ることを 全く無視し ようとす る〇か やうに 
して、公式的に銳化された闕帶チ f ゼの主狠盏がつねに 
好んで身を委ねたところの"一つのよ〇深 S 意圖•不遜* 
祺 みると こ6のな S 自負、それらは現代精神分析^の態 
度と一致するので ある 0 

かやうな自负はその限りにお S て‘從來かつて存在し 
なかつたものを提示するのではない。何故なら.一方の 
文藝學も：たえず征服者がこの種の野短な侵入をくり返 
す舞癍であつたからである。 
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われわれはここで浪浼派あるひは靑年ドイツ派の定理 
の時代へバックすることを要しない。かやう ?X 抑鹏がい 
かに烈しく、しばしば誇販をさへ求めようとするか、そ 
〇歷史的な一例を明か贮恐ひうかぺるために—われわれ 
は、 fi : 證主義的觀念がドィツにおける文雄史の叙述に導 
き人れられた場合を回想すれば充分である。 

この抑鹏によつて生々したィニシ"テ1ゥの過魏そのも 
のが示される U しかしながら 、それ It 、 その對手(贺證 
主我)が客觀的に論究しようとする意志を妨げて ri なら 
ないで あらう 。特に、すべてこれらの運動のスタータ— 
である 70 イドが"その评動に關してつぎのやうに叙述 
し•てゐる以上"かかる妨碍はますます許され得ないので 
あ乙。 

「結局 I ここでは"すべてが最初のスタートに厲し. 
推敲が 乏しく、 大部分はただ萌芽で あり， しばしばまた 
ブランにすぎないのである◦しかしながら*公平に考へ 
る人は•そこに何ら*批難の理 FII を兑いださないであら 
う。ここには、きわめて多くの課越があるにかかはら 
ず、少數の硏究奔がそれに從琳してゐるにすぎない。し 
かも、 彼等の大部分はは他に何らか她等の專攻科目を持 
ち、いはばデ"レタ>卜的用意の下に.彼等の專門外の科 
學の專門的なテーマーに•觸れなければならないのであ 
文熟^ i 柄神分祈 


SOJ I フ d ィ K 「精神分 rr 逑勋史 J . C1 九二四}— 

われわれは"この興敎的方法において盛に行はれてゐ 
るすべての見地今簡單に段11することはできない。尤も 
それによつて"70ィドと彼の說そ變形した人々の邳論 
の訊織が禆構成5れるであらうが*ここではその側面を 
朽略したいと思ふ。したが〇て、私は下論爭されつ 
つある豐富な文學心理璆からいくつかの特徴的な見解を 
取上け•それによつて"全骽——(もし假にさういふも 
のがあり得るなら^ T そして"それがあることを欲する 
ならば) I に關して少くも一つ s 觀念を與へるだけに 
止めるのである。 

先づ一つの主要項 M として"フ a イド自身によつて再 
開始された-文羅的&フ Z タジ10活動の解釋を引用し 
なければならない。すでに私はそれのデ"テ—ルについ 
て述べた。それは、いはゆる白 H 夢の觀察と分析の上に 
如みたてられてゐる。シ" I ベンハウヮーによつてすで 
に注： m された，：1:日のファ>タジー。それは性慾衝動あるひ 
は名穋慾によつて培養され*しばしばまたノ— V ルな人 
ijn もそれに捕へられる。この Q 日夢は I (したがつて、 
やは〇文學作品も同じやうに)—、過去の幼年時代の 
遊戯の繼續かつ補充であり、それは一庇精雒に說期さ41 
るのである。 


t 









アロィドの見解にょれば、この現象とそれの粘神的 〆 
々~スムの硏究から-文學における材料選擇の本質、作 
品における、資際の I あるひは幼年一代から回想された 
1 S 瞼の交流、それらに關する新しい說明を期特すること 
ができる。恐らく白 n 夢は"眞の文斟の前段階を形づく 
るものであらう。それは：陲夢に對してと同じやうに、 
文學に對しても原理的なも〇を共衔する。しかしなが 
ら、勿論、差別的翌素も全く缺けてゐるのではない。結 
局、フミタジ—においても•街動の遊戯、願锘の贤現 
と、抑！一された性慾と、婴兕的な欲求とに關する原理- 
そ H らがきはめて强力に yl ドするのである。 

ユ-て夕は、この兄解の IM 性を批難した。 

「一つの心现擧的事^は、眾にその因眾律だけからけ 
つして充分に說明されることができない。むしろ-それ 
はすべての生命のやうに1また常に一つの创造的•前進 
的要素をも含んでゐるのである 。 J 

かやうな純粹の決定論に對する批難は、すべて CD •フ 
ロィド心輝■學 Q 批評蒙においてくり返される。しかしな 
がら、 荒^へルベルト•ジルべラ—の*替物「神祕鈥の テ 
I マ 1 J は. I つの r 相似的」原理を精肺生活のメカニ 
ズム的な記述へ^き入れることを試みて兴敗した。 

また仙の一人の批評家が‘かやうな記述に 「E 我の先 


灭的现想性」が缺けてゐることを不滿に感じるのも_や 
はり同じ推移を意味するのである。 

* p しいメモは不明であるが、 I 九一一1一三年顷"多く 
の"馈神分析に關すろ硏究を狡衣し"特に"象徴 irvT ン 
タジ—について秫々の宅絡か試みてゐる〇 

7ロィド學派の一人であるハ" X •ザックスは T 共通 
CDan 夢 J の心现擧的な特例からさらに結論を鸹くこと 
によつて、上述の兄解を專門化する ことを 企てた。それ 
によれば‘二人の若い同性の人 flo が 集ま0、一つの7ご 
タジ—化された顆望生活を共通に生活しつく ■す場合が生 
じる のである。しかし & がら、彼は•文醪史が作衆の傅 
記においてこの現象のために提供する踝宫な例を引用す 
ることを止めた。むしろ、彼はその代りに、彼 C 身が锂 
際から得た結趿 を、 充分に牛：弪した文舉漭の精神的態度 
へ適; IJ した Q それによつて-文织衮は•一人の假想され 
た同伴念(詖漭 ) と一致した^前に臨んでゐるのである。 

一般に、侗人の S 日夢は沒社#的である。それは孤立 
的な個人を滿足させるにすぎない。，つぎに、共通の白日 
夢は：彼等に實現された一定©宿1に恶づいて • 二人の 
關與漭 K 奉 ff : する。しかしながら•敌後に、婆術作品 
は-特殊の過程を迆礎として•出來るだけ多 m の人 fa ] の 
ために創造され"科維あるひは宗敎のやぅに"一つの大 


きい社會的行爲 $: 形づくるのである。 

以上は、この齊物 S 敁も粗い輪廓を til ! 示したものにす 
ぎない。私がそれについて記した他の理巾は、それの優 
秀な琢 n 知識と叙述機式が、他の精神分析の論文がもつ 
好ましくない frf 習から決定的な絕綵を示してゐ6からで 
あるり 

ここでも、多少あまりに慌ただしい結論が猫かれる。 
しかしながら、シラ ー の「幻視！^」とシ H — クスビア0 
「テ-てへスト J に關するこれらの評論は、局外の硏究者 
からも盹味をもつて受けいれられるであらぅ。 

勿論、文壤フ Z タジ—の本質の問越は、これらの解決 
の R みにおいて新しく現れたものではない。それを示す 
には、ヴィルヘルム•ディルタイといふあの一つの^前を 
舉げるだけで充分である。 

私はこれらの解答の敁大價値を"それが藝術家の對社 
#關係についてわれわれの a 解を心理學的に深め51た點 
、において認め6。ことでは眞に、文掛許にょつて形づく 
られた材料と彼の形成力は何處に由來するかといふテ— 
► t が、一つ0意志にょつて、具象的な明確さをもつて 
提出された。そして"この意忠は、もし將來できるかぎ 
り自制と愼重の原則を保つてゆくならば•長い年月の PM 1 ] 
7 にはかやうな木來の相において完成されるかも知れない 
文換琪と箱神分析 


のである。 

* (1 八七七！〇ハイデか- Hfe 4ク。免探擧。徽 a 學。血淸 

5 


_考日く——ムシュクは粘神分析の文^批評があま P 
慑秀でない作品を對象と t 過ヤ」 S とかブ文铋作：：一とし 
て〇美的 M 値を問® fc せぬとか云つてゐるが"今顼こ‘ 
んなことか1 K つてゐ S のはムシュクの方がをかしい。 

犄神分析から Ji れ Itm 密も正常希も文熟作" utlc 傑作で 
あらぅが银作であらぅが)も1視叫仁であることは、 
锊取から见れば一國の君主もルムぺン V 同じ病氣であ 
り限り間じ1:投薬するのと同じだ◊それ It 文莪の獒的 
m 値は科 ^ AL ての分析に It 傲が立たぬ i 云ふことは 
7 D ィドの興に* d してゐることだ oT : sr 文騍缠贫能 
力ある淞が分析批刿力を具へた場合1:そ0惝锿判斷が 
I 府銳く^ sis ふに過ぎ t : い O ( K ) 
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の 足 


少 年 


i4r 


岩倉熙 子 


ごみ^-した町の撕屋の倍に盥かれた大きな箱に腰か 
けてゐるセドリァク'〔『家なき兒』の屯人へ0 0ぶら〇と垂 
れ下.つた足^—を想像した人はなからぅか。店先を往き 
來する雜多な人々の足■足 I 足の中に•唯 I 對丈の粉 
争のやうに_すんなねと，それでゐてしつかりし T ? J る 
足をセド y ザクの悌に結びつけた人/1ゐないだらうか。 
セド y づク〇足はその心の樣に美しかったに m ひない。 


つい C の fu ] の C とである。私は何時ものやぅに學校ヘ 
行く爲に家から！！杯 P への道を歩いてゐた。冬と違って 
この初®:の朝は砵をしやんと立て X 、眼を見開か十には 
ゐられな S 程快 so 未だすつかり成長しきらな S 木の葉 
tr 陽の光をたやすく透して風に嗚つてゐる。 


と、向ふの四つ角! C •私は少女と少年との姿を m め 
た u r あ、つ」と思つた瞬刖|私の足は平められて>どぅ 
にかして その 二人に ia ひつかぅとして ゐた。「记た'い一 
私はあの二人を M たい* E なければならぬものがあつ 
た。」と思つたが"それは何を見度い心の動きなのか判 
らなかつた。大きく曲つ た 上り坂の is が 眞直な下り坂の 
逍となつた時、私は二人をはつきりと認めた。少女はお 
河童、 白いセ—ラ！ 0上着•黑い驟の あるスガ ー ト、黑 
い靴下*巡励靴、*といふ姿であるヂ.，：：丨 
少年は由い {}5 操峭、 Efi い ランニング：シ t ブと、バン 
ッ、そして_白い運動靴を穿いた素肌の足。私の E は 
その足に喰ひ入つて行つた。その少年0足は何と美しか 
つた事か" 

眞直ぐで、 rrl く"生毛まで見ぇるやぅな足 i 私が見 


i . 






庞く\歸祖らずに追ひ求めて來た0-.は备たつた0だ〇 
その足は金く、少年のみしか持ち得ないかうな足であ 
る。略肉の不平均な發述で蛇(〇顎のやうにふくらんだ、 
恶力そのものを思はせるやうな、骨張つた"毛むくぢや 
らの，大人の足ではない。少年の足だ。しかも美しい足 
だ。その足が今私の前にある〇步いてゐるのではない。 
私の爲に其處に在るのだ。……飽かず眺めてゐる私の心 
を知らぬ氣に少年は"少女と手をとつたまゝ右侧の小學 
校の門をく 持つて行つた。 

X: 

私は何故"見も知らぬ少年の足に、こんなに心 5 : 惹か 
れたのだらうか〇今考へ S してみても.その時の岛まつ 
た感惝が殆どそのまゝ麵つて來て私の心を動かす。一生 
のうちに、二度とあのやうに美しい足を私は兑る事があ 
るだらうか。 

i 母日々々學校で U る足は、みた S い太い女の足である。 

あ0少年の純粹に美しい足に比べて"この人々‘ひい 
ては私自身の足は、胸が惡くなるやうである。女といふ 
ものに特有の Ilf ? つぼ S しつこさが足に迄ひろがつて"む 
う<するやうなのが我々の足である。私があの少年の 
足を、世に類のない程愛すべきも〇と惑じたのも*或は 
75 所 ir 大极足許り si てゐた脱が全く違つたものを見出し 

少平の足 


て•心を蹄ら t た* V られも知れな ioi 

- ,* X 

山本有三の『眞實の一路 j の蕤夫の足はI双 ic 最後 
の場面で、述動會の觭走に地面がうしろへ、うしろへず 
れて行くのが感じられた足はいやはりこのやうに美し> 
足ではなかったらうか。 

ギリシャ文化の盛んだつた時、少年が大人に愛された 
事は、その時代の一つの特徴であったとさへ言はれてゐ 
る。ギリシャの少年の M もやは〇あのやうに美しかつた 
事で あらう 。 C 完) 



〔H 後に〕班者 It 少年の足1:だけ奥を認め'<;男の"/11に t 女の 
足にも醜惡なIのか感 T る士一 k ふ。- W の足は r 筋肉の不平均の 
菝逮で舵€類のやうにふくらん7;1柢力そのものを思はせ5し 
きうであ5し、女の足は「女と云ふ1の、特有の脂つぼいしっ 
こ5が足： i 迄 CA ろがつて、むら <ナるやう J ださうであ* e 
少年の足は「冷羊のやうにすん^ ui* それでゐてしつか y し 
て J か y 「純梓で美しい」さうである。我々心卿■极徙はこれ a 
の叙述 s 中1:如何にも返女らしい性感®な認めることが極めて 
綷易であ性然制と同性愛士ぺ二 K ナィド i 劣等涵とが入 
浞つて妥協し合つてこのやうな心理を稱成して b ることは多少 
の分析心得あるものV、何人も容易に^破し抑るところであら 
5てい<>ま T もこのま、で堺ら n て tw るが、今のところ 
はこれでたければ^らないのであらう0 C11〕 









故大佐の令孃 n ち(ニスフィ丄ド作) V 

- * . ォ * 4 ^ - I ン • , 

岩 倉.具 榮譯 


四 

セント•ジョンのフ T 口 t ルズ，氏が、その同じ午後に 
訪問した時*彼等は大勝 M まりが惡かつた" 

「御狀期はどんな1:か平靜なものだつたで御座いませ 
ぅね。」 Iti ! い應接 fu ) を通つてファロールズ氏が、彼女等 
の方にすべる樣にして來た時云つた M 初の fr 葉は之でぁ 

つ ^ c 

「はア全く」とジョセフ"ンはかすかに云つた。* 

彼女等二人は頭を垂れた。眼だつてぁまり平靜な眼で 
はなかつたと二人とも 確か it 感じてゐた。 

「お掛けになりませんか」とジョセフ"ンは云つた。 
「ありがたう御座 S ます"お嬢さん Ji 7 Tn — ルズ 
氏は感謝して云った。彼は上衣の端を持上げつ\亡き父 


の时掛椅子に腰を下ろし始めた。併し椅子に觸れさぅに 
なるや否や彼はとび上らんばかりにして"それでなく隣 
りの椅子に腰をすべらせた。 

彼は咳 S : した。ジョセフィンは兩手を握り合せ*コンス 
クンチアはぼんやりしてゐた〇 

「私はお娘さんに申上げたいのですが」と77口1ル 
ズ戈は云った、「いや"コンスクンチアさんにも申卜げ 
た so ですが"私はあなた機方にとつては何かのお力に 
ならせて頂けたらと存じまして。； tf 差 m がましいこと 

ですが-何かお力になりたい■と考へてをりますので . 

:aJ7T ロールズ氏 は、 迆だ端的に、熱心に云つた。「我 
々が御互に力になり合ふのは神樑のお思召しで御座いま 
す。」 

「本當にありがたぅございます、ブァロ I ルズさん， J 
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と i ?- 1セフィンとコンスタンチアとは云つた o 

「どう致しましてごファロ —ルズ氏はお/ C やかに云つ 
た。彼は皮〇手袋を指から拔きとつて膝をのり出した。 
.■「それからあなた方のどちらでも"もしお二人ともがさ 
ラならばお二人とも.小さな信荠の煺會を作りたい i 思 
召しならば*今こ i ですぐ"私におつしやつて下さ0ま 
せ 0 «.' 同じ信徒の粢俞が あると 云ふことは•屢々木常に心 

强いもので御座います。-大きな慰めで御座います L : 

と彼はやさしくつけ加へた。 

併し小さな輿會を作れと S ふ案 fc は彼女等は恐ろしく 
なつた-。何と云ふことだらう！祭塊も何もない、彼等 
だけしか居ない、應接 lln で集#とは—.ヒァノは餘0 
髙過ぎる/ C らうとコンスタンチアは思つた。ファロール 
ズ氏などは^餐杯を持つてその上に屈みか、ることな t ' 
は勿論出來るわけはない。そしてケイトはきつと割込ん 
で來て彼等の邪魔をするだらうと•ジ"セ7 " ンは思つ 
た〇そして眞中でベルが鳴つてゐるのだと想像するので 
あらうか？それは彼女等の喪について誰か m 要 fe 人で 
あることだらう。彼等は忝々しく起上つたり出て行つた 
り、又は待つてゐるだらうか……苦艱の內に待つてゐる 
だらうか。 

「若し後でその氣になられましたら' お宅のケイトさ 
故大佐の令孃た? 


んにでもハガキ$:書かせてみなにお知らせな 3 いませ M 
とフ Tn — ルズ氏は云つた。 

「はァ"いろ—木當にありがたうございます…….1、 
と二人は云つた。 • 

フプロ —ルズ氏は立上つて圆いテ I ブルから黑い麥鹉 
帽子を取つた。 

r それからお葬式についてはごと彼はやさしく云つ 
た。『私がお lit 話しませう——あんた方のお父様の十 III い 
友達として"又あなた方、ピナ—さん0お鎭さん——そ 

れからコンスタンチァ3んのお友達として- -OJ 

ジョセ74ンとコンスタンチア i 立上つた。 

「私はなるべく諸事 fir 單に致した s と存じまして I 
I 」 i ジョセフィンはキッバリ云つた0 r それに餘り# IH が 
か i らない様に致した s ので御座 s ます。それから私の 
望みと致しましては一 

「長保ちのするい-.もの y したい〇」と夢想家0?\ 
スタンチァは"ジ"セフィンがまるで夜着をでも質つたか 
の様に"一人で考へてゐた。併し勿論ジ3セ7ノ 〆 はそん 
なことは 1 K は&かつた。「亡父の地位に相當したものに 
致したいので御座 S ます。」彼女は大變神經質になつて 
ゐた。 

「私は友人のナイトさんの所に急いで廻りませう、」と 








7 T - B 1 ルズ氏はなだめるやうに云つた。「私はあの人に 
こ i へお訪ねすろ樣に賴んでみませう。きつとあの人は 
大變あなた方のお力になるだらうと存じます〇」 

* ， * ~ t- T ■**' 

'_-*.** • 舞 %- * * ■ t | 

五 

さて•とにかく、さう云つた方面の事は凡て終つた" 
併し彼等は二人ともお父さんがもう決して歸つて來ない 
のだとはどうしても信ずることが出來なかつた. 0 墓地で 
棺が下された時"ジョセフィンは自分とコンスタンチアと 
が父の rp しを得ないでこの事をしたと考へて"一瞬 lai 全 
く恐ろしかつた。お父さんが知つたら何と云ふだらう。 
何故なら父は早かれおそかれこの都を知るに遠ひないか 
ら。彼はいつも云つてゐた0「埋められる I 。お前達 
二人の娘が私を a めたのだ！」彼女は父のステヴキがゴ 
ッンとぶつかる音を聞いた。お i 、 彼等は何と云つたら 
si だらう？彼等は一體： I ：と云つて辯解することが出 
來ょう『そんな ことす るのは金く恐しいぼ ど 心ない事の 
機な氣がした。その蝾冏に彼がたまたま賴る人がなかつ； 
たからとてその人を かくも惡く利 用するとは〇他の人々 
はそれ等凡てを當然の とと、 して E てゐる様に思はれ 
た。彼等はその土地に不慣れな人即だつた。彼等にはお 
父さんがこんな£■とに遭ふ 全くの般後の 人で ある ことが 


分らうと H : 期待出來なかつた。いや、それ等凡てに對す 
る批雖は彼女とコンスタンチアにふ P か i つたらう。そ 
してその费 ill はと、彼女は‘竪，くボタンをかけた辻馬跟 
の中に入り込みながら思つたノ彼女が父に勘定書を見せ 
ねばならぬ時になつたら、その時彼は何と云ふだらう？ 
彼女は父が全くどなつてゐる■のを聞いた。「そしてお 
前のこの見かけ倒しのお祭騷ぎのために俺が金を拂ふと 
思つてゐる〇か J 

:「お、」哀れなジ，セ7"ンは猙_:尚くうめいた。「私達は 
こん fec とするんぢや&かつたわね。コンちやん！」 
するとコンスタンチアは"色の黑いくせにレモンの樑 
に葦白くなつて、び《し食聲でつぶやいた「何をし 
たんだつて V ジャグちやん？ c ジョセフィ Z の愛稱>」 

「何とでも勝手にお父綠のお葬式をさせとくんだわご 
と云つてジ"セ7 " ンはくづおれ*新しい妙な番ひのす 
る.服喪用0ハンヵチ t フの中に sd を a めて泣いた。 . 

<「でも、外に何とか私達に出来ることがあつたかし 
ら？」とコンスタンチア h 疑ふやうに訊いた0 1 •赴達は" 
お父さんを放つておきも/ II 來なかつたぢやない0?ジャ 
グちやん一^私達はお父さんを埋めないでおくわけにも 
行かないぢやな s の、 とにかく？ j 

ジ，セフィンは热をす\つた。迁馬堪 K 恐ろしくむつと 





« 
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してゐた * 

「私、知らないわ、」と彼女は淋しく云つた。「凡てが 
大變なのよ。私達は少くとも一寸の (!!] だけ，やつて見な 
ければならなかつたと思ふわ。完金に確實にするために。 
一つのことは確かよ」 —— そして彼女の淚は又も迸り ffi 
た。——「お父樣はこのことについて私たちを決して許 
して下さらないでせう——決して一」 

六 

お父さんは決して彼女弊を許さうとはしない/ C らう。 
二朝經つてから、彼女等がお父さんの持物5:調べに部屋 
K 人り込ん/ C 時、今 5 g よりも以上にそ Q こと5:二人は感 
じたのであつた。二人はそのこと5:本當に靜かに話し合 
つた〇それはジョセフィンのし&ければ&らないことの細 
目射にさへのつてゐた。お父さんの持物を調べ T ' 片をつ 
けること。併しそれは朝食後に次の様に云ふこと X は大 
變違つてゐた。 . —^ 

「さあ、用意は♦い i の、コンちやん0 J 
「え、、ジ+グちやん_^あなたさへよけりや U ! 
「それなら私はそれを片付けてしまつた方がい i と思 
ふわ。」 ： • ， ン 
ネ f ルの中は暗かった。どんな事が起&ても-決して 
故大佐の令雄 t : ち 


朝 S 中益さん冠 ft JS 盆數年來？ t であ 

つた。それなのに今彼等はノックもし&いで J - を開けょ 

うとしてゐた。 . コンスタンチアの眼はそれを辦へる 

と思はず大きく擴がつた。ジ"セ7ィンは膝がガク<す 
る樣に感じた。 

「あなた^_あなた先へいらつしやいごと彼女は n 
ンスタンチァを押して喘いだ。 

けれどもコン K タンチアは、かういふ場合いつもいふ 
搽に云つた 。 「si え、ジ t クちやん•それはちがふでせ 
う。あ&たの方がお姉さんだもの OJ 

ジョセフィンは-他の場合&らどんな¢1とがあつても 

口に出せ&いこ i であつたが——切札としてしまひこん 
であつたところの「でも*あなたがすつと竹が高いんだ 
もの J + V 危く U にしさラになつた。その時二人は凝所の 
戶が開いてゐるの tc 氣が付いた。そしてそこにはケイト 
が立つてゐた……。 

「隨分堅いわ」ジ"セフプノは戶の引手を握つて一生懸 
命 M さうとして云つた。如 M にも何とかしてケィトに.や 
らせょうとするかの綠に一 

それも駄民であつた。そのお娘さんは . 。する，と戶 

が彼女等二人の後ろで E められた〇併し-—併し二人は 
お父さんの部屋に這入つてゐるのではなかつた"彼等は 
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lin 逸つて號をつき拔け全く違ふ部屋に入り込んだのかも 
知れなかつた。戶は丁度彼女等の後ろ 1 C あつたらうか。 
二人は餘りに恐ろしくて見ることが出來なかつた。ジ3 
セフィンは戸がそこにあつたとすれば、それはかたく閉 
ざ X れてゐるのを知つてゐた。コンスタンチアは、夢の 
中の戶の樣に■全く引手がないやうに感じた。その引手 
の冷たさは何とも云へな S 恐ろしさだつた。それとも白 
さのためか——どつちであらうか。凡ゆるものがおほは 
れてゐた。窓布は下され、鏡の上にも布片がか ip "敷 
布は寢床を被つてゐた。白い紙の大きな扇で爐はふさい 
であつた。 n ンスタンチアは瞭病に手を蓮出した。彼女 
は殆ど露片が落ちてくるかと思つた。ジョセフ"ンはまる 
で菸が凍りつくかの揉に、#の中が妙にくすぐつたく感 
じた。その時、馬車が下の丸石道の上をきしつて通つ 
た。やがて靜けさは片々に rx つて震へる様に思はれた。 

「窓布を上げた方がょかつたわね」とジ『セフ，ンは勇 
敢に云つた。 

「えそれは い X 考へでせ うょ0 j n ンスタンチア 
は小聲で云った。 

彼等は只窓布に一寸觸れた r けであった。併し布はと 
び上り紐はまき上り1ブラインドの梓にまきついた。そ 
して小 $' vv ふさは^るで離れようとするかの樣にコツ n 


ツ音を立てた。それは n ンスタンチアにとつては大變な 
ことであつた。 

「別の HS ために、これをはづしておいたら どうかし 
ら fj と彼女は小聲で公つた。 

「どうして？」ジョセフィンは直ぐに應へた。コンスタ 
ンチァが可怕がつてゐることがよく分つてゐるので"い 
つものやうにさう ic ふ風に應へるのがい V と感じて…… 
「さうするのがい、わ◊でも、コンちやん"そんなにひ 
そ <聲を出さない樣にしてよご 

「あらさう？ そんなにひそ-^聲？」とひそ^^聲 
で〇ンスタンチアは云つた。 

「それに、あなたは何故そんなに寢 m $: Eo めてゐる 
0). ?」とジ 3 セ 7 ィンは" 殆ど 挑みか V るやうに聲を上げ 
て"云つた。「餸 0 C の上には何にもありはし&いわ。」 

「お、、ジャヶちやん-そんなに云はないでよ一」と 
哀れなコンちやんは云つた0 r とにかく、そんな大きな 
聲を出〇&いで頂戴。」 

ジョセフィンは自分が餘り云ひ過ぎたと感じた。彼女は 
簞笥の方に身體を大きくひね P •手を盖出したが、す早 
く又ひつこめた Q 

「コンちやん 1 J 彼女は喘ぐやうに云つた。そして彼 
女はくるつと廻つて褚笥に背中でもたれか io 允。 














fil 


.「お-^ジてクちゃん- 何なの？」 

ジ3セ7ィンは只睨むことが出來るばかりだつた。彼女 
は何か端的に恐ろしいことを逃れたといふ極めて興常な 
感じがした〇併しお父樑は筇笥の杣出の中にゐたことを 
どうしたらコンスクンチアに說明することが! I 1 ,來る/ C ら 
う？お父 tl はハンヵチやネクタィと典 K 一番上の抽 m 
しに入つてゐたか"シャッや蔣卷と共に次の柚出しに人 
つてゐたか.それとも珩物と一緒に一番下の袖出に入つ 
てゐた。彼はそこに——丁度戶の引手の筏ろに——隱れ 
てぢつとこちらを瞠め、今にも飛出しさうにしてゐた〇 
彼女は子供〇時分に泣き出さうとする時いつもやつた 
嵇な、おかしな十：：風な顏を n ンスタンチア〇方に IM ) けた。 

「私"開けられないゎ。」彼女は殆ど泣きさうに云つ 
た。 

「い i え、開けな. S で"ジヤグちやん」 コン スタンチ 
アけ熱心に小聲で云つた。開けない方がい、ゎ。何も閗 
けな S で顶戴。とにかく-畏い ! ifl 開けておかないがい X 

ゎ OJ 

「でも—でも•それが大戀弱つてる様に E えるの 
よ.」とジョセフィンはくづおれて云つた0 

「■でも弱つてゐるにしても今度だけ H : どうして、弱ら 
ないわけがあつて、ジ+ゲちやん」と"コンスタンチア 
故大佐の令娘?:5 


は小聲で大變烈しく/ ffO た^そし r 彼女0蒼珥い眼什故 
鍵のか V つた^—遊だ安全な I 寄きもの垠子から、大 
きな光る衣裳筠窃 s 方へと飛んだ。すると彼女は妙に喘 
いで呼吸し始めた。「私達の生涯で I 度は弱ることがど 
うしてないわけがあらう"ジャグちやん。それは本當に 
勘辨出來ることだわ。弱くならうよ——弱く、ジャグち 
やん。强いよりも弱い方がよつぼどいふわ。」 

そしてそれから"これまでに二回 tl どした、驚くべき 
大麟なことの一つをした。彼女は衣裳雄！5につき進み、 
かぎを廻し，鍵穴からはづした。はづしてからジ、セフィ 
ンの方にそれを港出して"自分が何をしたかを"お父さ 
んが外造の fill にゐるかどうかを故意 ic ためして見たこと 
を觉知の上だど云はんばかりに異常な微笑でジ"セ7ノン 
に示した。 

大きな衣袈馈筒が前によろめいて、コンスタンチア〇 
上にくづれか、つても*ジ"セ7ィンは M かなかつたら 
う。それどころか•それは如何にも起りさうな唯一の適 
當なこと/<:と彼女は思つたであらう。併し柯祺も起らな 
かつた。只部屋は前よ b も靜かに忍はれ，冷た S 空氣の 
より大きな片々がジ"セフィンの肩と膝に落ちか V つた。 
彼女はふるへ出した。 

r いらつしやい"ジャゲちやん」コンスタンチアは尙 










もぁの恐ろしい無氣味な微笑を湛ぇつ V 云つた〇と- 
ジョセフィンは n ンスタンチアがこの前 IQI い池にベニ イを 
押込んだ時にもさうした樣について行つた。 

七 

併し、彼等が食堂に歸つて來た時•緊張0結 m が現れ 
た。彼等はふら^-しながら腰を下し■お T ; ひに顏を兄 
合せた。 

ジ"セフィンは云つた"「何か ffi かないと何 i'c もする氣 
にならないわ〇お湯令二杯、ケイトに賴むでもい X かし 
ら〇ど う 思つ て？」 

r ぁら"どうして賴んでいけない？分らないわ0」 と 
n ンスタンチアは落清いて云つた。彼女は又もう 全く#！ 
通に&つてわた。私はベル1:ならし度くないのょ。私は 
臺所の戶の所へ行ってケイトに賴むわ。」 

「え、、 さう して頂戴"」とジ3セフィンは椅子にぐつ 
たりと 爬を下しつ、云つた。「ケイト 1 C さう 云つて、お 
盆に二杯/ C けつて， n ンちやん、他に何も要らないわ、 



「水盖も要らないんでせう"要る？」,.とコンスタンチ 
アは云つた。水差がそこ记あつたらケイトは多分不平を 
云ふ■&>の樣杧0 


「お i , v >-4 え.そんなもの要ら&いのよ！水羞な 
んか必知な S わ。ケイト It 壺から it 接注げてよ、 j それ 
で實は撕駄な骨折が畨けるだらぅと感じつ、ジ"セ7"ン 
は叫んだ。 

彼等の冷たくなつた稃は-綠色の緣の所でふるへた。 
ジ3セフィンはその小さい赤い兩手でコッブの周りを但ん 
だ〇コンスタンチアは M かけ ui し•コッブのお湯を一方 
から他方へと波の様に動かしつゝ、湯氣の上をフーフー 
と吹いた。 

r ベニ—の話」とジ^セフンノは云つた。 

そして、ベニーのことはまだ話 1 C 出てゐなかつた s だ 
が- n ンス タン チア0 顏付はもぅ そ0 話が出てゐたか (/) 
様に a えた。 

f あの人は勿論•何かお父樣のものを送つて吳れると 
思つて！ Q るでせぅ。でも•セイ n ンに何を送つたらい X 
のか知ら？六づかしいわ L " 

「船で送ると品物が崩れてしまふつて云ふの？」とコ 
ン1タンチアはつぶやいた。 

「い i え-なくなるのよ fj とジ3セフィンは銳く云つ 
た。「あなたも知〇.て〇通〇、郵侦がない0。飛脚があ 
るだけよ0」 

黑人が白いリンネルれズボンをはき、犬: tfe 栩色の紙 
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包みを手に 持つて•尚價な 生命の ために、 蒼白い野原 5: 
通つて！！けて行くのを"彼女等二人は"見るやぅに思つ 
た。ジ9セフィンの黑人は小？かつた•彼は^の機に光つ 
てチ3コチ走つて行つた。併し n ンスタンチアの黑人 
は丈の高やせた奴で、そ〇ために彼は何だか盲目.的 
な疲れを知らぬものがあつて"全く不愉快な人物だと彼 
女は一人で考へてゐた。……ヴュランダには.白づくめ 
の服を着、コルクのへルメットを冠つて•ベニ I が立つ 
てゐた。彼は、お父さんが我慢出來なかつた時にした樣 
に、右手を上下 It 振つてゐた。そして彼の後ろには、一 
向何の興味も&く、まだ僉つたことのない嫂のヒルダが 
坐つてゐた。 

彼女は fli 3描り椅子を動かしてタトラ—誌のベーヂを 
くつてゐた。 

「お父樣〇時計が一番適當な贈物だと思ふわ J とジ日 
セフ"ンは云つた。 

コンスタンチアは見上げた。彼女は駿いてゐる搽に a 
ぇた。 

r まァ"金時計を土人に持たせてやるの？」 

「そりや勿中味は何だか分らない樣にしておく 
わ。」とジァセ,フィンは云つた。「まさか中味が時計だと 

は誰にだって分らないやうに . ど誰も何だか想像出 

故大佐の令拢たち 


來な51妙な形の小包を作るといふ考へを彼女は好ん 
だ。彼女はそ0內に何かを容れょうと思つて長い間大切 
にしてゐた細槎 S 厚紙の n ルセヴト筘に時計を隱してや 
らうと云ふ考へを 3 へ 一瞬 Rn 思 ひ 持つた*それは大變美 
しい堅い厚紙だつた。併し" いや、 この場合それは適當 
ぢやなからう〇それは上に文字が啬いてぁつた*「中形 
婦人用.廿八。特製堅固な胸衣。」ベニーがそれを開 
けてお父さんの時計をその中に見付けたらどん&にか欺 
くこと/<:らう。 

「それでも勿論それは行きさうも&いわ ヵチ^- 
云ふん尤もの u -° とコンスタンチアは云つた。彼女はそ. 
の上、土人 W 蜜石を好むこと S : 考へてゐた。「少<とも」 

と彼女は附加へた。「結局さういふ際だとしても隨分變 
だと思ふわ。」(未完〕 


〔琢者日 <" ヒナー大佐死してあ iu 殘 S れ t : 二人の孃さん 
方のその後 一 MR 1 I ほどの wm した生活と心理か描いてゐま 
す。今 pn の i、l る II 第一一回ですが、次 M で党結し ます G 分 
析鑑贫 は その上でゆつくけ^みませぅ〇どれを改んで見て 
も•マンス フィ ルドは銳い心 M 家 - C あることな fFfi 想 Li 

5 
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(二十七)夢の淹婆マブ嫒 

秦 1 * *«. ， - , * 

「 II ミォと•チュリヱット J 0第一慕第四場に、次ぎ0問 
答がある。 

(n 5ォ)昨夜予は萝七兄た0 

(ザ T キユ—シオ1〕俺も見た a 
dr み ゆ* 

ctr ミォ)そして足下の夢は？ 

ゆめたみる &<!:-* !lr と そら =^^ <せ 

(了キ H 〕 空想衆は善語や空語を言ふのが癖ぢや4 
S ふことを0 

C a ミ S や空賠の中にも動かぬ眞现が節つてゐ％ 

\ きみ 硌ぅ v 

(マーキ〇 お- 1、 それならば、あの"足下は"昤夜は 
マブ媛 C 夢妖精)とお臥やつたな！紀奴は妄想を 

ぎする@1、 £¥^ iiurt 雲ょり 

ナ S け L つぶ e ん <1ひか ねむ 

も小さい姿で、芥子粒の一群に車を牽せて、眠って 


卜(績) 


長谷 JII 誠也 


にんげん はたばし&よ嗲中づ 41レよ aLt ' 

ゐる人間の麻柱を撗切りをる。 C 中略〕彼奴が妬夜々 

よ こ夕びとど t 本た t なか かけ fu 

々、戀人共の頭腦の中を馳廻る i 、それが忽ち種々 

§* ていしん ひ r はし へ一しんていとう№-0 

の夢となる。廷臣 0 膝を走れば平身低頭の夢とな 

だ h げん！一ん 5び U し 欠 P ま L や赍ム SJ 6 び&ム 

り、代言人の指を走れば忽ち謝金の夢となり、美人 

くちび6はし krii キづスゆめ て V * 

の#を走れば忽ち接吻の夢となる。(中略〕また廷 

b ん は/; した はし f l 一ん 4ギ ri ゆ© み!»& 

臣の菸0下を定る、と叙任を■呪出す夢を見る、或ひ 

&さゎぶた L 0 ぼ け 11 くし はな ごモ f ば V じ 

は献納豚の尻 M の毛で牧師の觅を櫟ると、柄め，寺 

T やうふ み ある へい.1ら vtf す 5 t < tL け * iu 

領が一 i ぇたと見る。或ひは丘ハ卒の頸筋元を研廻る. 

て^くび と S のつ1*-0 ふを vk 

.すると敵の剪 S : 取る夢やら"攻略やら，伏兵やら • 

4太めいけん 芒 C ぬ*1-し >< tl い と JJG み 、 bt 

西 1 牙の名劍やら、底拔の視盃やら-铊端に耳元で 

ぢんだい二 k 上 ！ sAsl ぬ 1*«どろ ひ上こ C ふた 

-陣太鼓•飛上る■目を凝す"おびぇ駭 S て■一言二 

■JJJUQV 1ね uA & 1:ナ A ど v £ ふむ17 

言刺をする■又就眠る。(中略〕或ひは娘共が仰向に 

ね じぶんう f むし言 S さ (P が*ん 

臥てゐる時分に、上から無上に壓 1 けて、つい忍耐 

くせ P なん つはもの 零3 . P 

する癖を附け、難なく强者にしてのくるも彼奴 Q 業」 
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(坪內博 si . 

マ.フ嫒は"人間〇祕密の顧望を夢の形として出生させ 
る商婆であると言ふ半：旨のこの霰詞は、まさに精神分析 
說〇涔喩的解說である。妖秫マブの陴說は、ケルト民族 
の問に傳へられてゐるもので"マブといふ語は、子供ま 
たは幼兒の意味であると。この妖精 [C 「ク斗—ン」とい 
ふ尊稱を H らせたのは、多分シェィクスビアが初めであ 
らぅといふこと/ C 〇 

ついでに言ふ Q シ= y — が十八歲頃に键いた鉍詩「マ 
ブ女王」 (Queen Mab ) は、この妖精女王が"睡眠中の 
乙女ア4ァンシィの靈魂を呼び起こして"種々の幻影を 
兑せるといふ〇趣向である。この妖耥女王は"歷史を Ji 
せ、人類の惱み〇由來を說き’さらに將來の改造された 
现想世典を紹介する。そ ofio に宗敎、政治、その他秫々 
の社#制度に對する批評や•諷刺がある。言はて妖精 
女王が衍擧者になつて眾をするの/ C が、 m 婆役たること 
は昔話わ通りである〇 : . •■/ 

ベン•ジブノスンも"ロバ—卜•ハーリクもマブを作品 
の材料としてゐるが、 m に妖粘の女王として取扱つてゐ 
る^けだといふ。次ぎに"ウ4ルター•スコフトは、これ 
を妖精茆婆として描いてゐる。 

なほ、 シ h イクス ビアの原文には Queou Mnb とある。 

心 pa 硏究ノ ■卜 


坪內博士が「ク f! こを 「m と m されたの^細心 
な用意から / C と思ふ。產婆として C マブ fc 附いて^るク 
ヰ1ンといふ語は"主權容の®をもたず" m に女または 
Quean (あばすれ女〕の意味であると K ふことだ 0 

c 二十八)デュ？エットの嚴後の語 

ヂュリヱブトの J 3: 後の語はかうだ。 

Yea,no:s ? then 3 6brief* c happ}. dajrgor ! 

A 、 r^/rtrle rE, rbc 二 et mo die* ( さ ^3 i? 爸、 
d ' て cnl dit 3 

や"人猙？なりや、片4も乳う。：：：お \ 娘し 
や" 規规！ C D ミオか佩び r : ろ短劍ル取りて〕さ"鞠は 
こ X に0(と胸を貫き)そこに居附いて、予を死なせ 
てくれ0 ct 息 12 ゆる. X 坪內博士課〕 

(附記〕臺詞中の rst といふ語は、第ークヲート— 
に據れば3 S であると。 

所削新心现擧の門口をのぞいた人でも，この語 1 C 無窓誠 
の深刻&影髁のあることを認めるだらう。デュリ H ” 卜は 
滿足して死んだのでち3。 

(二十九)戀愛問題と河流の夢 









8 « 


わが！：の文學には、山上慌良の七夕の歌、畏歌短歌十 
數前をはじめとして，今日 (C 至るまで"これも題とする 
詩歌が非常に多い。带牛•織女の話は支那で作られた も 
のであるが"その主旨は戀愛に惱む男女雨性のことであ 
つて、それは珍らし VV ものでもない。 

彥盘と棚機津女と•天地0、別れし時ゆ、柄蓆，河 
に向き立ち•思ふ空_安からなくに、嘆く空、安か 
らなくに、靑浪に"望は絕えぬ•白雲に"淚は盡き 
ぬ • 

であつて、どこの國にも*太古から彥租も棚機^女もざ 
らにあるのだ〇た r 問 1 M となるのは「天の河」である。 
なぜこ、に河流が介在して、 

風雲は、二つの岸に、通へども•わが遠妻の、一 K ぞ 
通はぬ。 

と言ふやぅな愦況となるのか。 

傳說や、古今の文繆中には、戀愛の靴關の象徴として 
河流を持ち出した例が少くないやぅだ"わが國の傅說 
や、文學から，憶ひ出すま\に擧げて M れば、安珍淸姬 
物語には H 商川、「妹背山 J には吉跸川、「朝顏 a 記」に 
は大井川が利用されてゐる。また、^仙 r 船橋」には波 
瀬 川、 佐野川が出てゐる◊これは萬葉集にある炎歌「政 
つ毛野、佐野の船橋’取〇炉し.！^さくれど*わは 3 


かろがへ」を迪としたもので"謠曲も*歌も共に心现學 
的に考察すれ•は、おもしろい。また•河流で II ないが， 
本±と島との fyl の涧も、同樣〇意味に使はれてゐる。越 
後と佐漉との Rn の海水、熱海と初岛との問の浪路などは 
この例である。なほ•廣く文献をあさ-る&らば"似たや 
う&例が、いくらも出て來るだらう J 

これら0河流や> 海水は、-天の河物語から直接の暗示 
を受けて描き m されたも〇とは言へなからうが、無意識 
の方面から考察すると、5;に關係があると思はれる。な 
ぜなれば、天の河の話は、もと<夢想から作られたも 
のであり、夢に現れる河流は、多くの場合において、戀 
愛の難關を象徵するからだ。摘愛は成就するかどうかの 
問 M は•夢に河流5:渡り得るか、ど.フかと言ふ蠘遇とな 
つて現れる。昔の夢判斷の寄には*左のやうに咨いてあ 
る® 

天の■河?:渡る者は百事吉なり。 

水の上を步み行く麥見れば: , 萬事と V のひて大いに 

ょし。 

これで E ても，河流や、水が 1E 要問越の象徴として取扱 
はれて來たことがわかる〇そこで、太古の人々にとりて 
は.戀愛が * あるひは今日の人々の場合ょりも> 1そう 
重大な問題であつたらう。それはクブ—の威力が强烈で 
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あつた— を想へば"首曹れ る だらう。一方.太古 G 
人類に とりて. 河流を渡るといふことはノ亦常な難事で 
あつたに相違な5。だから"戀愛の難解な問 1 S に關ずる 
夢の過程は"河流をその象徴と し •それを渡る か、 渡ら 
ぬかに何等かの盘味を求めた0であらう。さう して 天の 
M の物語は—かやうな無意識の心现を基として褥成され 
たものであらう。&ほ"太古の人問ばかりでなく.現代 
に至 S までの m 西の人類は、夢にこの窓味0河流を^ 
KT それが傳說や、文璆上〇河流となつて•戀愛問 { S と 
密接な關係を結ぶのである。 

ユングの紹介にょると T へルマスの牧者」といふ诘敎 
窗中にも"戀愛問. M と 河流とが結びついてゐる。へルマ 
スと は、どういふ人であつたか"はつきり分かつてゐな 
いさう だが、その著は紀元後百四十年前後 1 C 番かれたも 
ので あり"古くは宗規に合する書として廣く讓まれた 
が•後には敎现に違背する所があるといふので排斥され 
たと。 なほ或凿には" へ ル マスといふ 人は"ロマ書寄第十 
六京第十四節に出て ゐるへ ル メスと 同一人で あらう とあ 
また一齋 には 最初の法王 ピウスの笫で あるといつて 
ゐる 。しかし*今は それを 仔細に硏究する必要はない。 

とにかく"へルマスといふ人は"敁初、ダといふ 
婦人 tr 奴隸として 仕へ、 後に自由の身となり"家座 も 
心现硏究ノ1 . h 


作つた Q だ 0 自由〇人となつた後 Co 彼は" 0 *ダを妹〇 
ごとくに想つてゐたが‘或 日、 口—ダが河流で沭浴して 
岸に上る時に手傳つてやつた。その時"彼は口—ダの美 
に打たれて"かやうな姑人を妻とするならば，定めて宰 
福であらう"と思つたと言ふのだ。彼は敬鹿なキリスト 
敎徒であつたから、この念をおこした瞬咄*苦悶惧惱の 
生活が始全つた。さうして或夜の夢に"谿咎のやうな處 
をさまょ ひ、漸く谷川を渡 U て向う岸へ上“，地に伏し 
て11悔の祈轉をしてゐると：天開けて p I ダの姿が現れ 
たと。しかし、この口|ダは愛慾の對象でなく、祌性を 
帶びた女性であつた0だ。これから"この女性とへルマ 
スとの lm に1!!}答があるが、その主 B - は"要するに「すべ 
て色 M 5: 懷きて女を見るものは、旣に心のうち蟲涅した 
るなといふ敎訓である。 

へルマスが溪流を液つたことは解決を意味し*その解 
決は宗敎的である。つま®—愛慾が#華されてしまつた 
のだ。 これならば 泰平無事「萬事吉なり」である。た k 
し、 a 1 ダと VV ふ婦人が"神性を帶びた女性として现れ 
た點は"特別0硏究を要する。これは、ダンテのビァト 
リースの性質の 變 化と對比して考へるなら ば、 興味ある 
研究と ならう。 




SB 


(三十)象牙の塔 

「象牙の塔」といふ形容語は、ソロモン0歌といふ 
「雅歌」第七幸に出てゐる。 

なんぢの兩乳房は牝鹿の雙子なる二つの小鹿のごと 

し"なんぢめ頸は象牙の戌樓の如く云々。 C 和3ィ 

ブル〕 

言ふまでもなく女他の頸の美を形容した文句である。 
元來。「細歌」は戀愛の歌であつて、甚しく色情的であ 
るが、キリ K 卜敎徒は、これを象徴的に解釋する〇こ\ 
にある女性は信徒の ffi 副、 ep ち敎#のことで、敎會は 
1,聖母マリア」の象微と見るのだ。實に彼等信徒の無意 
識心理は"女性、格.敎曾などを結びつけてしまつたの 
である d また"ィタリア ini - ロレットに在^祖名な寺院(マ 
9アを記念するもの)の祈顾文屮には"マリアを形秤し 
て「象牙 S - 搭 J と書 S た所がある。 

今日のこの語の用法は、寄齋とか * 硏究室とか、 とに 
かく世問と離れた思索の世#の意味をもつてす a 。 だか 
ら象牙の^を出でよと言へば*^ if や、推现にばか T り 
耽つてゐることを中止し*現實の世界へ出よといふ意味 
になるのだ" 

ところで、この^喩的形容語の元の意味をもつてす忆 


ば， 象牙の塔に m ぢこもることは"敎铃內に引込んで ゐ 
ること、女性の頸にすがり附いてゐること•或ひは母の 
懷に抱かれてゐることの意味となる。從つて、象牙の塔 
5: 出でよ*と言，ふことは•結爲、母 n ムブレクスを破壤 
せよといふ盘味になる。 

褡といひ、象牙といひ、無意識心理においては， m 々 
の意義をもつてゐるもので，この二語が結びついて•こ 
の有洛な形容語となつた0>は、決して偶然で&い。これ 
は特別の研究を要する項 H である。 

(三十 一)男女兩性心一： •具有 

n — ル 0 ヂの「座談」中に•次ぎのやぅな意見が出て 
ゐろ。 

强い心 Q 人といふものは"成風堂堂•狐疑するところ 
がないけれども、惊人ではない。惊い心の人といふもの 
は、 T ンド G ジノス ( AudrogynnB 雌雄 M 花具^•雌 It 
雄花向座_又は男女兩性具有の意)であらねばならぬ 
(大盘 ) なぼ他の所に言つてゐる。天すと言はれる凡て 
の人の^貌には、■なんと&く女性的—女々しい意味で 
なれ1な所のあるものだと0 

ヴニンニァ•ウルフは、この說を引用して言つてゐる。 
男女刚性がなけれ _ir 子供は生まれないと 同様に， I 人 
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04に•男女兩性の心现が同座でなければ、創作品は生 

じ&いと。「才 t ランドオ j の^者としては、極めて當 
然な意 II である。 

nt ル y デや、ゥル7の言ふ通り••傀大&心の持主、 
または天才と言はれる人々は' 雨性の心理をもつて S ) る 
に和違ない。いや、どんな努性にもある女性的心理(そ 
〇反對に•女性にもある-95性的心理)に不常な抑壓を加 
へないところから立派な、おもしろい仕 S ができるので 
あらぅ。 

與性で、女性的になり切つた例は"ィギリスの文學蓄 
ウ4 y アム•シ> I ブ0 vaiam f 31 18：16 —1901) で 
あらう。彼はスコットランドの人で*詩人として"また 
評論家として Iff : に m たが•中年からは Fiona Mil 
と^ふ女性0劣で：種々の作品を發表した。それらは， 

殺人犯分析三 


犯罪心 HR の研究に當って糈神令祈を應 ra するなら if 、 
殺人犯分析一一:例 


ど im 人 Q 作で、 msm は‘ Q 名 Q 女流文 
學犮が木當にゐるものと思ひ"それがシャ—ブ Q 匿名で 
あると言ふことは-彼の死後-漸く判明したくらゐであ 
つたと。わが闕には「土佐日記」といふ例があるか ■ら、 

シャ—ブ P 話は珍らしいとも思はれ&いが"そ S やり方 
は、 かな〇徹戚的であつて異彩 3 r 放つてゐる。扔性の名 
を用ゐた女流作家にはヂ『丨ヂ•サンドとヂ "1 ヂ•エリ 
オットとがある。これら異性の右を川ゐた作凌の文^と 
內容とを比較するなら！ tT 非常* C おもしろい硏究となら 
50 

興性を表はすといふのは•異性を模倣することでな 
く、銘々の自己の內にある異性を表現する意味である。 
これを撤も好く例說するも〇は、わが國の女形であらぅ。 


例 

塚 崎 茂 明 

犯罪の性質や原闶やその他今迄不明のま i に放棄せ»ば 
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ならなかつた m 々がもつと明確な形をとつて、我令の理 
解を深める 所少くないと 信 中る。 以下 I - C 述べんとする寅 
例は策容の直接經龊したものでない爲に精細を缺く が， 
主3日だけはわかつて戴けると思ふ。 
x 

ml 例は某鑛山で起つた殺人事件である。殺されたの 
は低能の女で_頸部に二條〇索溝があつた。死因は明ら 
かに絞殺で、二條〇索溝を生じたのは紐繩を二重に卷い 
た爲めではなくて•幅廣の帶を HJ ひた結 M 生じたもので 
あつた。犯人は1«ちに擧げられた。それは隣りに住んで 
ゐる低能の男であつた。「何故殺したか j と： K ふ警察宵 
の問ひに對して、犯人は「殺して3 K れと云つたから」だ 
と答へた。くわしく調/て ii ると次の樣な事がわかつ 
た。元來此の二人は隣り同志の好誼から親しく附合つて 
ゐたものであるが•丁度殺害された當日被：舟者が犯人の 
家へ鰯を持つて行つたものである。常然海から遠い瓣山 
のこと i て鰯は生きのい1菩はなく*なれてしまつてぐ 
つたりしてゐた。犯人は「お前も此んな風にして欲しい 
のか」とて-そ S 夜隣家へ忍び込んで絞殺してしまつた 
と云ふのである。 

どうも低能の云ふ£とはわからんと云ふので*此れは 
M 因不明で放棄された。 


先頃哈慰された屮野〇若妻段しにも此れに似た犯人0 
口述がある。矢張豆腐か莉篛か何かのやう 1 C ぐにや< 
したもので一觸微鹿にし^るもの V 如く感じられたから 
やつたのだと云ふ。此の少年は丁度金滞蹯大の糈神科外 
來へ通つてゐる所/ C つたと-同敎室に居る知人から聞 VV 
てゐ石。殘念ながら診斷名を聞くのを^;れたので"此の 
問®—は今は放栾して前に返る。 

さて犯人が低能であると云ふのであるから"その口述 
の何處までが眞であるか保縦の限りではない が、 犯人が 
無意誡寵觀を行動した Q だと云ふととは理解し得る。 

被害漭が生负は珍らしいからと奸意で持つて來た鰯が 
牛氣のなくなつてゐるのを ii て"犯人は被齊教が「此ん 
な風にして欲しい J と云ふのだと解したから•盛んに無 
罪を叫ぶのであつた。犯人は魚を女性象徴として鰯と被 
赉#を同一視してゐるのであらう。 

犯人が投出した願望は「魚を喰ふ如く被害索を性的に 
蹂■してやりた SJ と云ふにあつたらうと思ふ。しかし 
彼の頭は返行的であるので、夢で性交 ( D 意栽を积する絞 
首が現®の結果として現はれてゐる。斯うした低能容の 
場合にはその現赏の行爲をも無意識の顯现として夢の分 
析法で解釋しなければならないのではないかと考へる。 





01 


第二例は、 S 市に起0た Is 4的段人事伴で象。 
「大變だ。人殺しだ Lr # ぃ顏して駆け込んで來た向ひ 
隣りの主人0既に、炭 M の主人は飛んで行つて見て吃驚 
した。 茶の [nl には 若母が朱に染つて悶死して防り•土 lifl 
には麥女が： r 手前の落ちんばかりに斬り付けられてこと 
切れてゐた。更に子供までが慘殺してあつた◦炯眼なる 
當： so 手にょつて直ちに犯人は舉げられた。それは思ひ 
がけない當 MQ 主人で杏つた。兇器は日本刀で節笥の中 
から 發 E された。その上殺寄當時漭てゐた衣類が水浸し 
になつてゐた事から追求して_到頭事馊が明白となつ 
た°ハ ： ■ :：' : 

世にありふれた事ながら本事件の原因は嫁姑 Q 不和に 
根ざしてゐた。當 H 此の家の主人は老母に妻女との不和 
に關して文句を並べてゐたのであるが•言の聞き入れら 
れぬと知るや* 口本刀を持ち出して斬り付けたのであつ 
た 。 M の悲嗯に躲いて二階で子供に添乳をしてゐた妻女 
が降りて來て止めんとするのを1反抗するかとばか〇靳 
りか io て行つた。妻女は相當带つたと兄えて兩手前斬 
り離され、土! IS 3 迄行つて择倒してしまつた。血を兒て逆 
上した主人は ai に二牌の子供を殺害するや、流しで兇器 
と衣服とを洗ひ■濟物を造かへて漂然と散步に行き、歸 
宅して si て黯いたと云ふのである0 
,粒八犯分析三例 


此 Q 例は古翠作氏§はれ為®世コムこクス比 
装く殺人 m 件ではないかと思ふ。近親^的慾望が母殺し 
の形をとり、妻女の制止が超自我の象微となつて、エ 
デ"■ホスが去靈徴たる脱球剔出を牧行したやぅに*針 
Q 4 fAtM 凌を塵紋することにょつて文字通り自己の種 
を絕やしてしまつた。斷種が完了してしまふと•彼は全 
く別人となつて行動し"散步から歸つて驚いた始宋なの 
である0 

母親が邪魔になるなら，母親だけ殺したと云ふのな 
ら rf •かわかるが、胎に子のある妻までも狡し、おまけに 
いたいけない子供惠殺し ' S 何•たか意味がわからん 
と云ふので"當市では"かなり問 M になつた祺件であつ 
た。血を M て逆上したと云ふ新聞の意兑以上の說を出す 
人なくして此 Q 主人は北海道行となつた。「濃が惡かつ 
た」と裁判所で泣 t 出した常人は今では校範囚になつて 
ゐるとか0 

X - 

筇三例は H ディポス的な父殺し事件である。殺したの 
は藥堞の學生で、殺された父親と云ふのは^ M 的に罹つ 
てゐたと云ふ。神純系痰患の時に、斯 M を見ることがあ 
り_夂辦敁紉の時に神經系統が侵されること f あつて、 
どちらが先行したか知らないが、此の父親は少し氣が變 


# 
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になつてゐたさうである"夜^日筠に母を m 待するのを 
見かねて、彼は父親を毒殺してしまつた、しかもその築 
村が猫いらずであらうとは。願望充足を自的とする無意 
識動機からの計®は，何と簡 m な頭から割り川3れるの 
であらうか。もつと冷酹な思 m を働かせれ If •毒物學に 
は綠の薄くない藥學生0こと故•他の方法もあつたであ 
らうに。いづれコムブレクスに迷はされて爲す業は低下 
された智能でしか計謀3れないものである。これも模範 
囚になつてゐるとか0 
X 

問組は犯罪が行はれてからの事に就いて^はなく、犯 
罪の豫防にある。街頭では健康に見ぇる人々も家庭では 
何と危險；/ I 崑 S 綠に立つてゐることであらぅか。それで 
省各人は己が健康だつと思てゐ〇、もつと明朗な生活を 
#可 < して得られることを知らずに。 

1九11一七•七•二九- 
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千人針分析 

不老泉院主 

七月卄二日の都新聞讚者櫊に禁洒_痈 
主莪者 M 田逍一氏は、出 lln 屯人に酒や煙 
草を M るの [J 惡結果を來すから遠 I & せょ 
i 說会、序 U 千人針が迷信だから廢せと 
云ふ邀見な述べたが、それに封して"そ 
の想 U の同紙家座欄には「迷信だとて挑 
斥 S 來ない J と云ふ「種々敎脊家の意兄 
か親めズ紹介し」てあつ n 。 

fKjE 氏の禁 M 論 _ i 就いては、私 U 分析 
的 JSL 地からの批評を某誌に进いたからこ 


I 時 I 精神分析映畫『魂を失へる男』を見て 

評 —人格分裂に就いて— 

塚崎：.茂明 

本號資料镧に報吿して瓰いた殺人犯分析の第二例に於いて.人格分裂の赞 
機と云ふ問 M にぶつかつて大分涔へさせられる所があつたから、あの搜例は 
硏究の餘地を殘して mUZL くために殊更暫く發表を控えてゐたのである。所が今 
度•精神分析映5£と銘打つた『魂を失へる男』を見て弗常に而闫く感じたの 
で、改めて此の問! S を取りあげて見ょぅと思ふ。以下映蕺の槌槪を述べなが 
ら小論をまとめて行かぅ。 

レオ•ラべ—ル原作"ウ h ルナー •ホブホバウム監督•その他出演諸の唯一 
人、映螯には全く門外漢の私は名も聞いたことのない人達であるが•嘗て見 
たルネ•ク VI ル作品の「自由を我等に』と同じく、二度繰りかへして見る 
氣になつたほど强く私の興味を牽いた。 

瑞四のパ—ゼル市、中央病院に於けろ出來事である。この病院には、最近 
突發した新流行性腦脫炎で入院したネガ—ル氏が命旦夕に迫つた身を百十二 
號室に tt へてねる。今や治療の手段を失つた院丧のチ*ルコ博士が若い醫帥 
■に相談して M るが# K ? 所がない。ヴント騎師が间僚デュマルタン盟帥の發 

見に係る治療血溃の赉驗を提謎するが*博士は也^を試驗代に使川すること 
, 時 評 
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を許さない。『もし茁一血淸が注射にょ9て癒れば此れに越した ci はない。 
しかし不幸にして死亡した場合はどうなるか•血淸のために死を來したとも 
考へられないものでもない。」と云つて許可しない博士の言葉に逆つて、デュ 
マルタン醫師は注射を決行する。ネガ—ル氏はその爲に最初好調に向つたが 
呼吸困難に陷り•八方手を詖したが死亡してしまう。待合室でネガ—ル夫人 
から面と向つて「血淸の赞驗のためには、良人を殺してもかまはないのか。」 
と非難されるや"デュマルタンは憎惡と攻擊の的になつてゐるかの如く感じ 
て、 Ifll 淸 S 殘りを粟て血淸研究の害類を入れた折鞠を持つたま I 飄然病院を 
去つてしまう。彼は八方から [Ifl ぇる 非雛の幻聽に耐ぇかねてとある橋の上へ 
現はれる' 橋上から水面を見ると自分の影がうつ、てゐる。遂に彼は水面を 
指盖して叫ぶ、「デュマルタンは彼虛にゐる 0 私は袍を预つた r けだ。彼 1 C 袍 
を返さねばならぬ。」と。そのま、河中へ投身する。直ちに救助されて自分 
の病院に送られ、意識を取り戾して病院の中を歩き廻るが、もう彼は別我と 
&つてデュマルタンを搜してゐるのである。 

彼が院長と血淸の使用に就いて語つた時「私が實任を負ふ」と確言し、注 
射に際しても「自信が ある」と 言つてゐる。尤もネガール氏の死因は解剖の 
結果检塞であることが分り、血淸が权禅でないこともわかつたのだから、彼 
の自信には根據があつたのかも知れない。しかし失敗して自信は崩壤し*前 
言を破：つて责任を逃れよう‘とした點から見て、彼の自信は寧ろナルチスムス 
に根差してゐたものと海へられる。資料額に揭けた殺人犯の場合と多少は違 

ふが、矢張®超自我〇呵貴が人格分裂の契機となつてゐる。デュマ•ルタンが 

自己の黃任を自赀したならば*人格の分裂は起るまでもなかったのだ。しか 


、に(±綠返？ないが、干人針鸿题に就い 
\少し論じ- C 見たい。千人針の布は T 之 
か肌 U 瑢 UV ゐろと*職畈恙く家に歸つ 
弋 來 AJ i ; •ムはれて ゐる 0 A 一れ ( I 勿論迷 
信で s > る〇 阱し ：れが迷信で わ5 ことは 
現時の敎竹を受 IT たもの iL ては誰知ら 
ぬものは無いのであつて、敢乂岡 m 博士 
の5說敎か生9までもないことである。 
それを岡田氏は如何にも R 分一人だけが 
氣付いたかのやうに今更らし，4_じ立て 
るところに その 不自然 さが あるので わ 
AO 

それほど迷 m だ i 分りきつてゐなが t 
何故それかやるのかと岡田氏 U 反 (ill する 
かも知れない。併しこれは心现的效果が 
問短な S である〇慰間袋だと' ■ cInl じこ W 
である。高が五十 is か一圓位の内聛のも 
の、贳つ t : とて邪從にた〇位なものだと 
云へぱそれまでだけれ.ども，城地-しあつ 
て內地から慰間袋が S 3 いた i なれ it 、 誰 
だとてこれかた v の五十錢、一101のもの 
とは考ヘないでわらう。銃後の人々の ri 
心な深く身 U 校み"成；激することであら 
う。千人針とて M じである。 W 5 かあん 





し^我は起自我の鋒先を避けようとした。自我の危機である、何 i し T- も货 
住を轉嫁しなければならない、 • . 

二人でやつたことならそれも可能で或はあつたかも知れない . L かし出所 
は己一人にある。共處で彼は超自我に#を借つた"弗難さる可きはデュマル 
タンである〇彼5:-搜し出して「何故ネガ—ル氏を殺したか0 J 尋ね、ばなら 
ない。斯くの如く心理分裂の辻ずるのは動的に相克する二三の心力の抗爭で 
あり、 ■ 二つの心的コムブレクスの能動的视櫟の結果である〇 (7 a ィド仝 m 笫 
十卷三〇 K ) 又趙自我と C 我との®協が破れ、此0二つが隔陴を©いて對立し 
た爲個々の同 一 化が遮斷される結果として"自我の分裂が座じたのである。 

( 企集笫七卷二七： A〕 デュマルタンが碗院內を迷つてゐること5:院長の許へ報吿 
した看護婦から r デュマルタンを搜してゐるのだ LJ と口定つてゐると聞かさ 
れて、院提が「精神分離症だ OJ と云ふ〇に逆つてヴ " ノ 4骽師が「精神的& 
危機が近づいてゐる〇 J と言つたのは自我崩壊の危機を指してゐるのであら 
う。此處で新舊學說の衝突が起る。ヴIントは r 精神的苦悶が原因となつて 
ゐるのであるから精神分離症ぢやない L? と云ふ〇院畏は「儂は科學荠ぢや J 
と答へ、ヴ广ノトは「私は科學者である以上に帶教だ0」と應酬する。兎に 
角院長は科^的であると信ずる暗示療法に取りかXるが、どれとして效を奕 
しない。グュントは「デュマルタンをして自身を發把させるこ i だ L" と云つ 
て•隐長からは衍擧的だと云はれ、同僚からも「君も頭に來たらしいごと 
冷笑されながらも、デュマル f ンの口定る装想の記錄を取り、治療の方針を 
求めて行く0 

遂にデュマルタンは矂狂狀態を現出し出すやう fo なる。彼は彼自身を搜し 

時 評 


S ぃ布 fl 枚 s ? i し拽〇 4 

へ〇ほど日本の兵士 t 弗常識では幻5ま 
いが" H 本®人たちが干人寄つてともか 
くも B 分たち S ,£1の安金^流资してゐて 
吳れるのだ士思へぱ滿更ら惡い筑もす主 
いと思ふ〇つ生リ：れ 1 T 銃後 S 人々の熟 
誠の象 M 的表叫である}思へ lr 、 岡 m 氏 
i て ti 3か否定 [ t 出來乏い0 
仲し何故 LL 千人針がそれ程の威力を持 
つ4迷信せられたかを科取的 II 研究して 
几ることは自ら即妞が別だ〇私はそれな 
試みて見や5と思ふ。岡 m 博士が科埂逍 
である t £ らばかぅ LT : ことこそ It 笠のや 
らねばならないことだらぅ0 

今日では r 千人針 j i 云ふが、茜 U , 
「千人鈷 j 4呼んだ。この方が適切であ 
气「千 JU 多数無数を意味し、「邾」は 
「産」を虹味し、千度死すとも千度生れ 
代る i 云ふ寂味であるらとい〇紐を結ぶ 
ことは結婚の象 M であ ii 共一 r それ i 
訌ち！ i 結び付いてゐる ttl 跑の象 ia でもあ 
つた。それ故に l ^ lsIIll て「結び」と「產 
び j は同じ•てわるの f :> 御飯を捉0[£|め 
44もの5:「1'すび」と^ふ0 もパラ^_^ 
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に迷路に入れ込んでしまふ。現贤では病院なのだが"彼にはそれがわからな 
い。彼は地下で地獄だと考へてゐる t しかも發 m 所みたいな所であり、ネガ 
丨ル夫人は典處へデュマルタン5:監禁してゐるらしい。彼は八方から攻めた 
てられて到頭鐵柵をちぎつて振ねあげ、發 m 機の—陰にゐる攻擊漭に突きか X 
つて行く、現馊に於ては此れが噪狂の發作&のであるが、妾想の世界では 
不安のために防禦につとめてゐるのである。超自我は、全塔待性を專に占布 
し•その破壤的要素は排積し、無慈悲なる狂暴さを以て自我に對して激怒し 
てゐる〇此處に於て自我が和當の時期に於て嗓狂に轉じてこの骚君を防觀心 
なければ自我を死に至らしめるやぅになる。(全集節七卷五八苡) 

ヴ H ントはデュマルタンの妄想0中に、ネガ—ルが頻々と現はれることを知つ 
て、 夫人から彼の罪ではないと話して贳ふことにする。更に院長は般後〇手 
段として夫人も又發病したから例の血淸を注射して吳れと賴んで無害の法射 
をさせ、彼を暗示的に自信づけさせて i - i ょぅと 云ふことになる"ハ n 給の場面〕 
しかし此れもヴ广ノトが豫言したやぅに無效に終つた。注射器を持つた途 
端に彼は超自我に豹變した。そして院長が言つた言葉を口走$、「槛が許さ 
ん。患者を實驗に使つてはならん U : とか、又 r 殺人血淸だ。」とネガ—ル 
夫人の彼を資めた時の言句を n 走り、郴び發作に入らんとする時ヴュントが 
「デュマルタンの居所を細つてゐるごと言ひ出して，彼を百十二 M 病室へ逝 
れて行き•一人■で中へ這入れと言ふ。それはネガール氏の病室だったのであ 
る•そして氏が死んだ時非常な良心の呵责を受けた思ひ出の個所で あり、 後に 

夫人から责められた時自分は自分で此んなにも自分を责めてゐる、しかもそ 

れ以上攻犁するなら勝手にし ろと、 人格分裂の原因を生んだ部屋である。し 


の御飯粒を紡び<11せたと云ふ寂味のみで 
(1なく"兩窣を合せて母胎の如き形した 
ろ内ょり產まれ出たるものと一 K ふ^№4 
含まれてゐるらしい〇 

千人結び ( C ついてはまれ"五黃の K の 
女の一針は特に迎が强し S 云はれてゐ 
00それは、虎(寅〕 it 千 M 走つて千 M 
戾る i 云ふ十二支の迷信 U 由るら L い〇 
つ吏9千 ill の*良で出征してゐる典士 T : 
S が主た®ちに千 m を故鄉に应つて來5 
i 云ふ80窗に協へたも^>で&る。これ等 
は人 IM ] の無尨識沙想と朗淠の硏究對象と 
して極めて而灼いが"その迷 frrt : ること 
II 申す泛でもない〇俳し迷信は人 R 11 の保 
い心3311:极老してゐる故に*こ nu 訴 r 
a ことは非常の際には效果的である e 岡 
田怵士など下手なことか云ふと袋7:、を 
に會ひ i すぞ〇 > 

支那人の排日心理 

支那の排杭：：！、侮： n の心琎は一つ 
にはそれに依つて^内の統1な！一らぅと 
する t : めであると云 It れてゐる。心 pa 故 
的 - r 云ふと、 # M か扦1:向けること仪" 







&v 


かし彼には矢張り露 q ーヶ所にある麓だと思？ゐる。其處 yirz 卜 
があり假断をかむつた55が聰てゐる0假谢$:取つて^るとそれはネガ|ル氏 
XT S や良く ML ると自分自身ではないか。と■相手が起き上つた6そして自 
分 nr 身の失敗を承認して寶任を魚へと勸告する。彼が自己の別我から pfj かさ 
れた言葉5>承認せんとするや.岡囤は二變一一;變して迷路の監戬所から]?十二 
號室となり、彼は正常にかへつて柄{ホを出：#び血淸の研究にとりか X るこ 
とになる0 


X 


以上述べた通り發瘸から治療までを描 s た二 m 人格或は m 複人格の映诳で 
ある。卜—キ I 始まつて以來初めての精神分析映盡だと 云 ふのだが、『心の 
不思議』でもさうであつたやうに療法に就いては明確には出てゐない Q しか 
し療法の 现論 としては示唆すると ころがあるやうである 。「心〇不思議 J も 
い、映 ^ であつたが、此れとても勝るとも劣らない作 口 rrrt である。了 メリ ヵで 
絕諧 5: 浴びたとか 云 ふのも{且なる哉である。技巧的に丽 as と思はれた點も 
少くな S が、デュマルタンが河に飛び込み救はれたと云ふ經過の前に出產の 
手術が行はれてゐると沄つた所など"うまく運ん/ C ものだと思つた。 

此れけ原名を/こ rcage M —% 〇氷遠の僞面)と S ふ〇從つて譯名よ 
り原名の方が遙かに ffiltl い。全集第七卷三二三 M から^[用して見よう。「二 
m 性は元來自我の破滅に對する保障であつたのだ。 ランクの 云 ふところに 依 
れば T 死の力の恐る X に 足らざる こと >執念深く信ぜん とすること』であつ 

たのだ。」以下同誉を參照されたい。卽ち此れが§せの解說ともなること 

ながら"映 isi の中に现はれる方 MI からも述べて兒 よう。 

時 评 


愛情を內 tzim せしめるの方 m 的敫果•か 
あるのでわる。それは荥敎述動などが常 
に; fl *> て來 n 手段であつた。外に異教徒 
か排职するこ iir 内に問敎徒 T ; ちの兄 
弟コムブレクス/>强める結 flil : な夕 no 
ナチス•ドィツのユダヤ人排擊にも问じ 
意味がある。その點 (: 於いてユダヤ人の 
ナチス-ドィツに對する關係は口本人の 
支那に對する關係み全く問じでめる〇: 
のやう fc 肖分に； g 似して河 t 岬細な駄で 
連つてゐるものか排斥する堺に依つて Q 
分の®越性と純粹性とを維持しょうとの 
心现を、フ P ィド ti 「小異の籾 K 趿念」 
と名付けてゐ so さうしてこ0 &うな貧 
弱な"不 W 然な"人工的な构霖覼念(ナ 

ルチスムス)に依つてやうやく rl 阈の結 
取な IM めなけれ tT ならない i 云ふこと 
は、その S の站來が如何に弛んで&£か 
明マる t のである。然ろ1:内に結取 
が弛んでゐない ㈣ 土でが、そのやうな . U 
似をして排他的跋敗 ， 4*とることが、近顷 
は流行しか k つてゐろやうな鉍がする0 

献金と暴利 
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デュマルタ N は血淸を發兄した時•患者の生命は自分の手中にあ 0 と確信 
した、自分は人問を：小死たらしめることが出來るとまで己惚れてゐたのかも 
知れない。彼の妾想の內にチュルコ院長に似た人物が迷路の一室で■人 Ifn が 
死の刹那に放電する電氣 P 蓄道器に集めて"後此れを死^!:通じて甦らすこ 
とを計®してゐるのに逄ひその人物が蒂道器のスィッチを逋すると褪：， m へ怪 
しけな人影が現はれ遊 [ 6 ] 一杯の假血となる。不死な 5 漭はデュマルタン自身 
でなければならな S 、 如何なる超自我の#虐振りに對しても自我は不死でな 
ければならない。その爲には矂狂にまでなつた。自我の分裂も行つた〇そし 
て自己の不死を肖諶^:諧せねば安心し#ないのだ。假而をかむつて寢てゐた 
のはデュマルクン向身ではなかつたか。二1£人格とは外形的には"似而非で 
あり、内容的に唯一個の同一人なのである。假面の氣味惡ぶは親熟性の抑 M 
から JE 反對となつて來るものであらう。 
x 

以上で内我分裂に就いて本日 a た映遨に關聯して述べて見た"分裂の様相 
は右の如くであるが、分裂の0因たる超府我の內容に就いてはこの映蕺に砼 
いてもあまり判然してゐないやうに思はれる。手前味岈の槪ではあるが精神 
分析硏究者に託して、不識漭のためにブログラムの端へでも分析的解說を附 
して遛くことが1興行^ ti!IJ の觀客に對する親切と云ふものではないだらう 
か。さうすることは商 W 上の忠貫でもなり、分析聲の弘迪のためにも益する 
听少くあるまい。 

11九三 七、八、 五 I 


北支祺變勃我と共に阀 K 一 般の鈇後の 

竹につめかける献金打の波は大變なもの 
らしい。そのやうに策誠か被腿しズゐる 
他方に於いて、この職機^利;13しで聚利 
を收めょうとするのがあ S と見4て S 利 
取締令なるもの、公布せられてゐろこ i 
は、04々封比し- C 我々心刑果徙にはいさ 
、か興味あるこ w でなければならな一。 
何と TX れば、私の知つて * S 或み献金家 
は K は過般の上海小^その他 U 際して相 
常じ額の淼利を ft つた人であるからであ 
る。献金かする人々 S 内1:は純粹に至誠 
の人もあろで f ± あらうが、中には暴利を 
貪つておいて"その邱亡ぼしに献命して 
ゐる人も幻 A と云ふことか兑逝ずわけに 
行かない。併し、貪つた淼利が百葙 KI だ 
とすると、献金はその幾 W 分の一 U 過ぎ 
ないの^:。つ1リ"敝金は食ら4れ不恶 
利につ^まとうてゐる R 心の科め7>拂ひ 
淸める T : めの保命位の您哝になるらし 
い。それで本人 UM - 持がょ { なるのだ 
し、 國冢のため一一 t なるこ i なの； y から 
結描なと t ytt 相違ない CD だ。私は決 L 
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てそれにケチをつけょう il てゐるので 

はない。寧ろ、人間の根深い良心 0 銳3 
と9我の！！々しい主での健媒さに惑心し 
てゐろだけの事 ^ Quo 

かう！ K ふことは併1現代の献佥洛 t ; ち 
に就いてのみ見られ5ことでは t £ いの 
_で"昔からの歷史上の獎談とされてゐる 
ことの內などの中に t 隨分これに類似し 
たこ i があるのでは^からうかと思はれ 
例へば"綠 m 信丧や嫂臣秀吉が凫 ： S 
』修理したり#王 S 5? ;[I を投じた 0 tfc 
と S ふが、それ等の费 ;) J は自分等灼身の 
居城を築い t : y 赞渾かしたりし T : 金の何 
分の一に赏るか〇乇れ』計猱して|1たら 
相 a 而&い結枭が見えるだらう。つま9 
彼等は玆りの小使$2で人氣か購ったに過 
ぎなかつ t : のだらう◊それでも購は t £ い 
よりは t しじ相違ない〇何 i なれ It 、 購 
はるべ孑 is を m 衆が持つてゐるのだか 


支那人の献金心理 

献企 IIM 本人ばか P でな く、 支那人冼 
5 もやる〇 ;れは□本 5K の徳、敵阈比を 

時 評 


t 感酗せしめれ W めだな a 惚れ飞ゐ 
?:£>大變な間速ひに ti らう。 m 州その他 
1:於いて支那人は在留邦人に對して典•ね 
しい mIg を加へてゐ so これ It 確に支那 
人が野贽であ&ためもぁら5。口本农 
の 支那 人に對して U 本人が何等の危笾を 
加へず"彼等を安全に保護してや'〇てゐ 
るのは、 H 本人の阙 K 性の®良なるにも 
囡る T わらう。併しそればかりだ i 思つ 
れら"あ* iyll 他阙人を割引->し " ns 
を s 惚眼競で a すぎる L のであらう〇そ 
れは一つには日本が支那に對しズ攻勢を 
i り優位に*るからである。もしこ H が 
逆になリ、日本が交那萆からこの T つに 
攻勢に出られ" W 位に立たれたら日本人 
だつて何をやり出すか知れ fct のではな 
いと思.^人問 U 江戶に於いてサ•ティズ 
ム^-滿喫してな n ば、 S 略へ行つて主で 
L 主7:サディズムか貪食しょ5とはしな 
いも© fr が"江戶で較られて江戸で敵 S 
ちが出來なかつ t ; ら"せめて授峙ヘ行つ 
?;時にでも腹いせをやってやら，つ i 云ふ 
M になるのは¢1然であ so 現に H 本人も 
明治維新前後に於いては、西洋人から攻 


勢と俺位に出られ飞ゐたので"あの時分 
に U 相常『爨敁 J なこと5:彼锿に向つて 
やつたではないか〇私は何も日本人1:ヶ 
チ^,つけよう t 云ふので {1 ないが" 〇己 
反省のなくて R 惚の私 ii つくの UH 本近 
來の一舣風潮のやうだか一寸锋世を 
與/ておく I で V *ある0 

支那人の献金心理の中 II は"小部分か 
前拂ひすろこと1:依つて大部分を保仝し 
よう ilK ふ心 e が働いてゐるやうだ。在 
支邦人の中には生命 i 財度と* f 併せて全 
部!®はれたもの•か少くない。在 M 支那人 
1それと同樣な目|:#つて1仕方はない 
のだ。それと同じ H に會はせてやり力い 
と日本人達はさぞ考へてゐるだらう i 支 
那人たち IIM ふのである。そこに被齊妄 
想が起^る一この被害妄想からのがれ t : 
る T : め U は"全部の代 y に一部分を、云. 
はれるより先に出マことに依つ X 機先7> 
制することにあ&のである。 

短刀£愤にする女 

本誌前號本櫊に不脚坂住人氏 U 中村小 
夺と云ふ「妞刀か懷1:する女 j の雄を® 


\ 
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いてゐれが 1 七月七 U の各新 M に t 「日 
太刀ま [" 男装女 JQ 事^報道してゐ r ; o . 
山口縣大岛郡油 m 村©座爵樓こ i 絲 
m はな方抱姑蚊桑 WJ 捭代子 C 二八〕 ilK ふ 
，女で、それが六 P 午前 I 時姐、新. M 二丁 
目附近を紺背廣、縞ズボンか语用、上箱 
の内侧かくしに卩本刀を忍ばせっ ゞ 徘徊 
してゐたので"四谷署 M ■か怪しんで捕へ 
たと云ふ。彼女は一牢前からの馴染で夫 
锊約來 k でした岛根滕瑯足郡柿ノ木村鸷 
林薄人夫贽木常吉 C 二五)戀しさに去月三 
十客の念『十 ml と中：入の金百 Inls を 
盜んて漭槌か！2け出し"途中斷愛扔裝し 
て柿ノ木村に明を訪ね?:處*扔に (1 博，五 
ツ〕4云ふ^供があり、而も女の男裝を 
見て愛想かっかし、俄1:冷 t : ぃ梁振か示 
L て歸れと勸めるので*トロッコに乘つ 
‘ て常^父子1:見送られながら06逸中. 
口惜しさ(-】丈の堪下の河中に二人を突 
珞しれと诈立てれ。が，翌：：1の新聞を尨 
S と、殺しれ士云ふの It 嘘であつた〇觅 
裝しれの (i 脫出女郎とし - C 搜査せられ S 
のを避け/ J 手段であつ?:らうが、それに 
L - C も" U 本刀^後にする必要はなから 


ぅ。これも或は男が一緒になつてくれな 
けれ (r 殺すとか死 w とか S つて教かす t: 
めて IJ つ?:か t 知れぬが、何れにもせ 
ょ"男裝だの口氷刀だの i 云ふことに思 
ひ常 A と云ふこ t が中村小時の場含と照 
合して"彼女の無意識1:於いて偶然でな 
いや31 i 思はれる〇偶然でないと云ふ© 
はつま P、 彼女 U-W 性 n ムブレクスがあ 
るのだらぅと云ふ推定である0 

或る男性心理 

五/ I 十六日の「ジ々パソ•アドブ T 夕 
ィザ」紙の郓近す S とこる1:依ると、セ 
ル.ヰアのージブシィは女7 J 婚約してお V' 
ては結娇前日にそれを W 1 W す K > C と十六 
人に及んだが i 最近十七人 H の或 S 女と 
婚約したところ"その女は結娇の四口前 
に^1:何诞へ i もなく姿をか <して了つ 
た。そこで本人大いに狼 SIL " もし辂察 
でその女4-つれ诞して cn なければれ殺 
チると云ってゐるさぅでぁろ〇新聞記事 
の ii 出しがなか^-氣が利いてゐる。 

: Gypsy who jilted 1 G , finally ゴ lecK 

33§-2(十六人を袖1-したるジプシィ、 


遂に好敵手に跷り合ふ) i 云ふのだ u 货 
に「好敵」だ。恐&く本人のやり口を知 
つてゐて、同性の' f : め！ im 铆する M でや 
つれ帘であらうが、それにしてもこ0ジ 
ブシィの性心现 [t 如何でわらうか。女が 
，::分の：：：扔にな^と思ふと興味がなくな 
るばかり T なく、禁制をさへ感ずるので 
U なか . h うか〇さうだと寸れば " この笫 
十七番目の女も锌察 tf につれられて M つ 
て來なければょぃ。 K つて來れば、彼女 
11また袖！：5れるだらう。 K -o て來なけ 
れば、彼女は永遠のマドンナとして、そ 
の幻想を抱さつ V このジブシィは歡甚の 
内に C 殺することでめらう。 

語られぬ湯殿 

出 羽三山の内 Tt 潢 K 山は 修驗逍の祕 
挺として 有名 f : が"その 神社の御 神 體な 
るむのは昔から「即けど龍るな"訪れど 
聞 C な」と云はれてゐるほどのタブ！で 
ft るら L い。 さう 云は れろと ^ほ 3 ら靜 
つて tIi たくなる し"聞いても見たくな 
るし" 眺めても! I わくなるし"這入つて 
tJi たくな5。露出し f : 岩の御身^(鉀 
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l.ho lorn 5 Puiufr Newi.pigtr 

XOME ON IN. lit [REaT you right 
I USED TO KNOW your DaDDY* 

Priie-winnm^ cartoon by C, D. Batchelor 
Was Awarded fir^t pf^ce and iSOO by 
the Aftfludl Pali Hu r Pm 10 Committee 


綠を以てし"而 1 その女が亡父の M 係し 
た女であつたとしてゐるところ1:、卽ち 
H ディ■ホス • 一ームプレダス！ i 訴ヘてゐ& 

特殊の才能 あるとこみ U " 我 ^ は悠心す 
る O S ぅしてこの m がそれ li どの ^ を擬 
せられたと 一 K ふ理 tit の中にはそれ笠の無 
;®識的成：動が大いに與つて力となつて& 
るのであらぅ^思ふ。でなければ • この 
斑はそれ以外の鮎で {i 设诳 としてそれ ほ 
ど My ?: て、 變つた思ひつきで Lti いと 
想 U れるから- OS 兀) 


§5)がなだらかな m 線を描いて起伏し、 

飛後に念角度の? fe みに铬ち迅んでゐ6也 
好が處女の肢部さながらであ5と云！一れ 
5。その上をぬ5ま揚の溫泉が流れて社 
殿も何もない神社である^^ UJ から f#KJ 
山 It 下つてこの御神體5:拜した心塊を俳 
取苗欲は r 斑の細逍』の中で「詰られぬ 
诹殿にぬらす T : ti 哉 J >抒してゐる〇 
芭葙が S らしれ袂はべ二 K • シムボルで 
ある iM して fJ あ i P 公式的に過ぎるで 
あらぅか。货は私もまだ行つて见たこ t 
はないのだが、右の V ぅな m 述を眈 M て讀 
んで赴非一度私 I 袂をぬらしに行つ - cji 
?:くなつた。誰か寓斿で t 持つてゐ5人 

は見 t £ て下さる i 有難い。神 H が中ろつ 

て？分析者には大丈夫 f 

I 九三六年の愚蒙没班分析) 

C ゞ に拟載し fc ® 班は-ーユ f ョークの 

箝入新聞^1ゥズ J じ揭げられた t のら 

しい〇我筇 It 『英阱研究』八月號から诉 

轉贼させて贳つた e であ诳家はパチ 

ヲ 14 S ふ人で、一九三六哔度のビュ— 

リッツプ { M 5 竹席(千與ヘられれ 

岐 評 


ものであると云ふ〇說界大砹後こ、に廿 
年、诹禍に對する人奴の镩戒心はやう& 
く陴らいで，歐湘の靑年 r : su # rK 職驴 
の誘惑 flla けよう i して^るこ4を諷刺 
したものであ5。「主アこつちへいらつし 
やい〇異合 よく 扱つてあげますから…… 
…。あ fiT : 方の父さんれちにも昔はお馴 
染でしたよ。」とかう姑絲(诹帘 ) は隞洲 
W 筇4 KS みて 1 K つてゐる"®面には『一 
九三六年の S : 梁』云々『砬崧付贷 EI あ 
り』ありなどの廣ル"が揭げてある〇この 
进家が職世〇誘惑を級徴 TSU 死神の姐 


























七二三町叛動 E 鄕本 
番七一八八七京來替振 


次取所究研學析分神精京東 • 行發堂陽春 


第 

四 

卷 


快不快原則を超无て 
何故の戰爭か？ 


大槻憲二譯 
伊東豐夫譯 


改譯重版出來！赏質的に新刊寄！ 定價一圓八十錢•送料十二錢 

精神分析學の本能觀は r 快不快原則を起えて』に至つて第三段に發展を示し、躲 
くべき死の木能$發見となつた。怫敎の涅槃思想を科學的に袈付けるものとして" 
我缚來洋人にとって實に深甚の興味ある篑。今や- m 版记常り全文改譯新裝の姿淸 
々しく苒登場しました。御愛讀を乞ふ0 


內 

容 

要 

巨 


(口綫)一九ニニ年のフロィド9&ィド竹像として代裘的のもの〕 

一、快不快原則を超えて—— S 1章-快不快原則の意義及び限界(第一一章) 
不快の再現と快不快原則(第三茸〕轉嫁及び at 命に於ける反復强迫(第 
R 章〕外傷性神經症に於ける反 m 强迫(第五章> 早期狀態再現傾向と死の 
本能(第六章)生物■及び分析®より見たる死の? ac 義 c 第七章〕結語 


二、 强迫神經症 

三、 何故の戰 f か？ 

四•精柳分析學の興味 


is 

「快不快原則を超えて」の解說 
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ii ] 1 座 
r__ — I 

精神分析ヾ」性格分析 

大槻憲二 

精神分析舉から Q 性格硏究に就いては、旣に本誌第四 
卷第一號に於いて高木力太郞氏が『性格學としての精神 
分析學』の蹈下に述べてゐられるが"こ i にも一度■多 
少煎複する點もあるが" y ヒャ—ド■ステルバの解說に 
依憑しつ X や i 組織的に述べて見ょぅ。 

敁近の粘神分祈學は云は V 一種の性格學の如きもので 
あるメクレ チメルの性格跟ノての他性格壤の％に於いて呼 
ばれるものは種々あ y が•精神分析性格 aIl その内 Icm 
要な位锻を占むべきも0でなければなら&い。性格舉は 
性格をその研究對织 i する科學であることは申すまでも 
ない。性格蜞としての精神分析堪の特微は"性格の til 來 
をその本能0根源に溯つて硏究する 1 C あ^。換言すれ 
ば，その個々の特徴が如何なる本能"如何なる惻動(卽 
ち無意識)への防樂とし泶じてゐるかを知らんとするに 
ある0 

0 座 


x 

「性格 J と云ふ語の含む槪念内容は端的 It 定雜すること 
は Hi 來ない。それはいろ^-の見地 ( その見地の內には 
精神分析的見地以外のものも包括せられなければならな 
い)から考究して定義せられなけれ11ならない。我々の 
立場では、性格は自我に歸せらるべきであると^へてゐ 
る。性格の槪念内容の敁大部分を包含するものは、自我 
が内外の刺拽に對して不斷に * 典型的に反應する I その 
反應の仕方の一切であつて I このや5に內外#からの刺 
戟を受けて一定の反應？仕方を持つてゐると云ふ點が* 
この自我の特質であつて、その點に於いてはこの自我は 
廣義の自我の他の部分 (H K 又は起肉我)と異つてゐる 
のである。自我が H ス、超自我及び現®から種々搽々の 
要求を受けてそれを如何に扱ふかと云ふことが、性格な 
るもの、大部分を構成してゐるのである。併しながら自 
分自身に對する關係(ナルチ X ムス)，持つて生れた攻 
_慾の程度、並びにその攻幣慾の統制の仕方&^-も、性 
格を本能の方而から本質的に決定する。性格の倘々の特 
徴は本能から直接的に速絡してゐるものとして•精神分 
析は認識するのである。で I 貪慾は fitn 性感的部分木能 
から派也したものと認める。その他の諸特徴は或は木能 
の#華せられたもの，或は木能の要求に對して自戢の反 
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應構成した ものと 11 S る。锁桢的な邮 X , 性格 I '- t 肉體 
的根元に恶いてゐる"幼兒期の體驗#びに還塊 J 1 性格の 
發 M の仕方3]|>びに方向の決定せられるに對して m 大な意 
菇を帶びてゐる〇それ故に或る永能が性格的特徴の中へ 
派生 持 M せられる程度-或は何らか 〇 性格的 特徴が本 ^ 
に對する反應として構成せられる程度は、一に外的燃驟 
並びに還境の•如何にょつて定まる。その限り 1C 於いて、 
性格は或る限度までは.當人の幼兒的抑踱を精神分折的 
に解^することに依つて改造を加へることが f(s 來るので 
ぁる a 

類似的&本能的根源から發してゐるところの二三の性 
格的特徴を*分析舉では一般に「性格」として纏めて漪 
へる。元來•それ等の性格的特徴はそれぞれ Q 本能的根 
元に應じて•或は肛門性格とか或は口唇性格とか名付け 
らるべきでぁるの/ C が……◊その他、 Mfll ^ 學では、一 
定の症候群を其へて现れる性格を_それ^^〇症候群の 
如何に應じて"或はヒステリー性格•强迫神經征性格な 
ど、呼んでゐる。フロィドはその「リビド—型に就いて』 
と m する論文に於いて*精神彼 iaui 種々な分野に於ける 
リビド—配分に基いて性格擧上の典盥的法則を論じてゐ 
る〇フ D イドのそ S に依れば、第一にナルチス型の性 
格があり、この性格者はそのリビド—が由■として自我に 


集中せられ"そこに於いてその働きを示す如き性格であ 
り、第二は HW ス型の性格で•この性格#の y ビド—は 
主として對象に向つて纏綿せられ、第三は强迫型であつ 
て•この性格若の y ビドーは就中超 ： EH 我に集屮せられて 
ある。が"大抵の埸合*とれ等の各々がそのま、純粹に 
現れることは稀で$>つて•多くは浞合型として现れろ0 
分祈學〇文献中に多く^られる性格型の主なるものは H 
門性格、ヒステリー性格"ナルチスス型性格•神經症的 
性格.口#性格、衝動的性格，强迫神經症的性格等であ 
る Q その各々について"多少の解說を加へて E る。 
r 肛門性格—— # , 

肛門性格の雲は，そ s 秧序癖.節約癖/半：我癖にあ 
る。これ答の諸特徴は腿々同一人物に於いて合一して現 
a そ 0 产的^係を明示することがある。この等 f ± 時に 
街雖娜、剛情"貪慾/ r どの形をとることもあろ〇これ等 
の諸特徵を A へた人物の幼兒期の生活に於いては I 肛 rl 
帶域を特に色慾的に强調してゐることが’明にせられる 
のである。か i る兒寅は適當の便所に行つて排便すると 
云ふことが大分後 [ C なつて ^ ffr づけられる〇彼等は快感 
を^るために’珑便を故盘的に保留することが屢々であ 
る。彼等はまた"自分の排便時叩を世話して <- れる人に 
依つて一定せられることを拒むのである。彼等は，可か氣 
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に入つたことがあると te ぐ棑便することを肯んずるので 
ある。このやうな幼 511 的不行儀はやがて程經て失はれ、 
幼兒期が終ると共に、右に述べた■三大癖が捺如して來 
る。か、る觀察からしてフロィドは•これ^の諸性質が 
肛門帶域に於ける衝動#の變形に依つて矩じたものであ 
るとの假定を下すに至つた。ぞの際に起る變形は昇華の 
形をとる。かくして糞便保留の快感から節約癖が，生じ> 
或は反動形成となつて秧序癖や潔癖となる。これ等は激 
しい汚染慾に對する防禦として搽頭するのである。これ 
等三大癖の他に、肛門性格の特徴を救へ上けるならば， 
出來るだけ{元全なものにしようと努力すること。興物の 
混入に對して敏感なること。 M 織' 忍耐.撒®等に依つ 
て感動を受け易く、またそれ等への傾问を苻することな 
ど。これ等は肛 n 性搭の個々の特徴から如何にして生じ 
たかを說明するにさして困雛でない。 

一 r ヒ^アリ I 性格— 

ヒステ y — 性格の特質としては暗示に封して敏感なる 
こと、本能感情の無枸粜なこと•噓をつくこと、虛榮心 
の强いこと、芝居が i つてゐること"などを探げること 
が出來る。併しそのやうな性格的特質を持た&い人々 1 C 
! t ス■テリー症候を發兒することが®々であると共に、他 
方に於いて、さう云ふ性格の人でありな亦ら'.1:ステリ| 

• 0 •座 


症候を示さな v >± w 八"もあるから%ヒステ u I 性格 Ji 
云ふ槪念はヒステ y — と性格との關係に就いては別に明 
由にしてゐるものではないのである。それのみならず， 
十分に役に立つやぅにとれを銳く定涟することも出來な 
い。分析的に觀察すると、 b ステリ I 的な人々は性器的 
性慾と强烈な抑鹏的慨向との問を交互に動播してゐるの 
がその特質であると云ふことになる。か V る交5:的動揣 
と云ふ點からして、上述の特質の幾分は說明がつくので 
ある0 

三"ナルチスス型性格-- 

ナルチスス项性格の特質は、本人〇自我へ〇リビド！ 
纏綿が非常に强 くて、 そのため自我自身があらゆる場合 
に本人自身をその興味及行動0中心に歷く如きにある。 
超 E 我の踽綿が少く •他人に介意することも少いから* 
C の型の性格荠は罪障感に惱むことも少く，獨立的であ 
6。ナルチスス概性格は M 々如何にも「人物」らしい感 
銘を與へ"そのために指^者，統率^として適當する。 
彼综は他人の ^ な tr 頓着せ ず、 とかくその木能的慾敢な 
常に迫及する傾きがあるから、そのナ>チムスの特に强 
S . ものは浮浪人になつたり犯罪^になつたりする傾きが 
ある。このやぅなナルチスス型の性格^は、それのみな 
らず■梳神症への傾询を甚だ商度に示す。その耶は，之 


* 
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の型 Q 性格芯が對象關係並びに外#關係に於いて緊密で 
ないことを示す。 

四、神經症的性格—— 

神經症的性格とは大抵の•生活上東要なる行爲を现寶 
の要求に順應して赞施せず、自分の無意識的な願望や、 
觀念に卽して搜施する如き盏を云ふ。神經症患#は病氣 
を惱んでゐるだけで行動に出るわけではないが、神經症 
的性格寶は行励に出て•且つ自分の病珂的な行? IliJ の仕方 
を，その行動の瞬 Ifn に於いては大抵の挺合，肉我に M し 
てゐるものと感じてゐる。そのやうな性格苕は環境的反 
應を自分の無意識願望に從つて造り上げて行き•さうし 
てその際屢々、自分の罪障感のだめに甚だしい苛資を被 
る。 ell ちそ s 苛责のために一見 51 命的な陰慘な緙驗を自 
分でして行くやうになる。或は漣々な犯罪的な行爲を己 
むに己まれずやつて行くやうな結梨になる。この種の性 
格の硏究として tr 7 U ィドの『精神分析操作に依りて 
見たる二三の性^型 J •フランツ.アレキザンダの「神經 
症的性格』などがぁる。 

，五 V 口#性格—— 

口唇性感が性格構成に信して如何なる影驟を及ぼすか 
を特に硏究したるものに力 I ル■アブラハムがある。口 
唇的本能と典型的な聯關ある性格的諸特徴を一括して口 


唇性格と呼ぶ。口柃性格の個々0桃成は1木人0乳兒期 
が幸萜であつたか•或は十分に仰乳滿足を與へられなか 
つたかと云ふこと 1 C 掛つてゐる。乳兒期が幸福である 
と、大抵の事には励播せしめられない、樂 X 家が出來上 
0、そのために屢々活動や個人的顿充が不十分になる0 
またそのやうな性格客は屢々1何らかの確乎不動なる 
(もしそれが可能な場合には•國家的な)地位や^位に 
依つて，能分の生活支持の糧を生涯に苴つて保つやうに 
することもある。時々はこれ等の■性格#は惜しみな く 施 
與した母親に同一化して、特に氣前のよくなることもあ 
る。またこの氣前のよさが口#帶域に結びつくと* S 暗 
矢_な健舌家が出來上ることもある。 ， 

乳兒期に十分に滿足を與，られないと、さうしてそれ 
が定猎した济には何となく物欲しさうな一而が殘る〇辟 
とく吸付いてゐると云ふやうなところが木質的に殘るや 
うになる。彼等は何と irr られても執念深く要求を持續し 
てゐる G 

乳樹が生える前後の嗡付きの段階に强く定澄すろと、 
磨待的な特徴が判然と現れて衆る〇吸付きは 元來吸血 鬼 
的なものだからである。嶙付きの癖、®:慾，嫉妬，羨望 
などの 諸 特徴は同樣に 、嘯 付き段階から生じてゐる もの 
である。性急で"待て！ n しが&く.落着きのない£ とは 


* 
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口#性格#の特徴となつてゐる。これは肛門性格翁の保 
守的，我拯强きに對立するものであ6。この方面の文献 
としては力！ル.アブラハムの r 性格構成の精神分析的 
硏究』がある。 

六、衝動的性格 —— 

ヰルへルム•ライヒは_励的性格なるものを他の神經 
症的性格から區別して假定してゐる。彼に依ると■こ© 
性格はその街動衝が病的なものとは感ぜられず、た if そ 
の衝削に多少とも漿制がないのである。そ CD 特徵と並ん 
で、神經症的症候と變態的性向とが交互に現れる。 ライ 
ヒの意延に依ると•このやぅな衝勐的性格の樋成せられ 
る原因は超_我の形成が不十分であり*そこに缺陷があ 
つて•そのために抑脈がいびつ‘になつてゐろからだとの 
事である。起自我の形成は幼兒期に於ける對兩親關係の 
遺產であその心现的に入込まれたものであるとはフ 
ロイドの發见であるが、そ〇對刚親關係に存する愛憎相 
反並存性に强い相互矛盾が存するために起自我の發達が 
部分的に、不十分になるのだ。ァレキザンダ0所謂神經 
症的性格や不良兒浮波若と0跃別は判然しない。 

七•强迫 i 經症的性格 I 

强迫神經症的性格は肛門聘侍的なリビド1の撾造から 
說明がつく。愛悄の二於が强迫神經促的性格の精神の中 
睇 座 


に流れて6る。この性格の不確實なこと、疑ひ深い傾向 
生活上 CO 優柔不斷なることたどの如きは.愛憎二郛並流 
の茁找からして說明がつく。愛 m の frl 反並存的^藤は本 
人の愛 L てゐる相手に對する多くの行動の上に轉位せら 
れて行き、從つて意志の發動が陴窖せられ，またその葛 
藤が本人の思^の上に轉位せられては韩易に種々の强迫 
觀念となつて現れる。そこに全能念慮があると*彼の迷 
信傾向は著しくなつて來る"內的不確實があると，思考 
や行動上に反復的傾向が必至となる。リビドー紐織が肛 
門虎待的であると•それに應じて肛 n 性格の三大特徵た 
る節約癖、秩序癖，並びに潔癖が生じて來る。これ等三 
大癖は.これ等諸々の特徴の强さのために抑へられてゐ 
る]! I 門尚待 Frt 衝動に依つて屢々グロテスクなものに分裂 
せしめられ强迫的性格となることがある〇である。 

八、尿遊性格—— 

その他になぼ尿道性感 1 C 基く M 道格性なるものがあつ 
て、その性格的特徴は名琢慾の强ぃ點であるとザら/ L て 
ゐるが，性皆 M 分類の内には—多くの場合.これは加へ 
られてゐ&いやぅであ■る〇ブ U ィド％ M 逍性挤に就 S て 
はその『文明論 j の中で簡 m に言及してゐるのみであ 
る。 GII ち「精神分析の經驗に徴ずるに，野心と火と尿道 
性感とは货に必ず密接の關係〇ある事が分る0である」 




08 と。 (拙譯 f 社會 ，宗敎 •文明』二七二 M # 照 W なほ M 
逍性感と M 逍性格との關係に就いては，本誌前號『ァブ 
フゥブ i 隅に扪位詳しい論及がある、參 M せられた 50 
X 

.精神分析はその 1 發祥〇頃に trk # の症候 , o rli 來を知 
つてそれ?:分析解消するこ i がその治療の本質的使命で 
あつたのだが、 ■ ての後'漸次發達するに連れて-斑游の 
人格/人物が如何なる過去の經驗に依つて 決定せられ る 
に至つたかを、分祈知悉するにあるやぅ 1 C & つた。從つ 
て，本人の典型的な行動*態度•特質的な防禦方法、如， 
何なる目的に向つて如何なる努力を するかと云ふこと- 
如何なる 21?を 偏好し•如何なる事を反撥す るかと云ふ 事 
など.一言以て掩へば、性格を全的に吟味す ることが、 
その 目的と なつた 。何となれば、 症候なる ものは 屢々 た 
木能の力やそれに對する防禦の力などの撞浩 したり 
妥協したりして現れる ものに 外ならぬからであり、 また 
それ等の妥協形成や掠猎形成は性格的特徴となつても現 
れるからである。さぅして性格的特徴となつて现れる場 
合：は症候として现れる場合よ0も一/ ft 把揾し易く、從つ 
て直し易く、#華させ易い〇從つて木能の亢篮をそのや 
うな^に支配することに依って•症候から「性格的反應 
根據 J ( ヲイヒの;|1語〕?:取去することにな^0それ改に* 


精神分祈はその木質的な部分に於いては"职竟するに性 
格分析に外ならないのである。最近の十年 I1J ] に於い rr 症 
候神經症が病的性格又は祂經症的性格の方 Ifll から見られ 
るやぅ 1 C なつた X め H . 性格的な態度や海へ方と云ふも 
のが分析主 MIC せられるやぅになつた。5うしてか、る 
主題を性格分析と呼ぶことは常然でなければなら&い。 

ヰルへルム•ラィヒはそれ故に•自家 Q 精神分析療法 
を r 性格分析法 j と名付けてゐる。何となれば、彼は全 
體としての性格が無意識本能力に對して抵抗し、從つて 
また分析に對しても抵抗すると云ふ風な！而から考へて 
ゐるからである。分析に於いて患背の撺抗を克服するこ 
とはその人物の中核、卽ち性格を把握十ることであり、 
つて彼が抵抗を解消する報は性格を分析す6事である0 

精神分析に依る性格研究に就いては•なほ云ふべきこ 
とは多 S が•只今 id た I 般的の講話として右の程度に 
止めておく0 C 完) 


長谷川誠也著 遠近精神分析觀 cil 十 8 
大槻邀二著社會生活法 a S 
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精神分析學語* ii ? 3 

* _ ♦1*■ _***• ■ 


I 、本能^惝， rffekt —— 神經炻は种々な本能惑 fi ? 力の葛藤め 
n め- urn ず〇との認識 t : 侬つてフ P イドの硏究 t 早く本能 B 
情の上(;注がれた。我答[1アッフ上クト&假り|:本能感悄と 
課して見 T : が、ドイツ語では Gei 看 egungst ^5 ®!I 3〕 
i 云ふ譯語か常て、ゐるやぅで幻る。 KST この本能感怵の 
心琐吨活屮に於け6役削 II 祁だ JR 要であ S 。本能感怙は何ょ 
9もまづ發散と云ふ過栈を表はしてゐる。つ先 S " 内外の剌 
戟に依つて心璁裝设の屮に商らされ r :& 心斑 h ネルギーの ft ? 
放を 窓味する。■本能感情が数 ® S 托怙 ( cefshl ) と災ろ所以 
は、®1にその激しさが迎ふし、第二 [1 その人の性柊金微を 
:搖り動かすと云ふ點にある. 0 故に本 Jig 惑饨以外には览識中に 
It あ主り他の內容は存在しない。本能感情较散の mwSL 1 應 
じて、そこ一一筋肉紐織1び一一多数の腺ド對する神 M 支配があ 
り；樅つてそこに快不快の惑错が生ずる◦フロイド1;依れ 
• tr あらゆる本能 SW の中核をなずものは一定の7!*要なる外 
傷的 '03 驗の反 m であり、その反 m せられ S これ^の W 瞼 ( i 栝 
めて取19]のものであつて、一般的なものは ffl 人£前 S 11 にある 
のではなく、 a 族の前史にあるのである。このやぅに、本能 
感沾の狀遐 U -1!! 代的の、外傷的な諸體驗が心 P 11 小：活の中で、 
滓として残ってかゐも0でぁ0,不安$本能感怙狀態に對し 
ては、 mit の他礆が，本能^怙の EI 嘲であると考ヘられてゐ 


る〒本能速恼 e 起海に S 8 する精神分析埂のこ〇で，な考へ方 
は、ダ！ギン〇迤化論的考へ方と跋だ m 似す5ものがある C 
ダーギンは本能的行動の桩源に，本能感愦があると考へてゐ 
ろ。何れ！一しても、木能感情は、本能と密抜な相： A 關味に あ 
る〇就 中、 本能 感怙は その H ネル ギーを 本能から抽出して 來 
て、本 tig 的较服に對して跤散の可能を與へ〇ものてある0 
本能惑怙 S 抑 M せられ - C ゐる极合 (- は、木能感情の代表し 
て それを 解沿しれことのある知®" sa 今 r 賴免などは無赵謐 
のなつてゐる。本 fig 感怙の エ ネルギ lurc スの內に残 
存して ゐ5 0 5ぅして！！： 我に對 マ?> 攻鉍 ilH ふ逆經絲 1: 依つ 
て保贸せられてゐろ。本來の代衷(觀:|£:、願染の如き〕から 
解放せられ?:本能 S 情 K ネルギ 1 U " エスの中へ i 鞞鉸せら 
れ"そこで凝^せしめられ、@筋せしめ£>れ5。症候に於い 
て I 主;;本能感情の H ネルギ I は變態的に利用せられるこ i 
がある e 

一、木能感情® Affektlstm 扣——心? fl 的 tff 能の內で t au 關す 
るあらゆる性奴を具へてゐる機能^"これを鼷別すべきであ 
50 例へば"增大した0、減少したり"轉位したりマること 
の出來て、宛？*1 JIL 流が肉骹(/>表皮を傅はるやぅに、靦念の犯 
m 痕跡上！4棚がる如き t のでムる。か V る: e 味 £® c それは 
赏_に於いて針リ栉るものではないが〕か70ィド.は、亢面 
fltc ^ regun ^ groi) w か木能 is 倚 a とか名付けてゐ 6 C 
この槪釔の内较 ixr 心现 H ネルギ — J と云ふのと K & ti : 於い 
- C 1 致してゐる* - (未完) - 








no 


內外彙報 


T レキザンダ博士の近翰 

现在米阐シカゴ1:精神分析战研究所か總赀するドィツ出身分 
rr 我フヲ V ツ•アレキザンダ—氏と U 、 本硏究所は大分以前か 
ら二三の通信を交して來たが"去る四月二十 il 付 (* てわが大 
槻氏はシカゴ硏究所ょ衫贈られたる出版物か感謝し、アレキザ 
ンダー氏が近影5寄隞&乞ひ、乏たわが木村廉告氏がアレキザ 
ソダー氏の菸述に特別の興味か神たれ"これ^邦 fs せんとの as 
あぁ敌その許可な木村氏(-與へられむことを乞ふたところ>ア 
レキザンダ I 氏から二十五 n 付1:て左 SM 沓があつた0 
r 大槻 grffln 二十三日付货翰並びに御班1|»の出販物潘山" 
誠に有濉ぅ存じ吏しむ。私はれ^*これ等か祯みたいと思ふのみ 
であ y ます。常方からお贈り Li した出 ( K 物はどぅか御自由に 
御利用下 S い0 

拙班「精神分祈氓 S 锊學的 m 値」か木紂廉吉氏が日本諍して 
下さる m は茜だ光榮，てあ9年す。勿諭¥私はそれ1:就いて全犓 
を贵下にお! fefiw します。ま t : 御痛菝の均肮も別送しましれ-も 
し版植その他糎々の條件に就いて何か形式的の裘鈕が必要で L 
?:らそれ^作つ i : 笛方 LL お送り下3い0躬名して御返送申上げ 
ます。 敬具7ヲンツ•アレキザ—ダ丨」 
手紙よ y や tM れて sMt 到»?し t :0 それ[ I 本誌本號卷 mIl 


揭げであるから御1钗を顧ひた 1 | % 0アレキザンダ1氏11现下分 
柝學界の大立物であるが、その略傳については他 II 詳铋する機 
會が あらぅ 0 

7 □イド先生重態？ 

去 S 八月十日の都新聞は 「7 C イド氏病床 U 臥す」との題下 
に呼イン發同盟の報 ia を揭げてゐ fco 日く「フロイド粘神分析 
として精神分析の新境地^開い f : ヰイソ大學心理牮敎授ジダ A 
V 卜， 7 P イド氏は、心臟病のため七月九日以來キイ y の自宅 
に於いて?? lmll 臥し^ゐる。何しろ今年五月六日でル十一回の 
誕辰を迎へれ老齡の事とて再起な危ぶまれてゐぁ。氏は一八五 
七年フライペル t に生れ、後パ9に衍學、彼の斩學說は^初嘲 
%を K つたが、漸次學界の認むるところとなリ"今や7 P イド 
槠神分析として人2に晗灸する迄に至つてゐ£」と。 

不硏究所からは取速アゾナ *7 a イド嬢宛に見舞狀か出して 
おいたが、果して琳货とすれば、老齢の布故、相當心配せねば 
なるまい〇 

最近國內事實 

►性科斟硏究僉で U 「賴神分析と性科氓」を主題として七 W 二 
十八：！：夜"日本槪 E 八 m 洲 pa に於いて集#か他し"大概想 
11、木村廉吉"式場降三郎111氏の i 瓶1:乞ぅた。 

►船神術生职分我行『腦』八^銶〇アレキザンダ 1 K ! 班"木枓 
廉吉誶『精神分析の极學的 m 値 j 








▼ r 少年若 si 2 J へ 4' 

►「箱態^慾〇格胁分析 J 火槻羝二敏「雜演 J 第三百六十六故 
發禁 となろ0 

►「_©性慾の趑愆」4八槻遊二焰「人生創造」八 H 號及び九 H 

1 T 

V 「帖神分析から見た芴吉と家康」大槻斑二核「现代」八月號。 
vr 酒をめぐる圆咁の心斑， 一 大概稿「雜記帳」八 AM 。 

▼ r 主婦の*」八=:號附錄「灾婦忭愛讁不」に大槻氏の談話ぁ 

T 「糖神分析とは：！：ぞや」大概氏談「生きて行く mj 九 H 號- 
V 本誌前號内綷に關しては本號畚頭の廣带な黎照ぁ 0 t : し。 

ゅ本硏究所研究會例會 

六パ例僉は11十11:=夜、例1:ょ9孩世捣晓前ァメリヵソ*べ 
丨ヵリ 1 :て似す。食前、大槻氏フロィ r 「精神分析人 HJ の新 
課の始の方を朗談解說せられ、ま t : 本 t £ 前號の時評を如讀して 
批評を乞 a れた〇 - 

位後"新來俾漪の轺介がぁつ?;。新來者は式場暌三郞氏、「科 
畢 A ン」編轉部の岱贝幸氏、新僉员田深一三氏等でぁつ?:。 

木村廉吉氏弗づ立つて氏 S 近茨「精神分離? in の梢神分析的考 
察一の内界につき紹介的の話がぁつ?:。續いて商樅鐵氏は「服 
飾に就いて」分析的®察な下3れ、式楊氏は下手物愛玩の心理 
k ついて座談ぜられれ。大機氏それ U っキ'徳川家砥の女の下 
手物愛好の心1か諛じて千姬の分析に及ばれれ。本號所诹の論 

內外赍栉 


文はそ S 敵1れた之2:\. 

商橋氏 U また糈いて「諸阈お土 mj に就いて例にょ D 才铽あ 
る分析觀察な下3れ、大概氏は主た设近取扱はれた「或る强迪. 
帥經疤坩於の場合」につ3報佐せられれ。 

出席漭は右筲及諸氏€他2、小山岚修，内_梅子、吳無限" 
北垣照雄"含橋久維"小林一,田中虎男、土 M 秋實、加藤已酉 
三郎"大槻岐奥の諸氏で#>っ|:。なほ"火久保眞太郎、沿倉典 
滎、常 E ^ 介 • 货田齊諸氏から鄭近な缺谢挨拶があつれ〇 

X 

七月例會は十九：：：夜 >同所に佩3れた 

定刻、胡會茬 It 本誌前號「語璇 J 欄 fc つ S 、 術諾 W 說を X み 
られた後、初出席费正木きみ子さんの紹介があり"緻いて 
hMf 良修 xtlt ォー K タリ—の小兒科醫ルドルフ•ノィラートの 
「早熟兒の硏究 J >紹介せられれ"心珣哄的ではなく醫氓的な 
研究で it わる*か、我等 1 C も兆常11穿考になるとこる多かつた。 

次 U 大槻氏立5、女性惑の發逡に就いて述べられ • まれ舉問 
の110的とその相亙矛盾に就いて平累 e 所惙を發表 t £ られ nw 
epB 棋問は一方認識な深めるもの T ある iatu 、 一力對象遒玴 
の手段である*片方1:力か入れるみ他方がお留守にな8勝ち 
で、兩々均^^得る I とはなか/、むつかしい i 云ふ屯拎であ 
つた- 

次に高松鐵氏は「蒞逛殺し J に就いてその社愈分折を試みら 
れ"塚 wf 茂叨氏は『殺人心純の分析」三件 II 就いて所!®か鉗ら 
n た。木魷所似の分はその推££である。 
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m 席^は右？ r 及諸氏以外に、土招秋災無限、茲谷說 
也、 frfs 久雄‘笊[ 0 芯介、大槻岐弟"木材廉,'/、大久俅釘太 
邱、北 rJJ 降の諸氏であつた。缺席挨拶のあつ t:0 は In 中戍5 r 
崧好4榮、松井定之、小杉長平の諸氏であつど。 

本硏究所講習會例會 

七 H 例曾は五 □ 夜"研究所に於いて他 snT ; c 『分祈戀愛論』 
中に於 tTit ステリ阅する二論文ル粘^討謊しれ，-その内 
W に聯關 L て延岛英一氏は n 己色感的な利® 1 :就いて* ftl せら 
れ nj ifco シア現下の政怙、諧钗新聞所跋「夢判斷 J の評判 
などが話盥に上つれ 0 あの「#判斷」の稃辯*| 1 本研究所には 
關係ない^をこ V に明霄しておきます〇時々砰ねる人があるの 
で念のため(::..:テ併し時ゥはなか—-常つてゐる猝辩 1 あ 
5 "出席漭は北; 11 、貪措、加藤>小林、北± 11 "延 0 、大枧、間 
岐英の諸氏であつれ。 

八 H は af 究贫、講勿鉍とも休みであ*- 

研究所便 y 

▼八 H 八 n、 大阪布住®分«跋沖311氏來訪。商/«の涂次御立 

寄り下さつ f : との^ 〇命 1 M 諸氏に 2C しくとの傅^ が ありまし 

:〇 

▼八月九 B 、 染濟离校生、山口房雄氏來訪〇新しく特別誌： M にな 
られ生し7:。取校でも非常に興味か|¥って諮んでゐる人がゎ 

るホら i て御 M 授か約され泛しれ、感謝いたして*-ります。 


▼北山晓氏は兑休中北海^旅行に出られまし t : o 八 M 下 13 B )? 
の揀定ださぅで十 e - 

►商檣鐵氏の御父上( I 七月二十二 B 御死去な3れました。^ん 
で哀悼の S 1 な幾{ます。 

▼小林一氏出征せらる。八 W 十六： H 付 Lr - C 字都常輜111第十四 
聯隊1:胞；5：する旨報齿あこれ；以て別れの御挨拶1:代1 
ろが、杆樣に何卒よろし 4のこと T 幻つた。あまり ft 4 ■;■* 
ので御見送り i 3來す殘念(:思つてゐ iTe 次々 i 硏究分 M 
のぅ5にも出征3れる方もあるこ iv ^ w してゐ i すが、何 
卒少しも早く W 方にお知らせ下さい^共こして t 心から® 
1 S の意を^して御見送 yl : 出度い i 思ひ主す。小林さん iM 
卒御無琪で li 出度 <お歸りなさいます?ゥ切に希紫いたし主 
す0 

►大阪の狩野燧三郞氏ょリ"殘辨見舞を頂きま L た。 W さま1: 

よ^しくとのことで ft 及ます「一 

▼大槻氏は、畏扔贞一忍獨乙が協锊昂校中：.. I ■: 校から扱州鲂川に 
7k 汰 |- 行.か nT : に就气兩 mt 樣子见がてら 七：：：： 末瑣 r-g 三 
nLil 地に行かれた。 


戰爭心理研究號 (本誌第一卷第七號) 

上海祺蟒常時の編桃です。今日お說み牝なって t 
fi : か{玆考 U なる記事が多い OC 送料共五十餞) 
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編輯後記 

木被 r 小手1:される ta は、最卑辨峠 
をこ L ' fc cf :^^0 M ^>® J <^^^^6 e > 
みとな y ませう。持轘 tw 元氣で H/J- 過 
ご3れ nm と存じ i す0 

扨て、御存知でせうが"この紙® 
の#脇と來ては嘥事でない t のがあ 
す。それは、バルブの缺乏と云 U れてを 
y ます。人絹 r « 料にも Jn ひられるこ とは 
勿論 T すが、 XX の製造にも爪ひられ a 
さうですから、 近時 lit 界の泐 き£ 見ます 
と、心ひそ i ' J :« rt かれるものがあ* r * 玄 
す。人類の平和! C 多大の閥心と、顋紫な 
L つ我々の仕 5 If が"このやう LT か、る 
消35伸向に、一番敏感な影筇 : f M 受 U る i 
は皮肉な惑じがい T : します" 

就き主し- C は、 M 馋の方で It 、 誌代も* 
H 數も紙赏 t 据 E きのま、にい1:し度い 
と荞撤して7»-0ます。何卒竹採も特別誌 
友4して庇接伽胍賊下3ぃ泛すゃぅぉ靱 
ひいたし i す〇阅定しむ沲接瞇踉が咐え 
ますと， il 込みばか 0 S 深山の雜姑を作 
rd 帆後記 


らたくともす■み"安心で確其な鸫眘をナ 
る事が出來乏>から、從つて"诗5烹0 
御手許|:4充货しれ雜誌を笼上げられる 
わけでござい±す。何卒斯帛發诚 t 作攒 
のため1:御 m 力下3い主すやぅ切に M 上 
げます。 

» % 

X 

直抜卿馘、特別竑犮み云へぱ、私は本 
誌創刊以來.つ vr けて"大方は"發送 © 
衷银かして來走した。馆五卷|:なり主す 
から*それについて tM 々な思ひ lil や惑 
想があ y ます。御上京の nji : 心してお立 
り下3 6方など II 名前を纸にしなが 
らお餌を思ひ浮べれ9、その阽の御首葉 
などをふと思ひ起し7:0します。多分设 
性の S ?« M で、人^中の方など•竹く T : 
つての移_通知に依つて御仝快た3れれ 
らしく想像 Lx 4^®< tiui ' t - et 1 :n 
から私が相常關心、持たされるの it " 今 
主で何々方としてあつ' f : のが、突然 一 P 
の御主人となられ fl らしき轉姑 311 知でわ 
9ます"御結婚なさつたに相違ないと想 
像し?:りします。然し" m 3>: にゐられれ 
方が祸か得，>れて田舍の决索 uMy 靜茭 


するからそちらへ雜誌‘送ろやぅになど 
の御 M りを ra ^ ますと I 今4¢ながら都 t ? 
の惡汔氣を考へ、 -¥ く御沾氣が快くなら 
れるやぅ > l - L 心的 n ムブレクスがその 
病組に^芻してゐる S ならば" 1 H も辱 
く斛消して顶き度く>そ2炫めに我が粘 
神分祈が役立つこと力强いものがあるこ 
4を祈ら T にはゐら n 主せん〇 

こんな風 U " 袋€表沓き1:1相常"岱 
m 表のリビドーが，13され S のであり i 
す。然しこれ a リビドーの5:费とばか0 
I 1 S へぁゼん*どぅして1こんな事が考 
へられて、そして"それが赏事^のょろ 
こびで t あるからです〇リビドーな押® 
げる事は時にょ ylMu 快^ものがあり 
主す〇仉し、これはリビドーの押 H りで 
II あ y ません。併し、やはりどぅ- P ら反 
馎があ S 方が鸪しく，抟5まからの M な 
な师感您も何つてみ度い M がし i す-何 
卒、特別誌女諸氏もたく 3んの御符捣4* 
御 g ひ中上げ主す〇 ( 岐5 
X 

本躲1:は新進 S 方々'か大鰱活踨せられま 
しれ。 J 1 つ及篇論文が多くて糾料港；：；攻 
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一半定 
年¥ 5 
分分部 

三 一21 

刖卜 

iraSi2 


c 送料典〕 
(送料共〕 


昭和 十二 年 八 n •一十五 H 印刷 
昭和十二尔九乃一 H 技行 

0刊〕定價五十錢 

東京市木鄉供齣込锄坂町三二七 

柬京市 a 草硌北三筋町五丑 
印刷所 三 泡常 印刷所 


御注文規定 

•本誌の御注文は一切前金に御咖 
ひ 致し 主 To 

•御送金はなゐべく安企至便なる 
振锊&御利)！]下され! S : く、钱苕 

口座東京七八八一七番へ御拂込 

み下さい C 

•邨#代州の場合111削褙1!顾ひ 

まで 

•本誌廣诉に關しては，御照妨次 
笫部 M を何 II せ生す。 


束京布本鄕 VS 駒込©坂町 H 二七 

發行所東京锛神分析學研究所 

__振转 IaM 東京七八八一七雄 

大資 m 京党 _ m I 海 a •大來館 

捌所北陡储 •{; 大阪」福苦社 


んだ9而喰つたりし i した〇短笟の内に 
も填本氏の「涅槃船則」塚峪氏の時評な 
ir 蛇目 T べき t の T せぅ。 

X 

新執紙ぶは沿 <41 搠子 3 んだけです が、 熙 
子さん [X 具滎さんの令妹で、 m 京女子商 
等一肫改校の與攻科三平に扛嵴せられま 

X 

新在外僉员<:特別誌犮)は龙の五氏で 
fetrlte 

►朝蚱新義州：：：大西 m 吉氏 
►此兒岛縣：：：毛利一郎氏 
▼支那 wft， …： m 0 一雄氏 
▼翌 北……山 口0雄氏 
▼新 泡 縣：：：谷内正夫氏 
¥ rc ; l 危險につ*'同地 M 本人小 M 校訓 
導れる田邊1雄仄|:|速化舞な出してぉ 
いた•か、無事を祈0ます C 
別议「特別誌友」規約御一赀の上、せ 
いぞい御加盥の f ? M 上げ i す。 


★ 

次锶“ r 幼兒心理硏究』號として"從 
來0兒荒心！；硏究ょ®'はな S ベ{低¥齡 
兒衆〇心 g な执ひ T : いと思ひ生す0 
一"早熟兄の生理と心理：：：小山 Ji 修 
一、幼兒に於け5現®の發達段階 

C 74レソチ厨溝〕 . 伊藤龍朗課 

,「 u んじん」を生ん'れ€の倉樯久雄 
一、幼兒心理め特狨…….:：大槻齋二 

一"與常兒と JI 1 常兒 . ，•木村廉 Vi 

一"女性生活 e 特 ®. 商 7 k 力太郞課 

その他、延.ね氏の r ナ.ホレオンの性格」 
恐 M - 氏の「故大佐の令雄たち」の二篇は 
完結しますし、長杯川氏の「心?1硏究ノ 
1 '卜， r k 老 it 院主氏の「アブフクブ」な 
どは钿號の呼物として"必ず繼 M 3 せま 
す e なほ左の譯文を附錄としてなるべぐ 
描げたいと圯つてゐ史す。 

1、戰^と死ハフロィド).：价來^-夫課 
時節柄必 M 0 一文でありませラ。 




















研究所事業案內 

，分析蔀 

•神經症治療(ヒステ？'强迫 症、 恐怖淀、妄症想、 
その他) 

•性格 改造(惡癖1挤習など現15生活に不適當なる性向 
にして無意識病根に蓰くもの) 

•客员の診察(分析的又は^術的)^^の方にはぉ介 
の勞をとるべし 

=通信分祈部 

•分析法は毎日"患者が分析者の許に通？'靈を受 
ける が蕃なれど、籠の地に居られたり、その他、 
經濟上、健康上、それの出來にくい 人々 のために*こ 
の部を設く。 

_ is 、そ ©1 年齡 、靈 、手記•蠢、夢の 

記述などに、料金(十圆)を添へて常硏究所にぉ邊り下 

され 度。分析診斷明紬雷を相®期 H の後に遂る"手記 

その他は絕對に他に瑰らすことは なし。 文字は明瞭に 


書かれたし0 

•摁當者は硏究所に御一任ありたし❻それ^^適當の人 
々にふり向ける。 

一一 r 数育部 

•常硏究所主催の講演會、公賺習窗、演劇、その他。 
•所 m 並に客員に對して他ょり§の講演又は講習會。 

四"出 版 部 

精神分析に關する雜誌及び11設の出版" 

五、研究會 

•研究の震とその討議を目的とす。每月一囘'第三月 
礎夕、 にて開他その都度通知" 
出席希沼者に對しては別に資格制限を設けず。會费は 
食費*窗場费 、通信費とも出席の都度•六十錢 。(但し 
誌代を申受く。雜誌隣躜は會貝の義務とす。) 

•雜誌のみに依りて硏究の發炎又は諸般の事業に#與せ 
んと欲する向は特別誌友(痕接_讚者)とならるべし。 

六•耩 0 0 

毎月一同、第一月曜 夜、 於硏究所開催。當分主として 
フロィド满窗の精讀。锊跋一一十錢， 












一、本研究所在外硏究會員を特別誌友と稱す。 

I、特別誌友は本誌の豫約蹒詖渚として半年分(一圆五十錢〕又は一年分(三_)前納の 
義務を有す。 

一、特別誌友はその硏究、感想、報赍を、編輯部の了解を得て本誌上に發表することを得。 
一、特別誌友は司會莕の承諾を#て硏究#、講習會に出席することを得。 
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II 

5 JX1 


希盟者は朧讀科金と典に、なるべく左記體裁の申込#を送られたし0 

(御迷怒の箾所には記入を要せず。) 


住 所 

姓 名 

年 齡 
職 業 
0 歷 
威 想 


=Km … mammm 










下•浥二第 上•卷二继 I 下•卷一筋 上*卷一第 


創刊號(昭和八竿五月〕 「 H ディボス硏究號 J * 

第二號(同 六月)「フロイド萬— § s 號」 
0S S 七月)「敎对硏究號」 

第叫號(同 八 S 「妙の硏究號」(策〇 * 

(合本としては品切〕 


第 1 L 號〔同 九 fl 「兒窗心當從.號第13* 

第六號(同 十： no 「社貧思想•犯卵心理硏究號」 
第七 mc 同 十一 A ) r 戰带心利硏究號」 

笫八號 (E 十二「级の硏究铍」(第二：> 

ハ会本としては品切) 


第一猇(同九 
51號 CE 

5:號(同 

第 P 4 號 C 同 


年一月〕「心理療法硏究號 j 
二 n ) 「女性心现硏究號 j 
三 A 〕 「饨說硏篼魷 j 
四 W ) 「文^硏究號 j 

金11闾五十錢—共5 


第五铍 CS 

(六 II 休刊 

第 SN 

第七號(同 

第ル號(向十 


五乃5 r ドストィフェスキー硏究」 

•以下隔月刊行) 

七•八^^ 「 M 媞心珂硏究號 J 

九•十 n ) r 性愁心 g 硏究號 i 

7十一 1 A ) 「夫婦生活硏究戬 J 

合二凹五十錢 S 料共〕 


0 

三 

卷 


0 

四 

卷 


第 

五 

卷 


笫一號(同十年 一 •二月) 
第二號(同 三 •四=0 
第 H 铖 C 同 五-六5 
BN 號 C 同 七ん5 
第五號 C 同 九. 十 5 
第六 雛 @十7十11?) 

金 


「兒放心 K 硏钺 J C 笫二) 

R ■小敎心 f 硏究號」 
rn 殺•悄死心理研究號」 
「同性® t 異性や J 
「家庭问姐と m 子關係」 
r 常 SI 及び羧您の性心理」 

三 11二 § tTr;s 


第一號(冏十一年 7 二;| 〕1 ^格改造研究號」 

「舟性と妖婦硏究號 j 
r 夢と幻贽研究號 j 
「兒帟分析 i 敎宵研究 mj 
「愛慾莴藤の諸叫 taJ 
「近徳の分析」 

三 四(送料十五錢〕 


第二敏(同 
第 s # fi 
mE 號^ s 
第^號(固 
第六號 S 


,三.四月〕 
五•六月) 
七*八5 
九•十月) 
T 十二 i 


金 


第一 鱗 m 千1¥7二 H ) 

笊二蹤(間 0 ^3 


第三號(同 

S 


五ニハ月〕 
七•八 C :) 


「思狰期の研究 J 
f 不 A 少牢少女の心理」 
r 生理 t 心理」 

「切性と女性し 


印は邪册 i しては品切、その他 IX 在 Mftt m 沏代馆送料共各五十 II 






11『精神分析 xi ) 5 表 


東京精神分祈學研究所 

本通欣勁奴町|ゴ7〖七*1持取筑七八八「七番 









































! 大槻憲二著 


吩捕改訂笫四販，四六版_ 口紛二葉 

定10 SO 錢•送料6錢 


玲本 S の四大特色 ' 

一•现代！3本人が讀弈たる琪を忘れてゐないこと 
I 二、斯彤の龃©的知識を與へること 

j 三、货例はみなわが國のものを雄げて興味多く說 
けること 

四1その理論的极摅につき叨快にして耍を捋やす 

: いこと 


笫_ 章精神分析とは何か 

( I )無ぬ識の發 JiU 他眠術と精神分析（ I )夢の 
解栉。その方法と：^例。典型的の夢。（足）無 : a 
識と粘神症、神艇淀、無尨誠の特微。相反並存 
性とは • 

第二 章精神分析〇科學性 

(: n 科彤とは何か。（ I )秤々な解雜の可能。 

( I )解栉と認識。（ I )科學性の祓雜。二者選一 
と無总識。 （ y ) m 祓決定。竹取物語分析。 on ) 
所謂科學者の说見。 

第三 章耥 祌分析の機能 

(1)锏的の心观。 ナルチスムスとは。 ( I )各種 
の现淪。抑阳说。リビドー說〇锄力說 0 1ディ 
ホ•ス説:。幼兒性感説:。生死本能 (I) 痫氣の 
治療。分析と綜合。非辩港の分折。（皿）理論の 
晒用。 THfF 只的興味。文 E 取灼興味。源氏物語 
分析。… • 

第四章超心理學としての精神分析 

三つの见地とその給合 0 (1)$6的見地。（ I )局 
所的見地。（ I )轾濟的見地。 

第五章 精神分析の發達 

(n シャルコー 及びジャ和-。（ I ) フロイドの 
史的地位及び待®。汎性慾說解嘲。<夏）ュソグ 
アー ドラー、その他の分析巧 4 进の特徴。 （ M ) 國 
際學會と硏究機關。 

第六章 精神分析硏究手引 

( T ) 我が阐に於ける硏究史及び文獻。（ I )術譜 
» (索引 ; U 



東京精神分析學硏究所出版部 

震)囊满1 


第五販 
出來| 


(箱四版自序の內よ 9) 本爵がこのやぅに需用ぜられることは•學界及び世人の間に斯學が益々¢5劍な興 
味の對衆となりつ、あることを示すものであるが、併し私はその故にとて斯 a の將來を樂觀することは尙 
早であると思つてゐる。我等の前途はなほ遼遠であるが、た ir 確信と努力とを以て I 涉一歩前進して行け 
ばよいのだ。他人の毀#褒賂になど一々神經を尖らせるには及ばない。その意昧に於いて私は、斯极父祖 
フロィド博士の沈莳冷靜な態度に學びたいと思ふ。 
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分原光瑞 
析戰秀軒 
解氓のの 
釋と精積 
宇神極 
治分生 
河析活 
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000000 
心立人立倫道 
m 身格身理德 
學道の迸との 
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見我的現 
穴褴養赏 
る道成的 
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極 味 
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刊 
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錢卅固一價定 

錢四十斜绘 


要槪次目 



色特大五の書本 

五 四 三_ニー 

示政、かの、も理分宗、音生、的、 
せ策心に一立極を析そ光をき凡新舊 
るを埋せ致身め抉姐の秀述得人道道 
こ確エる點主て剔上他、ベろも德德 
と立ネこと義面しに、秀たとまをを 
。すルと離と白て載戰吉ろのた樹打 
べギ 。反成き讀せ國、こ明强立破 
き 1 點功こ物 '武家と朗者せし 
方のと主ととそ將康。なとるて 
法經を義。しの達、るしこ科 
を濟明とて心を政福てと學 
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ドストィ H フスキ—は人問の無意識を實に鮮かにその钜活と文學の中に現はして 
ゐる、世にも稀な作家であつた。彼は人敵一般の運命を|身に荷つてゐるかの如き 
觀を里してゐる。從つて、ドストィ H 7スキーの精神分析は、人齟一般の無意識の 
分析的硏究でもある。 • ： - 

原著はフロイドやアドラ—のド氏論に深い暗示を與へた名著であ6、_文また流| 
暢で、恐らく何人にも興味深く讀爻れるであらう。本#は货に精神分祈學の货證的 
入門#であ6、同時に精神分析的文學硏究法の好見本でもある。 
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性心理のデバートてあ U 、 
女性心理のカリケチュア 
てあリ、大寫してある！！ 
ひとリ精神分析學のみ力 i 
よく彼女の微妙な心理を 
闈明し得る。性心理、女 
性心理研究の國民的寳庫 
の秘帳は遂に開か; ft た！！ 
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、本會は苜語及び首語文化•丈藹及び文 
龄科卑の硏究を_的とす 
、本會は左の亦業を行ふ 

J 1 刊雜誌 「 n トバ」發行 
0、硏究會 . 諕防僉•溝^分 r ; a 他 
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、特別曾 M 中よ9幹艰を遇び分務を處 H1 
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本齋は近代思想の祖たるジァン•ジァツク•ルソーの思想體系の全貌を 
究明したも CD である。言ふ迄もなくルソーは眾なる講瓚の W 擧衮でなく、 
言はば大地に立つた野の竹人であり"迪铬せられた人生人である"也れて 
孤兒、貧闲艱苦 S 裡に社讲に役げ出され、放浪新として人と M つた被が、 
後にカントを SLfJ かし、ゲーテを動かし、近くは G シヤのトルストイをして 
馓 M 微 M 私淑せしめたばかりか、世界の全部を動かすに至つたのである" 
今日は JK に非常時であり、恩想動播の時代である。£の雛局の克服には、 
われらの魂を、精祌を"この祕埏に撤して一新することから始めなければ 
ならぬ。幸に本喪がその方西に幾分の貢献を成すことができれば、著^と 
典に出版^ Q 無上 C 芬?>である。奔荠はル y 1に傾倒すること多年、親し 
くスイス、サヴォアの邊地に到るまでその嵆跡を訪ねたことは、本^1:成 
す 上に恐らく沾きた何物かを附け加へずにはゐなかつたことであらぅ。切 
r 愛1賴を請ふ。 

見よ/「自然に11弊の哲11を\ 

近代 思想の 祖 、ル ソ I の思想 體 系の全貌 
始めて究明せらる。 
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